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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ







　この世界へ来て、もうすぐ一ヶ月。環かん境きようには慣れたし、一いつ緒しよに暮らす人たちも良い人で不満は一つを除いてない。その不満とは、ご主人であるヒイロ様へ奉ほう仕しができない事だ。

　いつになったらちゃんとお世話をさせてくれるのか。本当なら料理だって作ってあげたいのに、いま食べている甘あま酢ずのかかった鶏とりつくねもヒイロ様が作ったものだ。

　はっきり言ってヒイロ様は料理が上手うまい。久く檀だん様や夜や華ばな様も上手だけど、それ以上に美味おいしい物を提供してくれる。美味しい物を作ってもらっているお礼も兼かねて奏かなでの料理を食べてもらいたいのに、ヒイロ様は頑かたくなに料理を作らせてくれない。……こうなったら違ちがう事で奉仕するしかない！

「ヒイロ様！　今日こそはお背中を流しにお風ふ呂ろに行くです！」

　対面に座るヒイロ様に向かって勢いよく提案する。

「奏ちゃんは得物を使う料理の時は気をつけよう。ナイフとフォークを僕目め掛がけて投げようとしている咲さ姫き先せん輩ぱいが目に入らない？」

「それぐらいなら皮ひ膚ふに穴が空いて血が飛び出すか、目を潰つぶすぐらいですので大だい丈じよう夫ぶです！」

「それ、全然大丈夫じゃないよねっ!?　男湯に入って来ちゃ駄だ目めだからねっ!?」

　うぅ。どうして背中を流させてくれないのか。奏はただ奉仕をしたいだけなのに。

「ねぇ、ヒイロ。アンタ今、断固として奏が入ってくるのを止めてるけど本音は？」

　奏の隣となりに座っている久檀様が、ヒイロ様に問いかける。

「そりゃあ、できる事なら一緒にって梨り香かさんっ!?　スナイパーライフルのエアガンで僕を狙ねらい撃うってどうするつもりですかっ!?」

「奏曰いわく目が潰れるぐらいは大丈夫なのよね？」

「ほら、奏ちゃんが変な事言うからっ!!」

「分かったです！　奏一人で行くからヒイロ様は嫌いやなんですね！　なら、久檀様も一緒に行くです！」

　これならヒイロ様も久檀様も喜ぶはず。我ながらナイスアイデアです！　久檀様に目をやると顔を真っ赤にしながら、鶏つくねを挽ひき肉にくに戻もどす勢いで細かく切り刻んでいる。

「わ、私はかまわないわよ？　そ、そのヒイロがよければだけど……本音では奏と入りたいのよね？　私とは……その……一緒にお風呂入りたい？」

「……えっと……僕はって咲姫先輩っ!?　数十キロある銅像を両手に一つずつ抱かかえて、何をしてるんですかっ!?」

「なんでもありませんわ。もし『入りたい』などという返答をした場合にヒイロ君を潰そうと思っていただけですから」

「それ、なんでもないのっ!?」

「ゴミ屑くずが一つ減ろうと問題はないと思いません？」

　まただ。こうやって奉仕の話がいつも流れてしまう。うぅ、主人のヒイロ様にもっと尽つくしたいのに、全然できない。

「ほら、梨香さんはスナイパーライフルを置いて、咲姫先輩も銅像を置いてくださいよ。ご飯が冷めちゃいますから。で、奏ちゃんは男湯に入って来ちゃ絶対に駄目だからね！」

　む～っ。また断られてしまった。仕方がない。明日の日曜日はまた外に出てこよう。







　第一章　ある昼下がりの行き倒れ







　僕、真しん藤どうヒイロは豪ごう邸ていで三人の美少女と一緒に暮らしている。こんな事になっているのは、妙みような手紙が僕に届いた事に始まる。どんな願いでも叶かなえると書かれた手紙だ。

　オタクである僕は勢いで『二次元の可愛かわいい彼女がたくさん欲しいです。願わくは、いつか結けつ婚こん！』と願った。正直、叶うなんて微み塵じんも思っていなかった。半分は冗じよう談だんで書いたんだけどね。半分ってのが重要です。

　ポストに投とう函かんした翌日、僕は二次元から来た三人の美少女と出会い、気がつくと三人と一緒に暮らし始めていた。

　普ふ通つうとは言えない美少女たちで大変だけど、それを補って余りある幸せを分けて貰もらっているんだから。文句は多少あるけど、幸せです。

　今日も美少女と楽しい生活が送れるんだろうなぁと思いながら、意識を覚かく醒せいさせる。

「ふぁあ～」

　寝ねぼけ眼まなこで頭上にある目覚まし時計に視線を送る。時計の針はまだ八時を回ったところ。僕の両りよう隣どなりにはもう誰だれもいなかった。せっかくの日曜なんだから、もう少しゆっくり寝てればいいのになぁ。

　眠ねむい目を擦こすりながらベッドから降りて、ダイニングへ向かうと椅い子すに座っている美少女の姿が目に入った。

「おはよう、ヒイロ。思ったより起きるの早かったわね」

「おはようございます、梨り香かさん」

　ん～。今日も二次元からやってきた同級生の久く檀だん梨香さんは可愛いです。寝ね間ま着きを私服に着き替がえ、すでに身なりもきちんとしている。

　制服姿も可愛いけど、私服もこれまた可愛い。Ｔシャツにホットパンツというお嬢じよう様さまらしくない格好だけど、それがまたいいんです！　なんで梨香さんはあんなにニーソが似合うんだろうか？　きっとそれも二次元故なんだろう。

「あら？　ヒイロ君、もう起きてきましたの？」

　梨香さんをじっと見ていたら、キッチンから寝間着の白いワンピースを着た夜や華ばな咲さ姫き先せん輩ぱいがやってきた。

「おはようございます、咲姫先輩」

　咲姫先輩も相変わらず可愛い。いつ何時見てもその可愛さは変わらない。さすがは二次元から来ただけの事はある。起きた瞬しゆん間かん、理り不ふ尽じんに殴なぐられることがあるけど、全然かまわない。だって寝起きにこの顔があれば、多少の理不尽なら耐たえられるでしょう！

「ヒイロ君を起こそうと、ローション二十リットルを沸ふつ騰とうさせていたのに残念ですわ」

　うん、多少を超こえてました。それは耐えられないよ。咲姫先輩はベッドでのたうち回る僕を見て愉たのしいのかな？

　椅子に座ると、テーブルの上にある朝食に目がいった。トレイに載のっているのは目玉焼きと鮭さけの塩焼き。それに白菜の漬つけ物と納なつ豆とう。まさに和の朝食が載ったトレイが三つ用意されている。

　三つ？　ここにいない元くノ一だった後こう輩はいの海み凪なぎ奏かなでちゃんも含ふくめれば、四人のはず。

「ああ、そっか。僕の分が無いんですね。一緒に食べたいし、用意してきます」

「違うわよ。これはヒイロの分。奏ならもう出かけてるから、朝ご飯はいらないって」

　梨香さんがトレイを一つ指さしながら、立ち上がろうとした僕を制止する。

「出かけたってこんな早くに？」

「ええ。急いでメイド服に着替えて出かけましたわよ」

　お茶ちや碗わんにご飯をよそいながら、咲姫先輩が答えた。

　そういえば、昨日も先週の土日も先々週の土日も奏ちゃんは朝からいなかった気がする。毎週休日に何をしてるんだろう？

「はい、ヒイロ君」

「あっ、どうもです」

「お味み噌そ汁しるもあるので持ってきますわ」

　咲姫先輩が持ってきた味噌汁がそれぞれの前に置かれ、朝ご飯の準備が整った。

　どうせならここに奏ちゃんもいればよかったんだけどなぁ。ご飯とか食べる時はできる限り皆みんなで食べたい。実家にいた時は必ず全員で食べていたから、それが習慣にもなっているんだろう。

「いただきます」「いただきますわ」

　う～ん。残念だけど仕方ないか。今日は三人で食べる事にしよう。

「いただきます」

　僕が味噌汁を啜すすりながら空席を見つめていると、突つき刺ささる視線を感じた。梨香さんがお箸はしを口に咥くわえながら、上うわ目め遣づかいでこっちを見ている。僕が何かしたか以前に、そのポーズと視線はヤバイ！　反則的に可愛い！

「り、梨香さん？　どうしたんです？」

　あまりの可愛さに思わず声が上うわ擦ずってしまう。

「え、えっと……お味噌汁美味しいかなって」

「えっ？　美味しいですけど？」

　出汁だしも出ているし、味噌も薄うすくもないし濃こくもない。僕の好きなわかめとタマネギとジャガイモが具材で、不満点は一つもない。

「そ、そう。お、美味しいなら別にいいのよ」

「？」

「本当に鈍どん感かんなゴミ屑ですわね！　あぁ、腹立たしいですわ！」

　な、なんだ？　どうして咲姫先輩は僕を見て怒おこっているんだ？

「まったく、貴方あなたという人は！　愛情たっぷりの梨香さん特製お味噌汁だという事にどうして気づかないんですのっ!?」

「ちょ、ちょっと咲姫先輩っ!?　わ、私は別に愛情とか入れてないわよっ!!」

「これ、梨香さんが作ったんですか？　本当に美味しいですよ」

　だから気にしていたのか。調理者としては味が気になるのは当然か。

「あれ？　でもこの前、スープとか作ってましたよね？　あの時は味とか気にしてなかったのに、急にどうしたんですか？」

「い、いや……えっと……。べ、別に好みの具を聞いたから、試ためしに作ってみようかなって思って、作ったから味が気になるってイベントを……な、なんでもない！」

　中ちゆう盤ばん以降はモゴモゴ喋しやべって何を言っているかよく聞こえなかった。

　なんでもないって言ってるけど、何か気にしてるんじゃないかな？　なんだろう？　僕が好きな具材って事以外、特に気になる部分は無いんだけど。

　あっ、もしかして味噌汁を初めて作ったから味を気にしてるのかな。梨香さんは洋食を作る事が多いから、きっとそうだ。好きな人が味噌汁が好きとでも言って、味を知りたいんだろう。

「梨香さん。本当に美味おいしいです。これだけ美味しいお味噌汁なら、誰だれに食べさせても満足しますから、自信持ってください」

「ほ、本当？　本当に美味しい？　う、噓うそじゃない？」

「はい。よかったら僕が梨香さんの好きな人に届けてあげましょうか？」

　梨香さんの消しよう滅めつ試練は変へん更こうされて『好きになった人に攻こう略りやくされる事』になった。予定は未定だけど、先行で相手に好感を与あたえておいて損は無いはずだ。

「……いいわよ！　ヒイロのバカ！」

　あれ？　どうしたんだろうか？　梨香さんはあからさまに不ふ機き嫌げんになってしまった。てっきり味を知りたかったんだと思ったんだけど。う～ん。僕はまだまだ梨香さんの事を理解してないんだな。

　よく考えたら、あまり自分から皆のことを知ろうとしていない気がする。ギャルゲーやアニメで知っているから大だい丈じよう夫ぶと思っていたけど、実際に触ふれあっていると分からない事がまだまだ多い。

　例えば今いない奏ちゃんだ。休みに姿を消して何をしているのか。個人的な事かもしれないけど、やっぱり気になる。

「何よ。そんなに奏が気になるわけ？」

　不機嫌そうに梨香さんが呟つぶやき、少しむくれて言葉を繫つなげた。

「ヒイロ、さっきからチラチラと奏の席を見てるじゃない」

「気になるっていうか……。もっと皆の事を知りたいなって思ったんですよ」

「それは良い心がけですわ。わたくしも梨香さんと奏さんの事をもっとよく知りたいと思っておりまして。今はＢバスト・Ｗウエスト・Ｈヒツプが知りたくて仕方がありませんわ！」

「どうして咲姫先輩はそっち方面なのよっ!!　ヒイロが言っているのはそういう事じゃないと思うわよっ!!」

　確かにそういう事じゃないけど。咲姫先輩が知りたがっている梨香さんのスリーサイズは僕も知りたい。

　だってギャルゲーの『恋こいに恋する前に』のサイトで他ほかのキャラは載のっているのに、梨香さんだけ載っていなかったんだよなぁ。販はん売ばいされる前は何かしら理由があるとネットでも話題になったんだけど、まさか攻略途と中ちゆうでお詫わび文が出るようなキャラだったとは。後に販売された公式ファンブックにも載っていなかったし。

　咲姫先輩が知りたいって思うのも頷うなずける。あぁ、どうにかして知りたい。走ったら揺ゆれるぐらいの大きさがある──

「ヒイロの変態！　何を考えてんのよ！」

「……へっ？」

「分かりますわよ！　わたくしも揺れるあのおっぱいのサイズが知りたいですわっ!!　ヒイロ君の知り合いに見ただけでＢ・Ｗ・Ｈが分かる紳しん士しはおりませんのっ!?」

「それ紳士って言わないわよっ!!　ただの変態よっ!!」

　二人のやり取りは面おも白しろいけど、その前におかしな事がなかった？　まるで僕の思考を二人に読まれたような気がしたんだけど……。ちょっと試しに。

　制服から伸のびる梨香さんの太ももも素す敵てきだけど、今穿はいているホットパンツとニーソの組合せも素晴らしいと思う。

　……どうだっ!?　思考を読まれたのなら、何かしら反応があるはずだ！

「だいたいね。咲姫先輩は欲よく望ぼうに忠実すぎなのよ。考えるだけならまだしも、実行に移したりするのは変態なのよ」

「もう梨香さんってば。そんなに褒ほめていただかなくても結構ですわ」

「何をどう受け取ったら今のが褒めてるように聞こえるのよっ!?　どんだけポジティブなのっ!?」

　これだけ考えても反応がないって事は気のせいか。下手に変なことを考えられないと思ったけど、大丈夫だね。例えば、梨香さんの下着の色は何色かなぁとか考えても──

「ヒ、ヒイロ！　ア、アンタは何を考えてるのよっ!?　絶対に教えないわよっ!!」

「なんで今度はバレたのっ!?」

「ご安心なさい、ヒイロ君！　わたくしが今この場で調べてあげますわっ!!」

　咲姫先輩が立ち上がり、梨香さんが着ているＴシャツを捲まくろうとした。

「ちょっ!?　咲姫先輩、やめなさいっ!!」

　梨香さんが捲られまいと必死に抵てい抗こうしている。……これ、まずいかも。咲姫先輩の暴走が止まりそうにない。僕は残っていたご飯を急いで搔かき込んだ。

「ご、ご馳ち走そう様さまでした！」

「ちょっと、ヒイロ！　アンタのせいで咲姫先輩が暴走してるんだから、逃にげないで止めなさいよっ!!」

「無理です！　咲姫先輩の目が『邪じや魔ましたら殺しますわ』と訴うつたえているので！」

　ダイニングを後にして、自分の部屋への逃とう亡ぼうに成功。危ない危ない。あのままいたら、半はん裸らの梨香さんを見て鼻血を出すところだったよ。

　さてっと。今日はどうしようかな。せっかくの日曜日だから、部屋でアニメを観みてのんびり過ごすのが一番なんだけど……。

　奏ちゃんも気になるんだよなぁ。ご飯も食べずに、一体何をやってるのかな？

　う～ん。……よし。今週はアニメを結構観られたし、特にやるゲームもない。ちょっと奏ちゃんを捜さがしてみよう。

　ダイニングに顔を出すと、

「本当にいい加減にしなさいよ！　いくら年上の咲姫先輩でも怒るからねっ!!」

「怒られてもいいので、わたくしは梨香さんの下着の色が知りたいですわっ!!」

「よくよく考えたら、昨日の夜に脱だつ衣い所で私の下着を物色してたわよね。色は分かってるんじゃないの？」

「あの時はクンカクンカしていただけで色まで意識が回りませんでしたわ！」

「この変態っ!!　少しはヒイロを見習って欲望を抑おさえなさいよっ!!」

「さぁ、今日は何色ですのっ!?　見せてくださいっ!!」

　まだやっていた。二人に見つからないように、僕は家を後にした。




　まだ九時で閑かん散さんとしている商店街。二十四時間営業のレンタルショップや、朝からやっているコーヒーショップに人がいるぐらいで商店街にまだ活気はない。

　なんとなく奏ちゃんがいると思ってここに来たんだけど。そんなアニメみたいに都合良く出で逢あえるほど運がいいわけ──────────────────────あった。

　車道を挟はさんだ反対側に、ウサ耳カチューシャと歳と外見に不釣つり合いな胸を上下に揺らして歩くメイド姿の奏ちゃんがいた。どこか急いでいるようにも見える。

　声をかけようとした時、大型のトラックが遮さえぎった。トラックが通り過ぎると対面にいた奏ちゃんの姿はどこかへ消えていた。

「あ、あれ？」

　横断歩道へ向かおうと一歩踏ふみ出した足に、何か違い和わ感かんを覚える。

「むぐっ」

　何かを踏んだようだけど、犬の糞ふんを踏んだ感かん触しよくとは明らかに違ちがう。それに何か聞こえた気がした。視線を落とすと僕の足の下には、人の後頭部があった。

「…………うわぁ！　ごめんなさい！」

　な、なんで人が倒たおれてるのっ!?　何かの事件っ!?　きゅ、救急車を呼んだ方がいいかなっ!?　そ、それとも警察っ!?

　スマホを取り出しテンパっていると、倒れていた人は顔をガバッと上げて僕を見上げると同時に大声で叫さけんだ。

「妾わらわは空腹なのじゃ！　そこのお主！　妾に何か馳走せい！」

　僕を見つめるその顔はとても可愛かわいい女の子だった。

　おかしい。二次元にしか反応しない僕が可愛いだって？　梨香さんや奏ちゃんや咲姫先輩みたいに二次元から来たわけではないだろうに。

　とにかく生きているし、元気みたいだから警察とかは大丈夫か。

「妾の顔を見てぼーっとしておる暇ひまがあるのなら、早はよう妾を背負うのじゃ。妾は食べ物を二時間も口にしておらんのじゃ！」

「それ、二時間『も』って言わないと思う」

　どれだけ燃費が悪いんだろう。

「なんでもよい！　早う腰こしを落として妾を背に乗せよ！　そしてどこでもよいから連れて行ゆき、何か馳走せい！」

「え～っと。僕が捜している人はあっちの道にいるから」

　少女を放置して行こうと思った僕の足をがっつりと摑つかむ少女。なんだかトラブル臭しゆうがして関かかわりたくないんだけど。

「妾のような可か憐れんな少女を見捨てるなど、お主は外げ道どうじゃな」

「ありがとう」

「褒めておらんぞっ!?　妾のような見み目め麗うるわしい少女を救った場合、後々一いつ緒しよに暮らすという幸運が訪おとずれるかもしれぬぞ？」

「三人いるんで間に合ってます」

「今ならおまけして妾をもう一人付けるぞ？　お得じゃぞ？」

　なんだか不毛なやり取りをしている気がしてきたよ。……はぁ、仕方がないなぁ。奏ちゃんは完全に見失っちゃったし。

　言われるがまま、腰を落とし少女を背中に乗せる。

「最初からそうすれば良いのじゃ」

　背はあまり高くなく、僕の背中にすっぽりと収まる。体の起き伏ふくもほとんどないから小学生ぐらいだと思──

「ふんっ!!」

　いきなり少女がチョークスリーパーを決めてきた。

「急に何をするのっ!?」

「お主の邪よこしまな考えに訊きいてみるのじゃな」
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　……やっぱり思考が読まれてる？

「まぁ、良い。早う行くのじゃ」

　そう言って技わざを解いてくれた。なんだかこの子も三人に近いものを感じるな。

　どこか物が食べられるお店か。困ったなぁ。商店街で今やっているのはコーヒーショップぐらいだ。僕はあのお店に行った事がなくて、女性店員だったらきちんと注文ができる自信が無い。

「お主、あそこへ行こう」

　どこに行こうか考えていると、背中に乗る少女がコーヒーショップを指さす。

「ちょっと待ってね。味は悪いけど歩いて二時間ぐらいかかるおそば屋さんがあるからそっちにしよう」

「利点が一つとして無いのじゃがっ!?」

「それじゃあ、交通機関を使って二時間かかるけど、量が少なくてルーが薄うすいカレー屋さんにする？」

「先ほどと変わったのは料理と移動手段だけで、やはり利点がないままではないかっ!!」

「じゃあ隣となり駅えき前にあるコンビニに行く？　こっちの駅にもコンビニあるけど」

「何故なぜわざわざ遠くへ行こうとするのじゃっ!!　妾はここでよいっ!!」

　くそう。ことごとく案を却きやつ下かされるな。はぁ、仕方がないなぁ。

　店内に入ると同時に元気な女性店員が迎むかえてくれた。

「いらっしゃいませ。二名様ですか？」

「……はい」

「店内が満席でして。外のテラス席でも宜よろしいですか？」

「……はい」

「では、そちらの席へどうぞ」

　女性店員の指示で他の客が一人もいないテラス席へ案内された。少女を背中から椅い子すに降ろし、僕も一いつ旦たん席に座った。

　六月間近になると、テラスでも全然平気だ。店内より気持ちがいいかもしれない。こういう洒落しやれたお店であの三人の誰だれかとデートできたら楽しいのかもしれないけど。いつか来られたらいいなぁ。

「妾はホットケーキとホットコーヒーじゃ」

「やっぱり僕が注文に行かなきゃ駄だ目めなの？」

「無論じゃ。宜しく頼たのむ」

　参ったなぁ。とりあえず店内に戻もどって注文してくるか。

　予想通りレジにいるのは全員女性だ……。自分の番になるまでに頭の中でシミュレーションしておかないと。

　どうしても慣れていない女の子と上手うまく会話できないんだよなぁ。たとえそれが、一いつ瞬しゆんしか関わりのないレジの店員さんでも上手くいかない。福ふく音いん学園はクラス替がえがないからクラスメイトの女の子とは、もう普ふ通つうに喋しやべれるんだけど。

　そういえばあの女の子とは普通に喋れたけど、なんでだろう？　それにどこかで見た事があるような気がするんだよなぁ。なんか、霞かすみがかってはっきりと思い出せない。

　幼い顔と低い背。二つに縛しばった髪かみを肩かたから前に垂らしている。体の起伏はほとんど無く、咲姫先せん輩ぱいと互ご角かくかそれ以下かも。背が低いから子供に見えるけど、何歳ぐらいなんだろう？

　それに、雰ふん囲い気きが独特な感じがする。どこか品があって喩たとえるなら、江え戸ど時代ぐらいのお姫ひめ様って喩えが一番合う。着ている服も和服っぽくて上下で分かれていて、下はミニスカートになっている。お腹なか回りを全開で露ろ出しゆつしていて、全体を見ると露出狂きよう一歩手前と言える。

　う～ん。あんな特とく徴ちよう的な子なら一回見たら脳内ＨＤＤに残ると思うんだけど。見たことがあるっていうのは、勘かん違ちがいなのかな？

「じゃあ次のお客様は貴女あなたがやってみて。緊きん張ちようしないでいいからね」

「は、はい！　つ、つづぎの、お、おお、お客様、どど、どどどどうぞ！」

　しまった！　あの子に夢中になっていて、一度もシミュレーションをしてなかった！

　名札に『研修中』と書かれた女の子が引き攣つった笑え顔がおで僕を見ている。後ろにいる先輩と思われる人が観音菩ぼ薩さつを思わせる優やさしい顔で新人を見ていた。

「ご、ごご！　ご一緒にご注文は以上でいかがでよろしいですかっ!?」

　うん、日本語でＯＫだよ。

「え……えっと……ですね……」

　うぅ、こっちも緊張しているっていうのに。そっちがリードしてくれないと話が進まないじゃないか。

「と、当店のオススメは！　ハバネロと鷹たかの爪つめ入りシフォンケーキです！」

　え？　それ甘いの？　辛からいの？

「こらっ！　ウチの店にそんな奇き抜ばつなメニューはないでしょっ!?　あるのはハバネロと鷹の爪入りバニラアイスクリームよっ!?」

　どっちにしても奇抜な気がするけどっ!?

　こうなったらお得意のメニューを指差しながら『これと……これで……作戦』でいくしかない。

「じゃ、じゃあ……これと……これと……」

「ホホ、ホットケーキに、ホホホ、ホットコーヒーですねっ!?　トト、トッピングにホットケーキミックスはいかがですかっ!?」

　本人は何を言っているのか分かってるのかな？　ホットケーキになる物をホットケーキにトッピングって……。

「お、お客様！　も、申し訳ありません！」

　後ろにいた観音菩薩が入れ替かわった。これでようやく普通に注文できる。

「あなた、ちゃんと見てなさい。普通にお客様が仰おつしやったご注文を承うけたまわればいいのよ」

　観音菩薩の顔が、阿あ修しゆ羅らのような顔に変わっていた。

「は、はい。すいません」

　あの研修生、可哀かわい想そうだけど仕方がないね。あんな接客をすれば先輩に怒おこられるのは、至し極ごく当然の事だし。

「では、お客様。他ほかにご注文はございますか？」

　えっと、僕はどうしようかな？　やっぱり慣れない女の人との会話は難しい。

　あの女の子と同じホットコーヒーにしようかな？　それとも、アイスコーヒーにしようかな？　アイスコーヒーは氷の量も調整できるんだ。

「お客様？　他に何かございますか？」

「え、えっと！　ホットコーヒーをアイス大目で！」

　問いかけられたからって何を注文しているんだ、僕はっ!?

「かしこまりました。ただいまお作り致いたしますので、少々お待ちください」

　……あの店員さん？　かしこまっちゃってるけど、ツッコミを入れるべき？

「なるほど。どんな意味不明なご注文でもお客様の言う通りに行動するのね」

　そこの研修生。メモなんてしなくて大だい丈じよう夫ぶだよ。こんな意味不明な注文をして、訂てい正せいしないお客なんて二度と現れないから。




「遅おそい！　いつまで待たせるのじゃ！」

　ホットケーキとホットコーヒーと、ホットコーヒーに大量の氷が入ったカップが載のったトレイを持って席に戻る。

「早はようよこすのじゃ！」

　トレイを置いた途と端たん、ホットケーキをフォークで刺さして口に運ぶ少女。一口食べた直後に顔が綻ほころぶ。可愛かわいい子にこんな顔になってもらえたなら、頑がん張ばった甲斐かいもあったね。

「うむ。ここのホットケーキはいけるのう。おお、そうじゃ、そうじゃ。忘れる前に渡わたしておこう」

　胸から何かを取り出し、僕に差し出してくる少女。それは見覚えのある封ふう筒とう。僕は『あれ』関連の物だと直感的に分かった。

「こ、これどうしたのっ!?」

「どうしたもこうしたも、妾わらわが三次元へ来る時にお主に渡すように受け取ったものじゃ」

　となるとやっぱり消しよう滅めつ試練関係の手紙か。なるほどね～……。

「って今、三次元へ来るって言ったっ!?　って事は君も二次元から来たのっ!?」

「うむ。まぁ、妾の事はよい。手紙を読んでみた方が良いのではないか？」

　少女の事も気になるけど、とりあえずは手紙を読もう。





『真藤ヒイロさん。




　お久しぶりですが！　何を平へい穏おんな日々を送っているのですかっ!?　暇ひまです！』






「知るかぁ！」

　一枚目の手紙をビリビリに破り捨てた。あまりいい予感はしないけど二枚目を取り出す。





『冗じよう談だんですよ。怒ると老ふけますよ？　怒らないのが一番です！』






「怒らせているのは誰っ!?　それにこの一文も火に油を注いでるよっ!!」

　毎度毎度、本当に嫌いやな気分にさせる神様だよ。多分、次からが本題だろう。





『はてさて、初めての消滅試練達成おめでとうございます！　しかし、あっさりと達成されて気が抜ぬけてしまいました。

　今度の消滅試練はちょっと難しいかもしれませんよ？　本人は自覚がありませんからね！　どんなことが起きるか楽しみです！』






　そんな何日も前の事をおめでとうと言われても。それに僕自身が達成した実感がないんだよなぁ。梨香さんが誰に好きって伝えたか分からないし。まぁ、皆みんなと一いつ緒しよに暮らせてるからその辺はいいんだけどね。

　で、本題である今回の消滅試練は──





『海凪奏の消滅試練：自分の為ために何かを成す事。

　試練達成までの期間：大切な人がいなくなるまで』






　前回同様、なんで僕自身が関係してない事なんだろう？　僕が奏ちゃんに何かをするとかなら楽なのに。

　ん？　あれ？　なんかもう一枚入ってるけど、なんだろう？





『そうそう。朝から不思議な事が起きていませんか？　年ねん齢れい＝イコール彼女いない歴の健全男子十六歳らしい下心丸出しの妄もう想そうなんかをすると、ばれたりしてません？　あれ、わたしのせいです。時々、貴方あなたの下心がばれるようにしてみました！　暇なんでアクセントが欲しいなって思いましてね！　テヘッ！』






「あれ、神様のせいだったのかっ!?　おかげで食しよく卓たくから逃にげるように出て行く事になったんだよっ!?　しかも最後の『テヘッ』って何さ!!　全然、可愛くないからねっ!?」

「凄すごい顔になっておるが大丈夫かのう？」

　少女が僕の顔を心配そうな目で見ている。そりゃあ大丈夫じゃないけど。だって下手にエロい事を考えられなくなったんだから。例えば、この少女が大きくなったら胸はどう成長するのかとか──

「もはや成長は止まっておるわ！　妾など……妾など……っ!!」

　とまぁ、こんな風になってしまう。いや、そんな事はどうでもいいんだ。この女の子の胸がこれ以上成長しなくたって、そんな事は普ふ段だん気にしない単たん細さい胞ぼう生物並みにどうでもいい。

「失礼にもほどがあるわ！　妾の胸の大きさをゾウリムシと同格にするでない！」

「いや、大きさは同格にしてないよっ!?　完全に被ひ害がい妄想だよねっ!?」

「妾とて大きくなりたいと思うておる！　しかしじゃ！　両親共に貧ひん乳にゆうなので仕方がないではないか！」

「胸の大きさを、ＤＮＡを言い訳にする場合は父親は外してあげようよ！　父親の胸が大きいって嫌いやじゃないっ!?」

「父上が大きければ妾も大きかったはずじゃっ!!」

　この子、咲姫先せん輩ぱいと違ちがって貧乳を気にしているみたいだ。これ以上、掘ほり下げるのは止やめてあげよう。

「妾の胸を掘るなどと、何を考えておるっ!?　無いのを理由に凹へつこませる気ではあるまいなっ!?」

「あぁ、もう面めん倒どうくさいなぁ！　そんな事は考えてないよ！」

　僕がこの子に訊ききたいのは胸の大きさうんぬんじゃなくて。

「ねぇ、どうしてこの手紙を持ってたの？」

「そんなのは簡単じゃ。妾が此方こちらの世界へ来るついでに渡してくれと頼たのまれただけじゃ。ほれ」

　少女はもう一枚、封筒を取り出した。こっちの封筒は封がすでに開けられており、中身を読むように促うながされ、僕は中身を手に取った。





『四し季き空ぞらハルカが取るべき行動

　三次元へ到とう着ちやくしだいすぐに行き倒だおれてください。

　最初に出会った人が真藤ヒイロさんです。

　その方にこの手紙を渡していただければ問題ありません』






「まずツッコミを入れるけど、行き倒れって自分の意思でできたっけ？」

「そんなにおかしい事ではあるまい？　妾などおやつ袋ぶくろを忘れれば、一日に十二回は行き倒れるぞ？」

「それ十二分におかしいからねっ!?」

　手紙に再び目を落とす。気になるのは『四季空ハルカ』だ。この子の名前だと思うけど、どこかで聞いたことがある気がする。

「あれ？　ヒイロ様！」

　僕を呼ぶ声が聞こえ、そっちを向くと同時。

「はわっ!?」

「へっ？」

　突とつ然ぜん、視界が真っ暗になりそのまま押し倒たおされた。

「痛たた……」

　僕の顔を覆おおう感かん触しよくには覚えがある。以前と同じように肩かたを手て探さぐりで探し、圧あつ迫ぱくする物を遠ざけた。目の前に広がったのは、大きく育った二つの山。うん、これは奏ちゃんだ。顔を見なくても分かる。

「うぅ……転んでしまったです。ヒイロ様、大丈夫です？」

「う、うん。大丈夫だから起きてほしいな」

　公共の場で、女の子に馬乗りにされている姿は恥はずかしすぎる！

「えへへっ。ヒイロ様がいたのが嬉うれしくて、慌あわててしまったです」

　まぁ、この可愛い笑った顔が見られれば、それでいいかな。

「久しいの、奏。元気そうで何よりじゃ」

　立ち上がった奏ちゃんを見て、少女が嬉しそうに口を開く。

「……えっ？　……ひ……姫ひめ様っ!?　な、なんでここにいるですかっ!?」

　奏ちゃんの顔が驚おどろきの表情へと変わる。あんな顔を見たのは初めて……って今、奏ちゃん姫様って……。あぁっ!?

「四季空ハルカって『海あおと空あおの境界線』で奏ちゃんが仕えていた城のお姫様っ!?」

「うむ、そうじゃ。真藤ヒイロよ。しばしの時、世話になるぞ」

　気づいたら十時を回っていて、商店街に活気が出てきている。このコーヒーショップのテラス席もいつの間にか満席だ。

　奏ちゃんは空いている席に座り、四季空ハルカを問い詰つめていた。

「姫様、また家出してきたですか？」

「うむ。今度は妾を他国に嫁とつがせようと父上が計略を練っておったのでな。上手うまいタイミングで逃げる事ができたと自負しておる。今いま頃ごろ、城は大おお騒さわぎじゃろう。毎度の事ながら愉ゆ快かい爽そう快かいじゃ」

「愉快爽快じゃないです！　お殿との様さまもきっと心配しているですっ!!　すぐに戻もどるですっ!!」

「どうやってじゃ？」

「どうやってって…………ヒイロ様。どうやったら二次元へ戻れるです？」

　僕にはその方法は分からない。だってそれは、全世界のオタクが望む願望だから……。どうしてあっちの世界へ入れないんだって、何度パソコンやテレビの前で泣き崩くずれたか。

「この男は何を遠い目をして黄昏たそがれておるのじゃ？」

「ヒイロ様はこういう変な方です！」

　奏ちゃんは僕を変人として見ていたらしい。否定ができないからいいけどさ。

　それにしても手紙を持っていた事など色々と合が点てんがいった。やっぱり二次元から来た子だったんだ。心のどこかで、この子は二次元から来たんじゃないかと疑っていた部分はあった。

　例えば、どこかで見たことがあるような感覚。記き憶おくに霞かすみのかかったような感覚は、三人を見て感じた時と同じだった。

　他ほかにも出会ったばかりで僕が喋しやべれたのも理由になる。三人と初めて会った時も、喋れたことに疑問を感じていた。あれは、現実の女の子じゃなくて、二次元から来た女の子だから喋ることができたんだ。

「それにしても困ったです。連れて帰ろうにも二次元への帰り方が分からないのでは、どうしようもないです」

　いつも元気いっぱいの奏ちゃんらしくない表情。本気で困っているようだ。でも、こればかりはどうしようもない。本来、次元を超こえるなんて容易なことじゃないんだから。

「奏は考えすぎなのじゃ。そんな深刻になることもあるまい。時が来たら戻れるじゃろう。なので、それまでは世話になるぞ」

　勝手に決められたけど大だい丈じよう夫ぶかな？

　咲姫先輩は美少女を連れて行けば声を上げて喜ぶだろうから大丈夫だと思う。逆に姫様が引くんじゃないかな？

　梨香さんだってなんだかんだ言っても、結局はＯＫって言ってくれそうだし多分大丈夫かな。

「はぁ～。姫様の傍ぼう若じやく無ぶ人じんぶりはどこへ行っても変わらないです。こうなったら、不ふ肖しよう海凪奏。全力で四季空ハルカ姫のお世話をするです！」

「うむ、良い心がけじゃ！　してお主！」

「僕？」

「お主には特別にここから住居まで妾わらわを背負い歩くという役目を与あたえよう！　光栄に思うが良い！」

　まぁ、別にいいけど。よく妹を運んでいたし、こういうのは苦にならない。小さい子供ぐらいいくらでも背負って……。

「あれ？　そういえば姫様って」

「奏以外に『姫様』などと呼ばれると気持ちが悪いのう。……うむ、ハルカ姫と呼ぶがよい」

「ええっと……じゃあ失礼して。ハルカ姫って歳はいくつだっけ？」

「奏と同じ十五じゃが？　何故なぜ、そのような事を訊くのじゃ？」

　僕の視線は自おのずと二人の胸部に向かった。ほぼ同じ身長の二人で唯ゆい一いつ違う部分は──

「いちいち見比べるでない！　どうせ妾は同年代の娘むすめより小さく、幼児と見比べても差がないと自覚しておるわっ!!」

「べ、別にそこまで言わなくても……」

　ここでようやく周囲の異変に僕は気づいた。満席になっているテラス席全員の視線が僕たちに集まっていたことに。この流れは……。

「あの野や郎ろう。あんな可愛かわいい子をバカにして楽しいのかよ！」

「店員さん。何も食べないけど、ナイフとフォークをお願いしていいかしら？」

「近くに金物屋あったよね？　バーベキューの時に使う鉄てつ串ぐし買ってくるかな？」

　何も食べないのなら、ナイフやフォークは要いらないと思うよ？　バーベキューの季節はもう到とう来らいしはじめてるけど、コーヒーをゆっくり飲んだ後に買えばいいと思うよ？

　周囲が動き出す前に、僕たちはコーヒーショップを後にした。




「こんな美少女でしたら、此方からお願いしたいぐらいですわ！」

　家にハルカ姫を連れてきて経けい緯いを説明すると、咲姫先輩は予想通りの反応を示した。

「なんじゃ、この変態はっ!?　ええい！　抱だきつくのは良いが、変なところを触さわるでないわっ!!」

「あぁ、その高飛車な態度も素す敵てきですわっ!!　ヒイロ君は素晴らしい拾い物をしてきましたわねっ!!」

　うん、予想通りだけど、予想通りの変態すぎて、言葉が出ない。人を拾い物呼ばわりもひどいと思う。

「こっちの変態は妾を歓かん迎げいしておるようじゃが、そっちの娘は歓迎しておらぬようじゃな」

「えっ？」

　梨香さんの顔を確かく認にんすると、どこか不ふ機き嫌げんに見える。

「えっと……梨香さん？　駄だ目めですか？」

「帰れなくて困ってるんでしょ？　ならしょうがないし、帰れるまでいてもいいから」

　なんだろう？　怒おこっているようにも見えるけど。

「ふむふむ。なるほどのう。お主、名をなんと言う？」

「私？　久檀梨香だけど」

　梨香さんのハルカ姫に対する態度が刺とげ々とげしい。やっぱり僕の独断で連れてくるんじゃなかったかな？

「安心せい。妾はお主の想おもい人にこれっぽっちも好意などない。きっと湧わきもせぬじゃろう。お主の邪じや魔まはせぬから、気にすることはないぞ」

「なっ!?」

　一いつ瞬しゆんで梨香さんの顔が真っ赤になった。どういう事だろう？　どうしてハルカ姫が梨香さんの好きな人を知ってるんだ？

「……ほ、本当ね？」

　梨香さんが少しだけ俯うつむいて、チラチラとこっちを見ているような。

「うむ、偽いつわりない」

「じゃ、じゃあ歓迎するわ。ようこそ、姫様」

「お主も妾を姫様などと呼ぶでない。ハルカ姫でよい」

　梨香さんの刺々しい態度が無くなってほっとしていると、この場にいなかった奏ちゃんが現れる。

「姫様っ!!　お風ふ呂ろの準備ができたですっ!!」

「うむ。奏、案内せい」

　さっきまでハルカ姫に怒っていたのに、なんだかんだで奏ちゃんは嬉しそうだ。

　……そうだよね。大切な知り合いに逢あえたんだし、嬉しくないはずはないもんね。

「ハルカ姫さん！　わたくしも入りますわっ!!」

「それなら親しん睦ぼくを深める為ために私も入ろうかな」

　女の子ってお風呂好きだなぁ。僕は人に会わなければ、二日とか三日入らなくても平気だから、毎日お風呂に入りたいっていう感覚が分からない。アニメでは肌はだ色いろを見たいから、毎週入るイベントがあってほしいと思うけどね！　肌色最高です！

　お風呂に向かっていた梨香さんが急に振ふり返る。

「ヒイロ！　いくら新キャラ登場でお風呂に入るっていう定番イベントだからって覗のぞいちゃ駄目だからねっ!!」

　言わなきゃ覗きなんて思いつかないのに。

　……想像したら、覗きたくなってきちゃった……かも。

「……ヒイロ。本気で覗く気じゃないでしょうね？」

「ま、まさかっ!!　僕は部屋でアニメ観みてますからっ!!」

　要らぬ疑いをかけられないように僕は部屋に直行した。

　こうして新しい同居人を加えて、新しい生活が始まった。ハルカ姫は三人とは違ちがうトラブルの元になりそうだけど、皆みんなが楽しそうだからいいか。







　第二章　サバイバルゲーム







　また咲さ姫き先せん輩ぱいが僕の腕うでに抱きついている。目が覚めたらまた殴なぐられるんだろうなぁ。

「むにゅ、むにゅ」

　ん？　寝ね返がえりが打てないんだけど、なんで？　掛かけ布ぶ団とんの上を見てみると昨日から同居しているハルカ姫ひめが僕の上に寝ていた。

　皆、一いつ緒しよに寝ていると言ったら一緒に寝る事になったんだけど、寝ね相ぞうが悪すぎるよ。寝たときは、奏かなでちゃんの向こう側で寝ていたはずなのに。

「むにゅ、むにゅ……無乳、無乳……うぅ……」

　な、なんだっ!?　メソメソ泣き出したけどっ!?

「うう～ん」

　あ、咲姫先輩が起きる。

「……きゃあぁぁああぁ！」

　顔を真っ赤にして僕の顔面に鉄てつ拳けんを一発撃うち込んだ後、咲姫先輩は反対側にいる梨り香かさんを抱きしめて再び眠ねむりについた。

　殴られた反動でベッドが弾はずんだ拍ひよう子しに、ハルカ姫が僕の上からずれ落ちていく。

「無乳、無乳……うぅ……揺ゆれない……うぅ……」

　泣いたままハルカ姫が何か寝ぼけてるけど……まぁ、いいや。起きて朝食でも作ろう。

　キッチンへ向かうと冷蔵庫に食材を入れている爺じいの姿があった。朝一番だというのに、しっかりと身み支じ度たくを整えているあたりが執しつ事じらしい。

「おや、ヒイロ様。おはようございます」

「おはよう、爺」

「新しい食材を入れておきましたので、ご自由にお使いください」

「うん、ありがとう。早さつ速そく見させてもらうよ」

　爺がどいた冷蔵庫の前に立ち、中身を確認。定期的に新しい食材が入れられるけど、調理者としては結構楽しみだったりするんだよね。触ふれたことのない食材とかあったりすると興味をそそられる……。

「この熊くまの手はどうしたのっ!?」

　今回はそそられる以前に驚おどろいた。熊の手が入っていたら誰だれでも驚くと思う。きちんと人数分が入っているし。しかも結構グロい……。

「昨日、山で拾いまして。インターネットで調べたところ、他国では高級食材として取り扱あつかわれているらしく、是ぜ非ひ皆みな様さまに食していただきたいと思った次し第だいでございます」

「ごめん、ツッコミを入れたいんだけど。手首から上だけ落ちてるってどんなホラー映画のワンシーン？」

「そこからバイオ兵器が生まれるようなシーンに使われそうですね。まず手首から皮ひ膚ふのない筋肉むき出しの腕が再生し、その後に血管が浮うかび上がった肉体が構築され、新しいモンスターが誕生するグロテスクなシーンに使われそうでございます」

「事細かく説明するから、想像しちゃったじゃないかっ!!」

　ボケたつもりだったのに、爺はなんて真面目まじめなんだ。

「拾ったというのは冗じよう談だんでございます。昨日、黒こく熊ゆう獣じゆうの討とう伐ばつ依い頼らいがございまして。討伐後に報ほう酬しゆうとしていただいたというわけでございます」

「爺はどこぞの狩しゆ猟りようゲームのハンターですかっ!?　新しい防具か武器を作るのっ!?」

「防具より武器を作りたいところですね。上位に上がり、そろそろ新しい片手剣けんが欲しいと思っておりました」

「ツッコミに乗らなくていいから！」

「左様ですか」

　まったく。いきなり凄すごいのが目に入ってビックリしたよ。他ほかの扉とびらにもビックリするような物が入ってるんじゃないだろうね？　恐おそる恐る違う扉を開けてみるけど、他に驚くような物は入ってなかった。

「よかった。他は普ふ通つうの食材だけだ」

「当然です。サプライズというのは続くと飽あきるものですよ。時間が経過したらまた何か驚くような物を入れておきます」

　そういって爺はキッチンを後にした。できれば心臓に悪い物は止やめてほしいんだけど。

　あ、やばい。そろそろ作らないと間に合わなくなっちゃう。急いで作らないと。




　朝食を食べていると、梨香さんが思い出したようにある事を口にした。

「先週やった中間テストが次の対たい抗こうイベントに関係しているって言ってたけどさ。中間テストの答案用紙を今日一度に返すのは、それが関係しているからよね？」

　先週、一週間かけて行った中間テスト。その答案用紙を各おの々おのの授業で返すのではなく、同時に返すというのは梨香さんが言うとおり、対抗イベントが関係しているからだろう。

「まぁ、そうでしょうね。多分、点数が関係してくるんですよ」

「ふ～ん。それで、ヒイロは自信あるの？」

「何を言ってるんですか、梨香さん。テスト期間で早く帰れたんですよ。僕が帰る早々、自室に引き籠こもっていたのはなんの為だと思ってるんですか？」

　僕は自信満々の顔で梨香さんに返答した。

「へぇ、なんか意外ね。一緒に勉強しようって私たちが誘さそっても来なかったから、てっきり遊んでいたんだと思ってたわよ」

「はい！　しっかりとアニメ観たり、ゲームしたりして遊んでました！　だから自信なんて全くありません！」

「ねぇ、ヒイロ。一回、鈍どん器きでアンタの頭を二十回ぐらい殴っていい？　少しは勤勉になるんじゃないかしら？」

「一回殴るのか、二十回殴るのかはっきりしてもらっていいですかっ!?」

「殴られる事は素す直なおに受け入れるのじゃな」

　殴られる事が多いせいか、殴られる事自体に抵てい抗こうがなくなってきてるのかな。

「ところで姫様は学業は行わないですよね？　奏たちがいない間に何をしているですか？」

　奏ちゃんがハルカ姫に問いかける。三人みたいに学校に在学中とか転入とか、そういった事は無いのか。

「うむ。この世界に長居する気はないのでな。家でぼーっとしておるよ。働いたら負けと思っておるから、家事も何もせぬ」

「いい心がけだね。僕もいつかそうなりたいよ」

「いや、ならないでよっ!?　ヒイロは真面目に働きなさい！　……は、働いてもらわないと将来、私が大変になるんだから！」

　働かなきゃ駄だ目めなのか……。働かないで家に籠もってアニメやゲームをして、寝て起きてを繰くり返せたら幸せなのに。将来もずっと梨香さんの家で世話になるのも悪いとは思うけど……働かないで生きたいよ。

「ほらほら。ヒイロ君も梨香さんも手が止まってますわよ。時計をご覧なさい」

　咲姫先輩に指し摘てきされ時計を見ると、のんびりと食事ができるような時間ではなかった。

「ちょ、ちょっとっ!?　早く食べないと遅ち刻こくするじゃないのっ!?」

「ちなみにわたくしも奏さんも食べ終わってますわよ」

「えぇっ!?　僕と梨香さんだけっ!?　梨香さん、急いで食べますよ!!」

「アンタがテスト勉強をしっかりしてなかったからよ！　余計な話をしていたせいで、こんな事になってるんだからね！」

「その事は今、関係ないですよ！　って喋しやべっている暇ひまがあったら急がないと！」

　急いでご飯を搔かき込み、僕たち四人は学校へ向かった。




「ったくあの校長は教科を担当してる教師の苦労も考えやがれってんだ。土日も休めなかったじゃねぇか」

　僕と梨香さんがいる二年三組で、数学を教えている森もり町まち担任がぼやきながら緊きん急きゆうホームルームで答案用紙を皆に返へん却きやくしていた。

　クラスメイトも色々とぼやきながら、テストの答案用紙を見ている。そんな最中、スピーカーから校内放送が流れ出した。

『皆さ～ん、お久しぶりです！　皆が大好きな福ふく音いん学園の校長先生ですよ～っ！』

　スピーカーを今すぐにぶっ壊こわしたいと思ったのは僕だけかな？

『さて、今回の対抗イベントはまず、景品をご紹しよう介かい致いたします！　今回は山です！　英語で言うとマウンテンです！　面おも白しろい？　面白いですよね！』

　やっぱりスピーカーを壊そうかな？　って！

「ちょっと森町担任！　その暗あん器きの数々をどこから出したのっ!?」

「真しん藤どう、止めるなっ!!　俺はあの校長を亡なき者にしたくて仕方がねぇんだっ!!　こっちが休みも無しに働いてるってのに、意味の分からねぇくだらねぇ事言ってんじゃねぇよっ!!」

　気持ちは痛いほど分かるけど！　山を英語で言って何が面白いのか分からないしね！

「誰か森町担任を止めるの手伝って！」

　森町担任を後ろから羽は交がい締じめにして押さえつけながら、周囲を見み渡わたす。眼鏡を掛け、物静かで、優等生という言葉が似合う少女である委員長が視界に入り、目で助けを求めた。が、眼鏡を中指で持ち上げた直後。

「真藤は無ぶ粋すい。男がこれと決めたら、やらせてあげるべき」

「凄く良いことを言っているとは思うけど、それには限度があると思うんだ！　人殺しは未然に防ぐために動くべきだと思う！」

「会長、何を言っているのさ」

　僕が会長を務めるオタク同好会の副会長をしている女装が趣しゆ味みの田た丸まる君が会話に参加してきた。

「もし止めるような人なら、会長が僕たちに殺されかけてる時に助けてくれるはずでしょ」

「そうだろうね！　だから僕が止めてるんだよ！」

『さて、ちょっと手間取ってしまいましたが、教室内にある電光掲けい示じ板ばんに景品が表示されたと思います！』

　黒板の脇わきにある『校長当選金　──円』と『景品　──』としか表示されていなかった電光掲示板に変化があった。『校長当選金　六百万円』と『景品　山二つ』と表示されている。

　暗器を片付け落ち着いた森町担任を教卓に戻もどし、僕も席に戻った。とりあえず殺人は未然に防げたようだ。良かった、良かった。

　しかし、山なんて貰もらってどうしたらいいんだろうか？　クラスでずっと管理していくなんて無理だろうし。以前、無人島を貰ったクラスはどうしたんだろう。やっぱり代表者がその後も管理するとかしたのかな？

『さて、今回は山が二つですので、一位と二位にプレゼントしようと思います！　そして皆みなさんが気になる対抗イベントの内容ですが、今回はサバゲーです！　ルールは今から各クラスのプリンターに出力いたしますので、ご確かく認にんください！』

　スピーカーの音声が切れ、教室の隅すみにあるプリンターが動き出した。委員長がプリンターに出てきた紙を取り、教きよう卓たくの前に立つ。

　委員長が紙を読み終わるまで、一時の間。委員長の邪じや魔まをしないように皆みんなが沈ちん黙もくを続ける。委員長が口を開く前に、沈黙を破った人がいた。

「ねぇ、ヒイロ。鯖さばゲーってどんなゲームなの？　どれだけ美味おいしく焼けるかとかを競きそうゲーム？」

「はい？」

　梨香さんが僕に訊きいてきた事の意味が分からない。いや、分かるんだけど、これがボケなのかマジボケなのかが分からない。

「え？　だって鯖を使ったゲームでしょ？　あ、分かった。鯖を美味しくお寿す司しにするゲームとか？」

　どうしよう。マジだ。マジボケだ。

「えっとですね。サバゲーって言うのは、サバイバルゲームの略です」

「鯖さば威い張ばるゲーム？」

「ごめんなさい。今言った事を脳内で全部カタカナにしてください」

　イントネーションの使い方で何をどう勘かん違ちがいしたのかすぐに分かったよ。
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「……あっ」

　梨香さんは顔を真っ赤にした直後、顔を手で隠かくしてしまった。……耳まで真っ赤にして、可愛かわいい！　こういう天然な部分もあるんだ！

「……うん。簡単にルールを説明していこうと思う」

　梨香さんの可愛い一面を見ている間に、委員長がルールを把は握あくしたようで、対抗イベントのルール説明を始めた。

「まず今回のサバゲー。ちなみにサバゲーとは、決して魚の鯖を使ったゲームじゃない」

「い、委員長！　その事はもう言わないでよ！」

　梨香さんの可愛らしい抗こう議ぎが委員長に投げられる。そんな事は無視するように、委員長は対抗イベントの説明を続けていく。

「まずは基本ルール。エアガンを使い、相手を撃うつゲームの事。通常のサバゲーと同じでワンヒットで死亡扱あつかい。その人はゲームから離り脱だつする事になる」

　僕はサバゲーをやった事が無いから分からないけど、イメージはそんな感じだ。

「普通、サバゲーというのはＡチーム対Ｂチームのように二つのグループが戦う事が基本。でも今回の対抗イベントは十五クラスが一堂に会するルールになっている」

「えっ？　って事はどんな風に勝敗を決めるの？　クラスメイト全員やられたら負け？」

「真藤が言う事は正解で不正解。それについては黒板を使って説明する」

　委員長が黒板に『敗北ルール』と書き、隣となりに『代表者』『本ほん拠きよ地ち』と書き込んだ。『代表者』の文字を教きよう鞭べんで指しながら委員長が説明を始める。

「一つ目の敗北ルールは、代表者のヒット。クラスメイト一人を代表者にして、その人がヒットされたらクラスは敗北になる」

「ということは、その代表者以外は誰だれがヒットされても負けにならないって事ね」

「久く檀だんさんが言った事も正解で不正解。さすがは以心伝心カップル。同じような早とちりをするなんて」

　委員長の発言に教室の空気が変わった。

「さて、皆。朝に配ったわら人形を机の上に出して。あ、今から会長の髪かみを人数分抜ぬいて渡すからちょっと待ってて」

「待たなくていいし、田丸君は何故なぜわら人形を配ったのっ!?」

「呪のろい同好会にいる心優やさしい友人から、人数分を貰ったんだ。持つべきは良き友だよね」

「他人を呪う人が良き友であってたまるか！」

「真藤ウルサイ。真藤はわたしのルール説明が終わってから呪われてほしい」

「どうして委員長は皆を止めてくれないのっ!?」

「じゃあルール説明の続きをする」

　普ふ通つうにスルーしたよ！　なんで平常運転でいられるのっ!?

「代表者は他ほかのクラスに公表しない。つまり他のクラスは誰が代表者か分からない。同様に此方こちらも、他のクラスの代表者は分からない事になる」

「つまりは代表者を守りつつ、代表者を捜さがすって事か。意外に大変そうだな」

　クラスメイトの一人がぼやく。

「どうやって代表者を誤ご魔ま化かすかというのも一つの戦略。代表者でない人を守り、注意をそちらに向けさせ、本当の代表者を隠すという事も可能」

　おぉ、なるほど。色んな戦略パターンが考えられそうだ。その分、こっちが捜すのが大変になりそうだけど、面白くもなりそうだ。

「けどさ。いつになっても代表者が見つからなかったら面めん倒どうなゲームだよな」

　他のクラスメイトの発言に委員長が『本拠地』を教鞭で指し、別の敗北ルールの説明を開始した。

「それを補うのが、もう一つのルール。それぞれクラスに本拠地が設置される。本拠地を守る五人を置き、五人がやられると本拠地陥かん落らくとなり、これも敗北となる。通常のサバゲーにあるフラッグ戦を参考にしているので、この五人を『フラッグ』と呼ぶ」

　なんとなくだけど、分かった気がする。あくまでなんとなく。

「本拠地は他のクラスにも公表されるので、狙ねらいやすい標的となる」

「反面、こっちは待ち伏ぶせができるけど、相手もまた然しかりって事ね」

「久檀さん正解」

　えっとつまり、敗北ルールを纏まとめると。

「代表者がやられるか、本拠地にいるフラッグ全員がやられると負けってこと？」

「真藤も正解。どちらかの条件を満たせば敗北になるから、その辺りを考えて作戦を練る必要がある。作戦はわたしが考えるから少し待ってほしい」

　委員長は頭がいいし、作戦を考案する上でこれ以上の適任者はいないから、作戦は委員長に任せておけば大だい丈じよう夫ぶだね。

「ねぇ、委員長」

　田丸君が手を挙げ、委員長に問う。

「何、田丸」

「中間テストが始まる前にテスト結果が対たい抗こうイベントに関係してるから頑がん張ばるようにって話があったけど、あれはどうなったの？」

「それについて今から説明する」

　黒板に書かれた敗北ルールを消し、委員長が此方へ向き直す。

「中間テストの平均点が今回のサバゲーに影えい響きようする。ちなみに平均点が高い方が値の張る鯖を食べられるとかそういうのじゃない」

「まだそのネタ持って来るのっ!?　ようやく顔の熱冷めたのにっ!!」

　委員長もＳ気き質しつが強いタイプだよなぁ。時々、悪あく魔まのように見える時があるし。

「ちょっと複雑なので、黒板を使って説明する」

　委員長が再び黒板の方へ向いて、紙に書いてあることを黒板に転てん載さいしていく。





『三十点以下──所持武器数一つまで・初期武器【ハンドガン】』

『三十一～六十点──所持武器数二つまで・初期武器【ハンドガン】【スナイパーライフル】から選せん択たく』

『六十一～九十点──所持武器数三つまで・初期武器【ハンドガン】【スナイパーライフル】【マシンガン】から選択』

『九十一点以上──所持武器数制限無し・初期武器【ハンドガン】【スナイパーライフル】【マシンガン】から選択。特とく殊しゆアイテム【赤外線ゴーグル】を支給』






「どういう事？　よく分からないんだけど？」

　黒板に書かれた文字を見て、梨香さんが問いかける。確かに分からない部分がある。

　所持武器数がそれぞれの平均点で違うのは分かるけど、初期武器が選択制っていうのが分からない。持てる数が違うなら、一度に全すべて持って行けるようにしてもいいと思う。

「順を追って説明する。まず今回のサバゲーは武器を拾えるという特殊ルールがある。例えば、誰かをヒットすると、その人が持っていた武器はその場に放置される。それを拾い、使う事ができる。だから最初に持てる武器が一つだけになっている」

「という事は、イメージ的に倒たおした敵の武器を奪うばえる感じなのね」

　百合ゆりっ気がある今こん野のさんが、手を打ちながら納なつ得とくしていた。

「今野さん、正解。ただし、ここで気にすべきは武器の所持数。例を挙げると平均点が三十点の真藤がすでに武器を一つ持っていた場合、落ちている武器を見つけても拾う事ができない」

「ちょっと、委員長っ!?」

「真藤の平均点をばらした事について真藤からの苦情は受け付けない」

「いや、それは受け付けようよっ!!　というより、なんで知ってるのっ!?」

　僕でさえまだ平均点出してないから分かってないのに。って今回、凄すごく悪くない？　最低でも平均四十点ぐらいだとは思ってたんだけど。

「ほら、見なさい。ちゃんと勉強してなかったからよ。追試する分、好きなアニメとか観みられなくなるんだから、今度からちゃんと勉強しなさいよね。……そ、そうね。次からは首輪に縄なわを付けて、手足に重りを付けて一いつ緒しよに勉強するわよ！」

「手に重り付けられたら勉強しにくいですよっ!!」

「会長、手以外の枷かせに文句はないんだね」

　他は押さえられても勉強には差し支つかえないからね。大丈夫でしょう。

「真藤久檀の夫婦めおと漫まん才ざいが終わったから、ルール説明の続きをさせてもらう。皆みんなは真藤の髪の毛けを狙って席を立たないように」

「「「ガルルルッ！」」」

　何っ!?　猛もう獣じゆうのような唸うなり声が教室の多方面から聞こえたけどっ!?

　皆が唸るから、ルールが途と中ちゆうで曖あい昧まいになっちゃったじゃないか。ちょっと自分なりに纏めてみよう。

　代表者がヒットされるか、フラッグ五人がやられたら負け。で、平均点によって持てる武器数や初期に選べる武器に差がある。ん？　あれ？

「ねぇ、委員長。武器の所持数が最初は一つで、拾って増えるのは分かったけど。それって簡単に違い反はんできない？　一人一人に審しん判ぱんが付くわけでもないし」

　僕はする気はないけど、平均点が低くても武器を拾って使おうとする人はいるはずだ。

「その点の心配は大丈夫。そろそろ届くはず」

　委員長が教室の入り口に目を送ると、ガラッと引き戸式の扉とびらが開く。

「は～い、皆みなさん！　やってますか～っ!?」

　テンションが異常に高い校長が段ボールを抱かかえて入って来た。

「皆さんにお届け物です！　今回使用するアイテムの一部です！　わたしの知り合いにお借りした試作段階のホビー商品ですので、きっと気に入ってくれると思います！　では、わたしは他のクラスにも届けるので、これにて失礼いたします！」

　教きよう卓たくに段ボールを置いて、台風のような校長はあっという間に教室から消えた。相変わらず無む駄だにテンションが高いな。

　あのテンションだけならまだいいんだけど、お調子者過ぎて好きになれないんだよなぁ。未いまだに過去に起きた事件を思い起こすと頭が痛くなる。

「さて、この新商品とやらが真藤の疑問を解消するアイテムになっている」

　段ボールの中身を取り出す委員長。教卓の上に、ゴーグルが二つとハンドガンとマシンガンが二丁ずつ置かれた。

「せっかくなので実証した方が早い。真藤と久檀さんは前に来て」

　……なんだろう。嫌いやな予感しかしないんだけど……。

「二人とも、これをつけて」

　渡わたされたゴーグルは普通のと少し違っていた。テンプルの部分が少し分厚い。装着してみると、多少の重みを感じる。

「で、次はどうすればいいの？」

　委員長が段ボールから取り出したノートパソコンを操作している。

「今データを送信してる。仮に久檀さんの平均点を八十点として……真藤は三十点で送信」

　もうツッコミは入れない。どうせ平常運転するんだから。

「準備は整った。二人とも、テンプル部分に外れる部分があるの分かる？」

　触さわってみると指にかかる部分がいくつもある。少し力を加えると、フラッシュメモリを小さくしたような端たん子しが取れた。

「何これ？」

「それをエアガンに取り付ける。それを取り付けないとエアガンが使えないようになっている」

　ハンドガンを手に取ってみると、グリップに端子を取り付ける部分があった。嵌はめてみるとゴーグルに変化が起きる。僕の名前と持っている武器名が表示された。

「おぉ、凄い！　これ、格好いい！」

　このアイテムの開発者は分かってるなぁ。男ってこういうの好きなんだよね。

「へぇ。面おも白しろいじゃない」

　梨香さんも満まん更ざらじゃない様子でスナイパーライフルを抱えていた。ん？

「スナイパーライフルって段ボールに入ってました？」

　段ボールの長さを考えると入ってなかったはずだけど。

「知り合いに『すぐに使う事があるから持ち歩いてろ』って言われててね。まさか対抗イベントの事だとは思わなかったけど。校長先生の知り合いと同じ人みたいね」

「長いバッグを常に持っているなとは思ってましたけど、それだったんですか」

　そういえばこの前、食事中にそれで狙われたっけ。なんで梨香さんが持っているのか疑問だったけど、そういう経緯があったのか。

「じゃあせっかくだから、久く檀だんさん。真藤を撃うってみて。ちなみに入っているＢＢ弾だんも特殊な物になっている」

「うん、分かったわ」

　梨香さんがスコープを覗のぞき込み、僕を狙い撃った。僕にＢＢ弾が当たると透とう明めいなゴーグルが半透明の赤色になる。ゴーグル全体を使って『ＨＩＴ』の文字が表示された。

「へぇ。ヒットされるとゴーグルが赤くなって文字が表示され──って痛あぁっ!?」

　何っ!?　ゴーグルから電気が流れてきたんですけどっ!?

「このように特殊なＢＢ弾がヒットするとゴーグルが反応してまず色が変わり、他人にヒットが伝わる。本人には電気ショックでヒットしたと伝わるようになっている」

「本人もゴーグルの色が変われば分かるよねっ!?」

「痛みを伴ともなわないと分からない事もある」

「何、その人生の教訓みたいな言い方っ!?」

「ちなみに電圧は調整が可能で、真藤のゴーグルは最高の百万ボルトにしてみた」

「それってスタンガン並み──って痛あぁっ!?」

　梨香さんがスナイパーライフルをこっちへ向けて構えているんですけど……確実に撃ったよねっ!?

「ちょっと梨香さんっ!?」

「いや、皆ルールを分かってないと思うから。日ひ頃ごろの鬱うつ憤ぷんも兼かねてもう一発」

「い、いや！　梨香さん、待ってください！　お願いだから待って！　しかも、なんでそんなに楽しそうなんですかっ!?」

　梨香さんがスナイパーライフルを教卓に立て掛かけて一安心。ちなみに梨香さんが着けているゴーグルには『二年三組　真藤ヒイロ　ＤＥＡＴＨ』の文字が表示されている。どうやらヒットした方は、相手の情報が出るらしい。

「対抗イベント当日は二度ヒットしても電気は流れないから大丈夫。ちなみに真藤。他ほかの端子をマシンガンに取り付けてほしい」

　指示された通りにテンプルから端子を外し、マシンガンに取り付けてみる。するとゴーグルが半透明の黄色に染まった。……ちょっと待って。

「嫌な予──痛あぁっ!?」

　やっぱり電気が流れてきたよっ!!

「このように武器の所持数を超こえて装着しても電気が流れてくる。もっと言えば、武器を持って一分以内に端子を取り付けないと、武器からも電流が流れるようになっている」

　なんて恐おそろしい物を開発したんだっ!?　気絶者が続出するよ、これ。

「ちなみに本番では気絶はしないけど、耐たえられないギリギリレベルの電圧に調整する予定らしい。真藤みたいに百万ボルトで耐えられる人間もいるけど例外中の例外だから」

「調整できるなら、今の段階でしておいて！　で、皆が物欲しそうにマシンガンを見てるの分かってるけど、絶対に渡さないからねっ!?」

「「「ちぃ！　殺やれるチャンスだったのに！」」」

　その台詞せりふって普ふ通つうの生活してたらまず言わないし、ハモるなんてありえないはず。一体、なんなの、このクラス。

「ルールはこんなところ。二人とも、ありがとう。それじゃあ明日にでも作戦を発表するから待っててほしい」

　皆の視線を感じながらゴーグルを外し、席へ戻もどった。

「ちなみにクラスメイトを撃ってもヒット扱あつかいになる」

「「「っしゃぁ！　覚かく悟ごしとけよ、真藤！」」」

　本番、味方はいないと思った方がいいかもしれない。本当になんなの、このクラス。




　放課後。僕と梨香さんと田丸君は委員長に呼ばれ、オタク同好会室へやってきていた。他の同好会会員が流していたアニメを止め、人ひと払ばらいをし委員長が本題に入る。

「前回のミスコン終しゆう了りよう後、情報を流した犯人を見つけようと思っていた。けれど、特定できなかった。もしかして弱みを握にぎられていて、簡単に口を割れないのかもしれない」

「それはこの前聞いたけど。なんで私とヒイロと田丸を呼んだの？」

「わたしを含ふくめ、この四人は身の潔白が証明されている。ならこの四人だけで極ごく秘ひの作戦を進めたい」

　なるほど。ホームルームで作戦を話してしまうと、また作戦が漏もれる可能性があると考えたのか。

「今回は二年四組が集中的に二年三組を狙ねらってくる事も考えておいた方がいい。心配はしすぎるぐらいが丁度いい」

「筒つつ本もとさんか……。本当にしつこいもんね」

　実はミスコンの後、筒本さんは二年三組に単身で乗り込んできた。てっきり謝罪をするのかと思ったんだけど違ちがった。

『今回は失敗したけどね。くだらない同好会はどんな手を使っても解散させてやるわ。覚えてなさいよ』

　アニメの悪役定番の台詞を言い放ちに来ただけだった。その台詞を言ったアニメキャラは大たい抵ていフェードアウトしていくんだけど、筒本さんはフェードインしてくるだろうなぁ。

「そこで作戦。まずは田丸。二年四組に共きよう闘とうを提案してきてほしい」

　僕は耳を疑った。二年四組に共闘を提案？　そんなのするはずがない。無駄と分かっている事をなんでするんだ？

「なるほど。ぼくには委員長の考えが理解できた。わざと二年四組に疑心を持たせるんだね」

「その通り。今回は一位と二位に景品が贈おくられるから、共闘はどのクラスも考えるはず」

　僕はその景品に全く魅み力りよくを感じないから、あまり乗り気じゃないんだけど。多分、他のクラスメイトも同じだと思う。教室内から僕を殺る気は感じられたけどね。

「どうしたの、ヒイロ」

「景品が景品だから、皆頑がん張ばるかなって思ったんですよ」

「その点は安心していい」

　僕の不安を払ふつ拭しよくするように委員長が細い声で呟つぶやく。

「皆みんなをやる気にさせる案は万ばん全ぜん。だからこそ、わたしたちは本番での作戦を練る」

　委員長がそう言うんだ。皆をやる気にさせるのは委員長に任せよう。

「さっきも言ったけど、共闘という戦略が使えるからこその作戦を実行する。敵になり得る二年四組に、あえて此方こちらから歩み寄る姿勢を見せる。彼方あちらに何か意図があると思わせる。当然、二年四組は断るはず。疑心を抱いだいたまま本番を迎むかえるはずがない。何か裏があると思い、クラスメイトの中にいる裏切り者にアクションを起こさせるはず」

「ああ、なるほど。でもなんで僕じゃなくて田丸君？」

「真藤は噓うそが下手」

　それは否定できないなぁ。顔に出やすいタイプってよく言われるし。今もソファーの上で女の子座りをしている梨香さんの太ももが気になって仕方がないから、それをどうやって顔に出さないか──

「ヒイロの変態！　人の足を見て何興奮してるのよっ!!」

　しまった！　神様のせいでエロい思考が時々ばれるんだった！

「い、委員長！　僕と梨香さんは何をすればいいの？」

「いいの？　太ももをマジマジと見られるチャンスは滅めつ多たにないと思うけど」

「家でも見られるから大だい丈じよう夫ぶ！」

「ア、アンタ、家で私の太ももばっかり見てるのっ!?」

「ち、違います！　ほ、他にも奏ちゃんのある部分とかを見てたりします！」

「ア、アンタね！　お風ふ呂ろに入ってる時の咲姫先せん輩ぱいに負けず劣おとらずで、欲望に忠実すぎるのよっ!!」

　あぁ！　どんどん墓ぼ穴けつを掘ほっている気がする！

「とりあえず田丸には別口で他のミッションを頼たのむ。二人には一年一組に共闘をお願いしてきてほしい」

「一年一組？　なんで？」

　一年一組と言えば奏ちゃんがいるクラスだ。

「これには理由がある。さっき二人の会話に出てきた海み凪なぎ奏。彼女のスキルは尋じん常じようじゃないほど高い。味方につけて損は無い」

「それは分かるけど。それなら三年二組の方がいいんじゃないかな？」

　僕ならまず三年二組に協力を仰あおぐんだけど。あのクラスって部活の主将が集まっているから味方にしたら心強いと思う。

「真藤の着眼点は悪くない。でもこっちへの不利な部分が多い」

　委員長が言う不利な部分ってなんだろう？

「全体の総合力が高いクラスは力に溺おぼれ、猪ちよ突とつ猛もう進しんタイプになる可能性がある。そうなってしまうとあっという間に代表者が撃たれ、負けてしまうというパターンが予測できる。強いクラスは他クラスの標的になりやすいという欠点があるから尚なおのこと。餌えさにはなるけど、味方にはならない。それに先せん輩ぱいという立場上、こっちが作戦を立案しても拒きよ否ひされる可能性が高い。なら、クラスの一人か二人が強い同学年以下と共闘した方がいい」

　本当に委員長は頭がいいなぁ。僕には思いつかない事を次々と考えつく。となると、僕と梨香さんの仕事は奏ちゃんに話を通せば済むか。家に帰って早さつ速そく提案してみよう。

「他に話あるかな？　帰ってアニメ観みたいんだけど」

「もうない。ただ田丸が真藤に言いたそう」

　そう言われて田丸君を見ると、顎あごに手を当てて思案顔をしていた。

「どうしたの、田丸君？」

「……さっきの久檀さんと会長の会話からある答えに行き着いたんだけど」

「ん？」

「二人が住む家には海凪奏ちゃんと夜や華ばな咲姫先輩もいるような雰ふん囲い気きを感じたんだけど気のせいかな？」

　しまった！　ひた隠かくしにしてきたのに、こんなあっさりばれるなんて！

「それじゃあ委員長！　僕と梨香さんで一年一組に共闘を頼んでみるよ！　さて、梨香さん！　帰りましょうか！」

「ちょ、ちょっとヒイロっ!?」

　梨香さんの手を取り、二人分の荷物を抱かかえ同好会室を後にした。

「おのれ、会長！　にわかオタクのくせに！　にわかオタクの分際でオタク同好会会長を務めてるくせに！　一体、どこまでイチャラブする気なんだ！　覚えていろよ！」

　田丸君の普ふ段だんと違う体育教師のような声が後方から聞こえたけど、無視しよう。それがいい！　きっと今いま頃ごろ、鞄かばんからトンカチを取り出して振ふり回しているに決まってる！　戻れば確実に殺される！

　靴くつを履はき替かえて校門まで一気に来てしまった。

「ふ～っ、ここまで来れば安心かな」

「それはいいんだけどね」

「えっ？」

「いつまで私の手を握っているのよ？」

　あ、本当だ。同好会室からずっと握りっぱなしだった。

　梨香さんの手は、小さくて柔やわらかい。伝わる温ぬくもりが気持ちいい。って悠ゆう長ちように感想を述べている場合じゃない！

「ご、ごめんなさい！」

　慌あわてて手を放す。……くそぅ、勿もつ体たいない。もう少し、あともう少しだけあの柔らかい感かん触しよくを味わっていたかったなぁ。

「……バカ、なんで放すのよ」

「えっ？　何か言いました？」

「い、言ってないわよ！　ほら、帰るわよ！　アニメ観たいんでしょっ!?」

　上手うまく履けてなかった靴をトントンして直し、梨香さんは先を歩いて行く。手にかすかに残る温もりを確かく認にんしてから、梨香さんの後を追った。

　梨香さんの隣となりに並び、歩調を合わせて歩く。

「ねぇ、ヒイロ。帰ったら奏に共闘を頼むんでしょ？」

「そうですね。奏ちゃんに頼んで代表者に連れん絡らくしてもらおうかなって思ってます」

「考えたら私たちのクラスも田丸が凄すごいスキルあるわよね」

「あ～、そうですね。ミスコンの時に写真を撮とった能力は凄かったですからね」

「あれはひどかったわよね。私たちの恥はずかしい写真を、大々的に公表するなんて」

　こういう何の変へん哲てつもない会話って歩きながらするものだと思う。でも、僕たちは何故なぜか早歩きでこの会話をしていた。原因は梨香さんだ。最初は歩いていたのに、段々と早歩きになっていた。

「ねぇ、梨香さんっ!?　普ふ通つうに歩きませんかっ!?」

　僕の呼びかけに応じないどころか、梨香さんは競歩と呼んでも差し支つかえない速度で歩き出し、僕との距きよ離りを開けた。

「ちょ、ちょっと梨香さんってば！　どうしたんですかっ!?」

　この光景を第三者が見たらどう思うんだろう？　美少女を追いかけるオタクが一人。完全に犯罪臭しゆうがするよね。おまわりさん、お願いだから来ないでください。

「が、頑がん張ばってみたけどもう無理！　時間切れ！　さ、さっと帰りたいのっ!!　それ以外に理由はないわよ！」

　何を言って……。あっ、そういえば今二人きりだった。学校を出てだいたい五分ぐらいかな。そのぐらいなら二人きりが大丈夫になったみたいだ。

　体育倉庫であんな事を言っていた梨香さんが僕と二人きりという状況が僅わずかでも大丈夫になってくれた事は素す直なおに嬉うれしいな。

　急いでいた歩みを止めて、少しずつ遠くなる梨香さんの背中を見ながら、あの台詞せりふを思い出していた。

『だ、だからね。ヒイロと二人きりだと恥ずかしいのは、どうしたらいいのか分からないのもあるけど……その……。……ヒイロが私を見てくれてるからなの。……嬉しいの』

　あの梨香さんが、時間制限付きで二人きりが大丈夫って事は、本当に好きな人が他ほかにいるからなんだろうな。

　うん、今はクラスメイトの気持ちが分かる。どこのどいつだろう。あんな可愛かわいい女の子に好かれている万ばん死しに値あたいする輩やからはっ!?

　家に着いてダイニングへ入ると昨日からの同居人、四し季き空ぞらハルカ姫ひめがダイニングの椅い子すに正座して、煎せん餅べいを食べながら緑茶を啜すすっていた。

「おかえりじゃ。お主が三番目じゃな。咲姫は夕食の準備をしておる。お主も学業服を脱ぬいできた方が良いぞ」

　ってことは梨香さんは自分の部屋へ直行したのか。ここにはハルカ姫もいるから、大丈夫なのに。まるで避さけられているみたいで少しショック。

「ねぇハルカ姫。その座り方、窮きゆう屈くつじゃない？」

　椅子の上で正座しているハルカ姫に問いかける。

「妾わらわはこれが一番良い。習慣とは恐おそろしいものじゃ」

「習慣かぁ……習慣ねぇ。梨香さんの態度も、ある種習慣みたいなものなのかなぁ」

「ん？　どうしたのじゃ？」

　ハルカ姫の隣に座って今あった事を話す。

「ふむ。梨香が顔を真っ赤にして帰って来たのはそういう事じゃったか」

「梨香さんは偽いつわりの感情なんて忘れちゃえば、僕と二人きりも大丈夫になると思うんだけどね。本当に好きじゃない僕に対してあれじゃあ、いつになるか分からないよ」

「ふふふっ。梨香も苦労しておるようじゃな。これなら入り込める余地はありそうじゃ」

「えっ？　それってどういう──」

「ヒイロ様！　姫様！　ただいまです！」

　首回りに絡からみつく腕うでと、背中にある心地ここちの良い重圧。……しばらく味わっていいですか？

　振り返ると僕に抱だきついている奏ちゃんがいた。目の前に奏ちゃんの可愛い顔。う～ん、梨香さんと咲姫先輩と一いつ緒しよで、奏ちゃんも何度見ても可愛いなぁ。美人は三日で飽あきるって言うけど、あれってひがみから来た言葉なんじゃないかって思うよ。

　二次元の彼女たちの顔は、百回ぐらい転生して見ても飽きない自信がある！

「おかえりじゃ、奏。随ずい分ぶんと遅おそいのじゃな」

　あれ？　そういえばそうだ。僕と梨香さんは同好会室で色々とやっていたから、結構遅かったはずなのに。

「色々とあってこの時間になったです！　そういえばヒイロ様！　今度の対たい抗こうイベントは楽しそうですよねっ!!　奏、頑張るです！」

「あっ、その事で奏ちゃんに頼みがあるんだよ」

「ほえ？　なんですか？」

　放課後に委員長から頼まれた一年一組との共きよう闘とうを提案する。

「ちょっと待つです！　クラス委員長に確認してみるです！」

　奏ちゃんはスマホを取り出し、目にも留まらぬ速さで操作しメールを送信。

「後は連絡を待つです！　ヒイロ様！　何かやってほしい事はないです？」

　毎日、帰ってくる度たびに同じ事を訊きいてくるなぁ。

「大丈夫だよ。いつも気に掛かけてくれてありがとね」

「う～っ、大丈夫です？　じゃあ姫様は何かあるですか？」

「そうじゃな。緑茶のおかわりが欲しいぐらいかのう」

「はいです！　持って来るです！」

　抱きついていた背中から離れ、姫様が持っていた湯飲みを受け取り奏ちゃんはキッチンへ向かった。

　直後、ハルカ姫の顔が変わる。どこか遠くを見るような目で、奏ちゃんが消えたドアを見ていた。

「ハルカ姫？」

「ん、なんじゃ」

　僕の方を見た目はさっきと変わらない目になっている。

「……ううん、なんでもないよ」

　深入りしていい事じゃないのかもしれない。

　僕は知っている。奏ちゃんとハルカ姫の関係が、ただの主従関係じゃ無かった事を。

「姫様！　緑茶をお持ちしたです！」

　嬉しそうな顔で奏ちゃんは緑茶を片手に戻もどってきた。ハルカ姫はきっとこの笑え顔がおを奪うばいたくないんだろうと思う。

「うむ。ご苦労じゃ、奏」

「ヒイロ様！　委員長から連絡が来たです！　共闘はＯＫだそうですよ！」

「本当？　じゃあ今度の対抗イベントは奏ちゃんと仲間になるね。よろしく」

「はい！　よろしくです！」

　よし。今、頭の中にある二人の事は一度、忘れよう。

　今回はなかなか楽しそうなイベントになりそうだ。ミスコンは参加している感が少なかったからなぁ。今回は自分が参加できるんだし、思い切り楽しもう。







　第三章　縁えにし







　まずい。ハルカ姫が登場したり、対抗イベントが決まったりですっかり忘れていた。起きてすぐ爺じいに「クリーニングに出したい服があるならお出しください」と言われて服を纏まとめていたら、手紙が出てきた。そう、あの手紙の事をすっかり忘れていたのだ。





『海み凪なぎ奏かなでの消しよう滅めつ試練：自分の為ために何かを成す事。

　試練達成までの期間：大切な人がいなくなるまで』






　前回と違ちがって期限が曖あい昧まいすぎて、どれぐらい時間があるのか分からない。それに、自分の為に何かを成す事って難しい。奏ちゃんは特にだ。他の人の為に動く子だからなぁ。

『ヒイロ様。クリーニングに出す服は纏まりましたか？』

　ドアの向こうから爺が声をかけてくる。

「あ、ごめんなさい。今、持って行きます」

　ポケットに手紙を入れ、僕は部屋を後にした。

　今日は週末の土曜日。僕たちが暮らす梨り香かさんの家で土日を使い、泊とまりがけで一年一組と二年三組の合同サバゲー特訓をする事になっていた。

　これは委員長の提案だ。理由は二つあるらしく、一つは皆みんなのやる気をあげる為。梨香さんと泊まり込みで特訓となっただけで、皆のやる気ゲージはマックスまで上がった。さらには、奏ちゃんや咲さ姫き先せん輩ぱいもいると言った時のクラスメイトのテンションは異常だった。そりゃあもうね。人とは思えないような声を上げていたよ。

　火曜日に宿しゆく泊はく特訓が決まったんだけど、それ以降男子はどうやってお風ふ呂ろを覗のぞくか作戦を練りに練り、女子はどうやって覗きながら覗きを防止するかなんて意味の分からない作戦を練っていた。

　そんな作戦を本気で練る女子は危なすぎるという事で、元二次元の美少女たちは別に入って貰もらう事になりました。文句を言う女子が多かったけど、自じ業ごう自得だと思う。

　もう一つの理由は単純に特訓して技術を向上させること。これはもはや体で覚えるしかないという事で今回の宿泊特訓が決まった。

　正直、僕はそんな対抗イベントの事はどうでもよくなってしまった。奏ちゃんの消滅試練の方が重要だ。

「遅いわよ、ヒイロ」

　爺に服を渡わたしダイニングへ来ると、椅子に座っていた梨香さんがつまらなそうに肘ひじをテーブルについて呟つぶやいた。

　僕はまだ空気が読める方だと思う。火曜日以降、梨香さんの機き嫌げんが思わしくない。不機嫌というわけでは無いけど、上機嫌とは言えない感じをずっと出している。

「梨香さん？」

「何よ？」

　ほらね。ただ名前を呼んだだけなのに、どこか棘とげがある返しをしてくる。

「えっと……今日は天気が良いですよね！」

「アンタには曇くもり空ぞらが良い天気なのね」

「えっと……ほら、天気が悪い日は家に籠こもってゲームできますからね！」

「ふーん」

　な、なんだろう？　昨日よりもっと会話がしにくい。

「仕方が無かろう。梨香の機嫌が悪いのは、完全にヒイロが悪いからのう」

　ハルカ姫がみたらし団子を食べながらダイニングへやってきた。

「梨香はヒイロと買い物へ行こうとしておったからのう」

「なっ!?」

　ハルカ姫ひめの発言に、梨香さんの顔が真っ赤になった。もう紅こう潮ちようした梨香さんの顔はお馴な染じみって感じだ。何度見ても可愛かわいい。もう、可愛い！　大事な事なので何回でも言いますが、可愛いです！

「ち、違うわよ！　勘かん違ちがいしないでよね！」

　立ち上がり、テーブルを挟はさんで反対にいる僕を指差しながら声を大にしている。

「アンタと奏がハルカ姫に出歩かないようにって言ったのは、ハルカ姫の服が目立つからでしょ？　だ、だったら外を出歩けるような服を皆で買いに行こうと思ってたのよ。だから今日か明日あしたに行こうと思ってたって話よ。……そ、それ以外の理由なんて無いんだから！　べ、別に皆で買い物に行って、皆とわざとはぐれて、たとえ短い時間でも二人きりでソフトクリームとか食べるイベントしたいって思ってたわけじゃないからねっ!?」

　そう言って梨香さんはそっぽを向いて、再び腰こしを下ろした。

「ふむ。妾わらわの格好が駄だ目めだというのなら、奏の格好はどうなのじゃ？　どちらかというと奏の方が外を出歩く姿とは思えんがのう」

「言われてみれば……」

　あの格好ってかなり恥はずかしいような気がするけど……。

「奏ちゃんだからね～」「奏だからね～」「奏だからのう～」

　この場にいる全員一いつ致ちで同意見のようだ。羞しゆう恥ち心しんが欠落してる子だから、気にしてないんだろうな。

「それと梨香さん。僕と奏ちゃんがハルカ姫の外出を禁止しているのは別の理由があるんですよ。ハルカ姫ってすっごい方向音おん痴ちで、建物の外ならどこでも遭そう難なんできるんです」

「うむ。妾の得意技わざじゃな」

　いや、自信満々に言う事じゃないと思う。

「さらに燃費が悪くてのう。すぐ腹が空すいて行き倒だおれるコンボ付きじゃ。凄すごいじゃろ」

　そんな人を一人で外出させるわけにはいかない。『海あおと空あおの境界線』では何度、道に迷って行き倒れていた事か。

　にしても梨香さんがハルカ姫の為にそんな事を考えてたなんて知らなかった。委員長が「広い敷しき地ちがあれば特訓できる」と口にした時に、僕たちが住む家ならできるんじゃないかと提案したのがまずかった。だから、火曜日から少し機嫌が悪かったのか。

　ハルカ姫の言う通り、これは僕が悪い。梨香さんの厚こう意いを踏ふみにじったんだから。

「ごめんなさい。梨香さんがそんな事を考えてるなんて全然、気づかなかったです」

　大きく息を吐はいた後、梨香さんが視線を僕に戻す。トレードマークでもあるサイドポニーテールをいじりながら、ボソボソと口を開く。

「ま、まぁ……あれよ。その……対たい抗こうイベントが終わったら皆で行くって約束してくれるなら許してあげる」

　そういえば対抗イベントの日程って、まだ決まってなかったんだっけ。時々、準備とかの影えい響きようで日程報告が遅おくれる場合があるんだよね。基本的に対抗イベントは平日にやるし、来週の土日なら確実に空いているはずだ。

「だったら来週の土曜日か日曜日に……あっ……」

「ん？　何、最後の『あっ』って」

「いや、来週の木曜日に新しいゲームが出るのを思い出して」

　う～ん。テストも終わったせっかくの休日。ゲームをやっていたい気持ちもあるなぁ。買い物に行くと二時間とか三時間は軽く消えるから勿もつ体たいない気もする。

「……ア、アンタねぇ！」

　再び立ち上がり、梨香さんは身を乗り出してきた。

「私たちと一いつ緒しよに買い物に行くのと、ゲームをするのとどっちが大事なのっ!?」

「そ、それは………………………………………………………………難しい質問ですね」

「難しいのっ!?　天てん秤びんにすらかけずに即そく答とうで買い物って言うと思ったんだけどっ!?」

「フィギュアを一つ買うお金しか無くて、梨香さんのフィギュアを買うか、奏ちゃんのフィギュアを買うか悩なやんだ時ぐらい難しい質問ですよ。最終的には梨香さんのフィギュアを買いましたけど」

「私を選んでくれたのはちょっと嬉うれしいけど、今回の場合は即答で買い物って言ってくれないっ!?　休みの日のちょっとの時間なんだからさ！」

「時間はお金でも買えないんですよ！　もう二度と来ない時間をどう使うかって凄く大事な事じゃないですか！」

「何を無む駄だに名言っぽく力説してるのよ！　結局はゲームしたいだけでしょっ!?　二度と来ない時間をゲームに使うって言ってるだけじゃないの！　もう強行イベントよ！　来週の日曜と月曜は私たちの買い物に付き合う事！　これは決定事じ項こうだからねっ!!」

　うぅ……。勝手に予定を組まれてしまった。ＲＰＧだから時間がかかるのに。仕方がない。期末テスト期間中を利用して纏めてプレイしよう。

「ヒイロ君。梨香さんと戯たわむれてるのもよいですが、朝ご飯を持って行ってくださいます？」

　咲姫先輩がキッチンの方から顔を出し、手招きしていた。

「はーい」

「私も手伝うわ。早く食べて準備しないとね。誰だれかさんが起きるの遅おそかったせいで、皆が来るまで時間ないし」

「そうですわね。誰かさんは、せめてあと一時間ぐらい早く起きてほしいものですわ」

　二人はチクチクと僕に言葉の針を刺さしてくる。土曜日に九時まで寝ねてるって寝過ぎなのかなぁ。今日は人が来るから早く起きるべきっていうのは分かるけど。

　キッチンへ向かうと、朝食が五人分ではなく、四人分用意されていた。一人見かけない事が気にはなっていたけど……。

「また奏ちゃんは出かけてるんですか？」

「そうですわよ。わたくしは六時半に起きましたが、すでにおりませんでした」

　やっぱりか。奏ちゃんは何をしているんだろう？　『海と空の境界線』での奏ちゃんは、自分から危ない事件に首を突つっ込むタイプだったから、余計に心配になる。三次元で巨きよ大だいタコ退治に巻き込まれる事は無いだろうけど……。

　消滅試練の『自分の為に何かを成す事』をしてもらうには、奏ちゃんの事をもっと知る必要がある。休みの日に何をしているのか分かれば、何か突とつ破ぱ口こうが見つかるかもしれない。

「ちょっとヒイロ。ぼ～っとしてないでご飯運びなさいよ」

「梨香さん。皆が来るの十一時頃ごろでしたよね？」

　トレイを差し出している梨香さんに確かく認にんする。

「うん。そうだけど」

「僕、奏ちゃん捜さがしてきます」

　キッチンを出て行こうとする僕を止めるように、咲姫先輩が声をかけてきた。

「ヒイロ君が奏さんを心配するのは分かりますが、貴方あなたも特訓があるのでしょう？　それに奏さんがどこにいるのか分かっていますの？」

「はい。この間は商店街にいたので」

「いたから、今日も逢あえると？　楽観し過ぎではなくて？」

　咲姫先輩の指し摘てきに思考が止まる。確かにその通りだ。今日も奏ちゃんが商店街にいるとは限らない。

「まったく仕方がないヒイロ君ですわね」

　咲姫先輩は窓を開け、顔を外に出して目を閉じた。数秒後、

「北西三キロ辺りに奏ちゃんがいますわ」

「……は？　なんで分かるんです？」

「匂にお──香かおりですわ」

「それ言い直してないですからねっ!!」

[image: ]

「美少女の匂いなら、二十キロまで嗅かぎ分け可能ですわ！」

　咲姫先せん輩ぱいのそれは変態を通とおり越こして、特とく殊しゆ技能と言えると思いますよ。

「ふむ。話は聞いたぞ」

　ダイニングにいたハルカ姫がキッチンへ顔を出す。

「妾が捜しに行く。ヒイロは待っておるがよい。見つかれば、妾が連れ帰ってくればよいのであろう？　任せておけ」

　ハルカ姫は確認を取る事もせず、そのまま捜しに行ってしまった。えっと……。

「ヒイロ。ハルカ姫って方向音痴って……」

「まずい！　捜す人が二人になっちゃう！」

　梨香さんが大きく息を吐き、呆あきれたように口を開いた。

「仕方ないわね。委員長が来たら私から説明しておくから。さっさと行ってきなさい」

「ちょっと行ってきます！　捜す人が二人になったら面めん倒どうですから！」

　家を飛び出して歩いていないか捜してみる。運が良ければ、まだ近くにいる──

「おお、ヒイロ。良い所に来た。妾は空腹でもう動けぬ。背負ってくれぬか？」

　焦あせって出てきた僕がバカだった。まさか家の門から二メートルで行き倒れているなんて。

「まったくもう。仕方ないなぁ」

　腰を下ろして、ハルカ姫を背負う。

　ハルカ姫と出会った時も思った事だけど、背中に女の子を背負うと懐なつかしい気持ちになる。昔、妹を背負って歩いたことがあったなぁ。

　随ずい分ぶん前だけど、それと変わらない背中の感かん触しよくって──

「ヒイロはそのまま車道に出て自動車に轢ひかれるがよい！」

「今、それをやったらハルカ姫も轢かれるからねっ!?」

　変な事を考えた僕も悪いからこれ以上は言わないけど。

「さぁ、ヒイロよ。このまま奏の所へ行くぞ」

「そうだね。途と中ちゆうでお菓か子しでも買おう」

「妾を背負って歩くのはそんなに嫌いやか？」

　嫌ではないよ。女の子特有の柔やわらかさに触ふれてられるのは嬉しいんだけど。下手したら誘ゆう拐かい事件と勘違いされて職務質問されかねないので。それまでに警察とエンカウントしないことを祈いのります。




　コンビニで煎せん餅べいを購こう入にゆうし、奏ちゃんがいると思われる付近へやってきた。

　福ふく音いん町の中心から少し離はなれた一角。安い家賃のアパートが並ぶ地域。奏ちゃんはこんなところで何をしているんだろう？

「ここに奏がおるのか？」

「咲姫先輩の美少女センサーを信じるならそのはずなんだけど。ちょっと捜してみよう」

「いや、どうやら捜す必要はなさそうじゃ」

　ハルカ姫ひめが見つめる先に、奏ちゃんの姿があった。口を縛しばった大きなビニール袋ぶくろを大量に抱かかえ、前が見えないほどになっている。僕の身長も超こえるぐらいの荷物だ。

　奏ちゃんが信号で止まっていると、大きな車が前を通り、風で持っている荷物が大きくバランスを崩くずした。上手うまく体を動かし荷物を落とさないように踏ん張っている。

　助けようと一歩踏み出した時、ハルカ姫が僕の服を摑つかみ制止した。

「ヒイロ、様子を見るのじゃ」

「で、でもあれは一人じゃ無理だよ」

　僕の言葉は耳に届いていないようで、ハルカ姫はただ奏ちゃんを見つめていた。そうこうしているうちに、なんとかバランスを保ち、奏ちゃんが横断歩道を渡わたっていく。

「行ゆくぞ、ヒイロ」

　そのまま尾び行こうすると、奏ちゃんは古めのアパートに入っていく。しばらくすると、少なくなった荷物を抱えてアパートから出てきた。今度は違ちがうアパートへ入り、さっきと同じように減った荷物を抱えて出てきた。それから奏ちゃんは、同じ行動を繰くり返していく。

　持っていた荷物が無くなると、奏ちゃんは公園のベンチに腰こし掛かけた。その姿を見て、ハルカ姫がゆっくりと奏ちゃんに近づいていく。

「変わらぬな、奏は」

「……ほえ？　はわっ!?　ひ、姫様っ!?」

　額に手を当て一息ついていた奏ちゃんは、急に目の前に現れたハルカ姫に驚おどろく。

「え、えっとですね……こ、これはですね……」

　何かを言いたげだが、奏ちゃんは言葉が見つからないみたいだ。

「奏ちゃん」

「……ふえ？　ほわっ!?　ヒ、ヒイロ様までっ!?」

　う～ん。そのリアクション可愛かわいいんだけど、それは置いておこう。

「大荷物を抱えて何をしてたの？」

「見てたですかっ!?」

「うん。奏ちゃんを捜してたら見つけちゃって」

　奏ちゃんはチラチラとハルカ姫を見ながら、人差し指同士をクルクルと回している。いつもの奏ちゃんらしくない少し暗い表情というか。悪い事をした子供が親に怒おこられている時の様な顔をしている。

「奏、話してやるがよい。今の主人は妾わらわではないのじゃ。奏はヒイロを主あるじと思うておるのじゃろう？　ならば報告する義務があるのではないか？　妾は奏にとやかく言う権利はもうないのでな」

「いいですかっ!?」

　奏ちゃんの顔がパァと明るくなり、いつもの雰ふん囲い気きに戻もどる。あれ？　奏ちゃんの顔が火ほ照てったように赤い気がする。気のせいかな？

「えっとですね！　一人暮らしで買い物へ行くのも大変なお年寄りの人たちの代わりに、買い物をしていたです！」

　そう言われて、周囲のアパートを見み渡わたす。そういえばこの辺りってお年寄りが多いって聞いたことがある。

「もしかして休みの日に家にいないのは、買い物をしてあげてたから？　これ、自主的にやってるの？」

「はいです！」

　僕は素す直なおに感心した。誰かに言われてするのならまだ分かる。でも奏ちゃんは誰に言われるでも無くやっている。こんな事ができる人は果たして何人いるだろうか？

「それでヒイロ様と姫様はどうして奏を捜してたです？」

「ほら、今日はサバゲーの特訓をする話だったでしょ？　だから捜しに来たんだよ」

「あぁ、すっかり忘れてたです！」

　頭をコツンと小こ突づき、舌を出す奏ちゃん。ん～、相変わらず可愛い。

「買い物も終わったですから、帰りましょうです！」

　前を歩きだした奏ちゃんを追うように、僕とハルカ姫も歩を進める。けれど、ハルカ姫はどこか複雑な顔をしていた。




「すげぇ！」

　クラスメイトが到とう着ちやくする度たびに発する台詞せりふは決まってこれだ。気持ちは分かるけど。

「荷物は地下室へ運んで。全員分の布ふ団とんが畳たたんであるから。枕まくらに貼はってある名札を見て自分の場所を確認してね」

　やってきた人に梨香さんが地下室へ行くように指示をする。ってか地下室なんてあったんだ。それも百人が余よ裕ゆうで寝られるスペースの地下室。この家、どれだけ凄すごいんだ？　最終的にはトランスフォームしてロボットになるんじゃないか？

「おはよう、会長」

　背後から聞こえる声。この声は田た丸まる君だね。

「おは……」

　振ふり向むいて挨あい拶さつをしようとしたら、そこにいたのは青色のキャミソールに白いシャツを羽織り、フレアースカートを穿はいている初めて会う女の子だった。不意打ち過ぎて言葉が出てこない。

「どうしたの、会長？」

「い、いや！　そ、その！」

　えっ？　今、会長って。それにその声……。

「た、田丸君っ!?」

「どこからどう見てもぼく……コホン。ワタシでしょ？」

　どこからどう見ても女の子なんですけどっ!?　アイシャドウとか化け粧しようまでばっちりで本当に気づかなかった！　女装が趣しゆ味みだとは聞いてたけど、ここまでとは思わなかった！　こりゃあ、間ま違ちがってナンパもされるよ！

「どうしたの？」

　驚いている僕の元に梨香さんがやってきた。そうだ、どうせなら驚かしてみよう。芸能人が女装して『この人、誰だれだ？』的なコーナーがあるけど、あの企き画かくが通る理由が分かるね。ちょっと楽しいもん。

「梨香さん、この人」

「あっ、いらっしゃい田丸。皆みんなはもう地下室へ荷物を運んでるから田丸も置いてきなさい」

「ありがとう、久く檀だんさん。じゃあちょっと行ってくる」

　田丸君は僕の横を何事も無かったかのように通り過ぎていく。

「それで、ヒイロ。今、何か言いかけてた？」

「……いえ、なんでもないです」

「なんで落ち込んでるのか分からないんだけど？」

　ちょっと恥はずかしくなってるだけだから大だい丈じよう夫ぶ。すぐに立ち直るよ。




　昼食後、庭で一年一組と合同の会議で二年三組の代表者を決める事になった。

「というわけで代表者は真しん藤どうに決まった」

「「「ふざけんなぁ！」」」

　芝しばの上に座り込んだクラスメイトから大ブーイング。くじ引きで決まったんだから、仕方が無い事だと思うんだけどね。

「これじゃあ真藤を殺やれないじゃねぇか！」

「「「そうだ、そうだ！」」」

「皆、落ち着いて」

　委員長が皆を落ち着かせようと口を開く。それでも騒さわぎ続けるクラスメイトを無視して委員長は続けた。

「よく考えて。今回のサバゲーはただの電気ショック。今後、もっと痛い事が起きるイベントがあるかもしれない。その時まで真藤を生かしておいた方が得策」

「「「……なるほど」」」

「なるほどじゃないし、委員長はなんて案を出して皆を落ち着かせてるのっ!?」

　大半のクラスメイトが半ば強ごう引いんに納なつ得とくさせられる中、田丸君だけが顎あごに手を当て、眉み間けんにしわを寄せている。

「皆、今回の景品に魅み力りよくってあるかい？」

「「「……ねぇな！　やっぱり真藤を殺ろうぜ！」」」

　田丸君、君って人は！　何を満面の笑えみで親指を立ててるのさ！

「そんなクラスメイトに朗報。わたしの知り合いに山が欲しいという人がいる。破格の五百万で買い取ってくれるらしい。夏の沖縄旅行、それぞれに十万円が渡ると考えれば、旅行を思い切り楽しめると思う」

　前回のミスコンで勝ち取った旅行を餌えさにして、助け船を出す委員長。だけど、それじゃまだ足りないみたいだ。周囲でクラスメイトがまだ文句を言っている。

「それと一つだけ言っておく。今回の対たい抗こうイベントに積極的に参加をしなかった場合、久檀さんの水着姿は拝めないという意思表示と受け取る事にする」

「野や郎ろう共、優勝するぞ！」

　今こん野のさんが立ち上がり、皆に活を入れる。

「「「おっしゃあ！　やったろうぜ！」」」

「私の水着姿でやる気を出されてもすっごく困るんだけどっ!?」

　梨香さん、それは仕方がないよ。梨香さんはそれだけ魅力的なんだから。ただ活を入れる人が女子っていうのは些いささかどうかと思うけど。

「それで一年一組の代表者は？」

　委員長が一年一組の代表者に問いかけると、奏ちゃんが元気よく手を挙げた。

「奏がやるです！」

　一年一組は奏ちゃんか。確かに奏ちゃんなら多少の弾だん幕まくなら回かい避ひできるだろうし、良い人選だと思う。

「まず協力を快く受けてくれた一年一組にお礼を。ありがとう」

　委員長が深く頭を下げた。委員長は世よ渡わたりが上手うまそうだ。ああやってしっかりと自分たちの立場を下げた態度を取っておけば、相手は悪い気がしない。

「今から何をするかを話しておく。まずは一年一組と二年三組で軽い模も擬ぎ戦を数回行いたい。勝敗を見て本番の作戦を構築しようと思う」

　僕たちは今日のために遮しや蔽へい物が設置された場所に移動し、クラス対抗模擬戦を開始した。




　遮蔽物に身を隠かくし、一年一組の生徒からの銃じゆう撃げきを凌しのぐ。

「くっ！　弾幕が凄くて前に進めない！」

　この模擬戦は普ふ通つうのサバゲールールを用いていて、本ほん拠きよ地ちにある旗を取れば勝ちになる。仲間が前進しやすいルートを模も索さくしないといけないのに。

　向こうは一人。土を盛っている遮蔽物から上半身を出し、マシンガン二丁を使っている。こっちも僕一人で、ベニヤ板を立てた遮蔽物に隠れてハンドガン一丁という不利な状じよう況きようだ。

　サバイバルゲームはやった事がないけど、ＦＰＳゲームでこういうシチュエーションを経験したことは何度もある。でもいざ自分の体でやってみるとこんなに違ちがうなんて。

　偵てい察さつ部隊として五人で来たけど、僕以外はやられてしまった。他ほかにも偵察部隊を作って進んでいるはずだけど、相手の本拠地まで進めただろうか。

　向こうの彼はサバイバルゲーム経験者のようで、マシンガン二丁を上手く使い弾幕を作り、此方こちらの前進を抑えている。攻こう撃げきは最大の防ぼう御ぎよとはよく言ったもんだ。マガジンを取り替かえるタイミングも上手くてなかなか進めない。

『真藤』

　インカムから委員長の声が聞こえてきた。

「何？」

『他の偵察部隊は全ぜん滅めつした』

「えぇっ!?　こっちも僕だけなんだけどっ!?」

『海み凪なぎ奏。恐おそろしい子。たった一人で十人を仕留めた』

「あれ？　他の偵察部隊って結構距きよ離り離はなれてたよね？」

　偵察部隊は三つ。センターを僕の部隊が進んで、他の二部隊は両りよう端たんを進んでいたはずだ。

『片方の部隊を壊かい滅めつした後、一いつ瞬しゆんでもう片方の部隊に到着し壊滅させた』

　さすがは元くノ一ってところか。

『もう真藤に頼たよるしかない。さっきそっちへ狙そ撃げき部隊を向かわせた』

　おぉ、それは助かる。後方支し援えんがあれば、ある程度無む茶ちやをしても進めそうだ。

『だから背後には気をつけて』

「ちょっと待って！　その狙撃部隊は味方じゃないのっ!?」

『……』

「なんで沈ちん黙もくっ!?　やっぱり敵なんだねっ!?」

『「本番で真藤を撃うてないのなら、せめて模擬戦だけでも殺らせてくれ！」という彼らの熱意に負けて、気づいたら背中を押していた』

「それは熱意ではなく、殺意だと思うんだけどっ!?　背中を押すのはおかしいよねっ!?」

『安心していい。真藤の骨はわたしが拾っておく』

　くそぉ！　僕のクラスはどうしてこうなんだっ!!

　模擬戦とはいえ、本番用のゴーグルをしてるから電気ショックは味わうことになる。それならせめてクラスのために痛い思いをしたい。

　こうなったら、無理をしてでも進むしかない。進む理由が味方からの攻撃を避さける為ためってのがおかしいけど。

　マガジンを取り替えるわずかな間。その隙すきを狙ねらって遮蔽物から飛び出す。相手がロックオンする前に前転して距離を詰つめる。相手が隠れようとした一瞬を狙って一発撃ち込んだ。

「ぐあぁあぁっ!!　痛いてぇっ!!」

　遮蔽物の向こう側で声を上げている。

「ふぅ。なんとかなっ──」

『『『逝いけやぁ、真藤ぉ！』』』

　一息つく間も無く、インカムから敵（クラスメイト）の怒ど声せいが響ひびく。

「食くらうかぁ！」

　遮蔽物へ飛び込むと同時にＢＢ弾だんが撃ち込まれた。まさか本当に狙ってくるとは！

「先せん輩ぱい。何してるんですか？」

　僕が仕留めた彼が隣となりで不思議そうにしている。

「今までの敵は、これからも敵って事だよ」

「先輩。友達いないんですか？」

　そ、そんな可哀かわい想そうな物を見るような目で見ないで！

「ヒイロ様！」

「へっ？」

　声がした方へ向くと同時、額に衝しよう撃げきが走る。声の主が奏ちゃんだと気づくと同時、

「うぎゃあぁあぁっ!!　痛ぁっ!!」

　エアガンを食らった痛みと電気ショックの痛みがっ!!

　頑がん張ばって前進したのに、一瞬で終わった。その後、奏ちゃんがあっという間に前進し、この模擬戦は一年一組の勝利で終わった。




　あの後、疲ひ労ろう困こん憊ぱいするまで模擬戦を繰くり返したんだけど。一年一組を味方にして良かったと本気で思う。とても勝てる気がしない。

「奏、頑張ったです！　一度も当たらなかったですよ！」

　一発も当たらなかった奏ちゃんは余よ裕ゆうの表情。凄すごいのは、隠れていたわけじゃないって事だ。

　普通に歩いていて、こっちが狙いを定めた瞬しゆん間かんにはすでに遅おそく、こっちがやられる。時折、転んだりして隙を見せるが、それでも当たることなく反はん撃げきをしてくる。わずかな挙動も見み逃のがさず、すぐさま体勢を立て直すのは元くノ一たる所以ゆえんなんだろうけど、凄すぎる。

　もう少しで当てられそうだったのは田丸君ぐらいか。くノ一と渡わたり合えそうなスキルを持つ君って何者なの？

　太陽が沈しずみかけ見づらくなったので、サバゲーの特訓をお開きにする事になった。

「皆みなさん、お疲つかれ様ですわ。お風ふ呂ろが終わる頃ころにご飯ができるようにしてます。お風呂に入って綺き麗れいにしたらご飯にしてください」

　家に入るなり、エプロン姿の咲姫先輩が迎むかえてくれた。

「あれ？　皆みんな、立ち尽つくしてどうしたの？」

　全員、家に入らず咲姫先輩に見み惚とれている。

「俺は今、エプロンを着ているだけで魅力的に見える美少女を拝む事が出来た今日という日に、猛もう烈れつに感動しているっ!!」

　そういう事か。確かにエプロン姿の咲姫先輩は可愛かわいい。僕たち男子は当然として、百合ゆり属性が強い女子が見惚れるのも頷うなずける。

「真藤。俺はお前が憎にくくて仕方がなかった。田丸からお前が美少女三人と同どう棲せいしていると聞いて、何度飯に毒を盛ろうと思ったことか。だが、今日だけは感謝するよ」

　一人のクラスメイトが僕の肩かたに手を置きながら涙なみだを拭ふいて語っている。

「歓かん喜きに涙を流すのは結構ですが、お風呂に入ってきてくださいます？　時間を合わせてご飯を作っておりますので、タイミングを逃すとご飯が冷めてしまいますわ」

　それもそうか。咲姫先輩が作ってくれたご飯を冷ますのは勿もつ体たいない。久檀家のお風呂でも五十人は同時に入れないので、五回に分けることになった。

「さぁて真藤」

　湯船に入るなり、クラスメイトの一人が僕に声をかけてきた。

「女子風呂はどっちだ？」

「……そこの岩の向こうだけど」

「そうかそうか……。野郎共！　エデンの園はあの岩の先だ！」

　僕以外のクラスメイトが岩を登りだした。君たちはお風呂の感想より、覗のぞきへの欲望の方が強いんだね。

「んだよ、真藤！　お前は覗きをしねぇのかよ！」

「しないよ。興味が無いからね」

　だって梨香さんも奏ちゃんも咲姫先輩も入ってないのに、覗きなんてしたって意味がないじゃないか。……いや、たとえ三人が入っていても覗けない。咲姫先輩に殺されそうだ。

「お前、そっち系だったのかよ……明日あしたから風呂の時間変えてもらおうかな」

「なんか凄い勘かん違ちがいされてるけど、僕は二次元限定のストレートだからね！」

「それをストレートとは言わねぇ気がするけどな！」

　覗きに勤いそしむ同級生を置いてお風呂から出る。ダイニングに出ると、数人の女子が慌あわただしくしていた。まさか覗きがばれて、報復の話でもしてるのかな？

「あっ、ヒイロ！」

　慌てた様子の梨香さんがこっちへ走ってくる。

「ぼ、僕はしてないですよ！」

「？　なんの話よ？」

「いや、てっきりクラスメイトが覗きをしようとしてたのがばれて、僕にも容疑がかかっているのかと」

「その話、詳くわしく──ってそんな事より奏がっ！」

「奏ちゃん？　奏ちゃんがどうしたの？」

　梨香さんの話を聞いて、僕は寝しん室しつへ走って向かった。

　薄うす暗ぐらい寝室にはベッドで横になる奏ちゃんと、濡ぬれタオルを絞しぼり看病をするハルカ姫ひめの姿があった。

「静かにせい。今し方、落ち着いた所じゃ」

　眠ねむる奏ちゃんの頭にタオルを載のせる。奏ちゃんの顔を見ると、頰ほおが赤く染まっていた。触ふれると燃えるように熱い。

「四十度近い高熱じゃ」

「よ、四十度っ!?」

　思わず声が上がってしまった。顔を歪ゆがませて、僕の足をきつく踏ふむハルカ姫。痛みでまた声が出そうになったが、必死に抑おさえ込む。

　梨香さんが慌てていたのは、奏ちゃんが急に倒たおれたからだった。それにしても、四十度ってかなりの高熱だ。急に体調が悪くなったとは思えない。

　荒あらい呼吸をしている奏ちゃんを見ると、自分が不ふ甲斐がいなくなってくる。昼間に一瞬だけおかしいと思った時があった。公園で奏ちゃんを見た時、顔が赤いと思ったのに気にしなかった。あの時にちゃんと気づいていれば、奏ちゃんが倒れる事はなかったかもしれない。

　委員長が提案したとはいえ、今日にサバゲーの特訓をしなければ……。

「ヒイロ。頼たのみがあるのじゃがよいか？　解熱剤ざいを買ってきてほしいのじゃ。先ほど梨香に訊きいたのじゃが切らしておるようでのう」

「……うん、分かった。すぐに行ってくるから、奏ちゃんをお願い」

　後こう悔かいばかりしていても仕方がない。今はできる事をしよう。僕は急いでドラッグストアへ向かった。

　店員さんが男でよかった。奏ちゃんに早く飲ませてあげたいし、女の人で余計な手間をかけたくない。

「お兄ちゃん。昼間、公園にメイドのお姉ちゃんと一いつ緒しよにいたね？」

　解熱剤を購こう入にゆうして、帰ろうと店を出るとお婆ばあさんが声をかけてきた。

「メイドって奏ちゃん？」

「あのメイドの子は知り合いかい？　あの子に言っといておくれ。人の為に頑張る事は良い事だけど、毎日のように仕事をしてくれなくても大だい丈じよう夫ぶだよって」

「えっ？　奏ちゃん、毎日何をやってるんですか？」

「何気ない会話であれが無いと言えば、すぐに買いに行ってくれてね。わたしは腰こしが悪くてお風ふ呂ろ掃そう除じも大変だって知ってからは、毎日掃除に来てくれてるよ。それをわたしだけじゃなく、他ほかの人たちにもやっているって聞くし、商店街のお掃除までしてるって話だよ」

　それを聞いて、奏ちゃんが疲労の蓄ちく積せきで倒れたんだと確信する。今まで気づかなかった自分に、腸はらわたを煮にえくり返しながら家に向かった。

　帰宅後、奏ちゃんの様子を見に寝室へ直行する。ハルカ姫だけでなく、梨香さんや咲姫先輩も付き添そっていた。一いつ瞬しゆんだけ僕の方を見た後、皆の視線は奏ちゃんへと戻もどる。

　寝ねている当人は、顔を赤くして少し荒いが規則正しい寝ね息いきを立てて眠っていた。

「これ、買ってきました」

　ベッドの隣に置いてあった棚たなに薬を置く。

　重苦しい沈黙。部屋に響くのは、奏ちゃんの寝息と時計の秒針が進む音だけ。

「えっと……三人は戻っていいですよ。僕が奏ちゃんを看みてますから」

　三人の視線がまた僕に集まる。一秒ほど間を開けて、ハルカ姫が口を開いた。

「少々時間を貰もらえぬか？　皆に聞いてほしい事があるのじゃ」

「えっ？」

「私たちもハルカ姫に呼ばれて来たのよ。ヒイロが帰ってくるのを待ってたの」

「何やら奏さんに関する重大な事みたいですわね」

　咲姫先輩が立ち上がり、アンティーク調の折りたたみ式の椅い子すを取り出し、僕に差し出してきた。梨香さんの隣に椅子を広げ座ると、ハルカ姫が話を始める。

「奏がこうなった理由には気づいておるか？」

　梨香さんと咲姫先輩は首を横に振ふった。でも僕には思い当たる節がある。

「ヒイロ君？」

　僕がノーリアクションだった事に咲姫先輩が気づく。言うか悩なやんだけど、やっぱりさっき聞いた事を皆にも話しておこう。

「えっと……薬を買いに行った時に聞いたんですけど」

　先ほどのお婆さんに聞いた話をそのまま皆に伝えた。

「ちょっと待ってよ。毎日って私たちには学校があるじゃない」

「うん。でも、思い出してください。奏ちゃんって時々、僕たちと帰らない事がありましたよね？　一緒に帰って来ても、気づいたら家にいない事も多かった気がするんです」

「……そう言われれば」

　基本的に帰りは四人で帰る。でも三人で帰る事もしばしばあった気がする。あの時、奏ちゃんは僕たちより一足先に帰り、着き替がえて仕事をしていたんだと思う。

「でもどうして奏さんはそこまでしますの？　わたくしには理解できませんが」

「咲姫の疑問はもっともじゃ。奏はとある理由で他人との縁えにしを大切にしておる。どんな些さ細さいな縁でも繫つなぎ止めておきたいと思っておる。蜘蛛くもの糸のように細い縁を切らぬよう他人の為ために尽くす。たとえ己おのれを犠ぎ牲せいにしても」

「奏ちゃんはどうしてそんな風になっちゃったんだろう？」

　僕が知る『海あおと空あおの境界線』では奏ちゃんがそんな事を気にしているような描びよう写しやはなかった。二期用の話とか、設定上のバックボーンとかかな？

「それは奏が話さぬ限り妾わらわからは言えぬ。先ほど奏のクラスメイトに聞いたが、いつも周りのために動き回っておるようじゃ」

　奏ちゃんは学校でもそうなのか。

「前にいた世界では、妾がきつく言った事があったからのう。長らく自重しておったようじゃが、此方こちらでは止める者はおろか、それに気づかぬ者ばかり。さらには、趣しゆ味みとも言える奉ほう仕しをさせてもらえぬストレスで奏はこうなったと妾は思っておる」

　梨香さんと咲姫先せん輩ぱいの視線が僕に突つき刺ささる。

「えっ？　な、何？」

「何？　じゃないわよ。ヒイロ、分かってないの？」

「え、えっと……」

　駄だ目めだ。全然分からない。梨香さんは何を言っているんだ？

「アンタに気づいてくれっていうのが無理な話よね。毎日、奏がアンタに何かやってほしい事はないかって訊いてたわよね？」

「……あっ」

　じゃあ、ハルカ姫が言っていた奉仕をさせてもらえないストレスって……僕？　って事は、奏ちゃんが倒れたのは……。

「僕が原因？」

「そこまで言うつもりはない。そもそも原因は妾の推測にすぎぬし、原因の根底はお主ではなく奏自身の問題じゃ。が、この問題を解決せねば奏は同じ事を繰くり返すであろうな」

　奏ちゃんの頭を優やさしく撫なでながら、ハルカ姫は僕に視線を送る。

「してヒイロよ。この話を聞いて、お主はどうしたい？　妾同様、奏を説教するか？」

「……少し考えさせてくれないかな？」

　それからどれぐらいの時間がたっただろうか。一人、また一人部屋から出て行って残っているのは僕と横になっている奏ちゃんだけ。

　奏ちゃんをどうするか。ハルカ姫が以前に説教しても結局はその場しのぎだった事を考えると、僕が言っても同じになると思う。

　なら問題を解決するには、奏ちゃんの過か剰じような奉仕癖ぐせをなんとかしなくちゃならない。そこまで人との繫がりを大事にする理由。多分、奏ちゃんとハルカ姫が出会うきっかけになった事件が関係しているんだと思う。

　どうしたらいいんだろう？　奏ちゃんの考えはどうしたら変わるだろう？

　頭を抱かかえて悩んでいるととても小さな音でノックされた。ゆっくり開いたドアから顔を出したのは咲姫先輩だった。

「何も食べていないのでしょう？　これお持ちしましたわ」

　おにぎりが二つ載ったお皿を咲姫先輩が持ってきてくれた。空いた席に座り、おにぎりを差し出してくる。

「ありがとうございます」

　少し歪いびつな形をしているおにぎりを一口頰ほお張ばる。塩味が丁度良く、中に入っていた梅干しの酸味が口の中に広がる。お腹なかが空すいていた事もあって、気づいたら一個目をあっという間に完食し、二個目にも手を伸のばしていた。

「ん、んん～っ!!」

　二個目を慌あわてて食べ過ぎた。アニメみたいにおにぎりを喉のどに詰つまらせるなんて。

「そんな慌てなくても誰だれも取りませんわよ」

　背中を優しく摩さすってもらいご飯が喉を通った。

「た、助かったぁ」

「あ、失敗しましたわ。放置しておけば亡なき者にできましたのに」

　ツッコミを入れたいけど、奏ちゃんを起こすわけにもいかないからあえて無視。あっ、でも咲姫先輩に話すこともあったんだ。

「あの……咲姫先輩」

「なんですの？」

「もしかしたら梨香さんに言われているかもしれませんけど、急に僕たちだけで特訓なんてしちゃってごめんなさい。迷めい惑わくでしたよね？」

「それなら心配に及およびませんわ。今回、わたくしは頑がん張ばる気ありませんもの。景品が景品ですしね」

　やっぱりそういう意見も多いんだ。山って管理も大変だし、無料で貰っても後々お金がかかってくるものだしね。

「クラスの中には、事業を興おこした際に使えそうとやる気になっている人もおりますが……」

　そこまで言って咲姫先輩は顎あごに手を当てて、思案顔をしている。

「……ヒイロ君を亡き者にした後、埋うめる場所としてあってもよいのでは……」

「是ぜ非ひ、三年五組には敗北してもらいたいですね」

　こういう会話って普ふ通つうなら冗じよう談だんって笑い飛ばすけど、咲姫先輩の場合は冗談に聞こえないから怖こわい。

「……にしても、腹立たしいぐらい思考が似ておりますわね」

　眉まゆを引き攣つらせながら、咲姫先輩が僕を睨にらんでいる。えっと……今って睨まれるような流れだった？

「実は先ほど、梨香さんから謝罪されまして。『多分ヒイロに言われてるだろうけど、関係ないのにご飯の準備とかやらせちゃってごめんね』と言われましたのよ。同じような事を同じような時に言うとは本当に腹立たしい」

　やっぱり梨香さんも言ってくれてたんだね。梨香さんってやっぱり周囲に気き遣づかいができる優しい女の子だと再認にん識しきしたよ。

「わたくしとしては、奏さんだけでなく貴方あなたも梨香さんも理解しがたいですわね」

　おにぎりが載のっていたお皿を眺ながめながら、咲姫先輩がぼやいた。

「もしわたくしが貴方ならまず謝罪など致いたしませんわ。自分のしたい事をしているのですから、謝る必要などないではありませんか。どうして他人の為に、自分の気持ちを表現できますの？」

「咲姫先輩？」

　しばらくの沈ちん黙もくが続いた後、咲姫先輩が、

「今、わたくしが言ったことは忘れていただいて結構です」

　言葉を添えて立ち上がり部屋から出て行こうとドアノブに手を掛かけた。さっきのも気になるけど、言い忘れる前に言っておかないと。

「咲姫先輩。おにぎりありがとうございました。凄すごく美味おいしかったです」

　僕がお礼を言うと同時にドアノブから軋きしむ音が響ひびいた。よく見ると咲姫先輩がドアノブを壊こわす勢いで握にぎっている。鉄製のドアノブだと思うけど、完全にヒビが入ってるよね？

「ものすごく不愉ゆ快かいですが、一つだけ言っておきますわ。おにぎりを作ったのはわたくしではありません。梨香さんが作ったんですわ」

「梨香さんが？」

「ええ。梨香さんはフレンチなどはお手の物ですが、おにぎりは初めて作ったようで。ゴミ屑くずヒイロ君の為に頑張っておにぎりを握る姿は、とても可愛かわいかったですわよ。それでは」

　咲姫先輩が握あく力りよくで鉄製を破は壊かいするほど苛いら立だったのはそこか。その怒いかりを僕に向けられても困るんだけどなぁ。……相変わらず理り不ふ尽じんだ。

　にしても……あのおにぎり、美味しかったなぁ。後で梨香さんにお礼を言わなきゃ。




　時計の秒針が進む音が気になって、意識が覚かく醒せいした。時計は午前二時を指している。奏ちゃんの事や梨香さんへのお礼の事を考えていたら、ベッドに上半身を預けて眠ねむってしまっていたらしい。看病している立場として情けない。

　絞しぼったタオルを奏ちゃんの額に載せながら、奏ちゃんの事をどうするか考えていた。

　全然いい方法が思いつかない。たとえ僕が「自分を犠牲にしてまで他人に尽つくす事はない」と言っても、またその場しのぎになる。何かきっかけがあればいいんだけど。







　第四章　繫がっていたい理由







　日曜日。代表者である奏かなでちゃんを抜ぬいての特訓をする事に意味がないと異議を唱える人も多く、今日は特訓をせずに、久く檀だん家けでダラダラと過ごす事になった。

「ふぁぁ～」

　ほぼ徹てつ夜やとなると自然とあくびが出てくる。朝ご飯を食べて満腹という事と、場所が落ち着ける自分の部屋という事も大きな要因だろう。

「ヒイロ、少し寝ねたら？」

　そんな僕を見て隣となりに座る梨り香かさんが言ってきた。

「今はハルカ姫ひめに看病任せてるんだから。だいたい、徹夜してまでタオルを交こう換かんし続けるとは思わなかったわよ。アンタも奏に負けず劣おとらずのお世話好きね」

　返す言葉もない。ちょっとだけ奏ちゃんの気持ちが分かった気がするよ。

　何かしたいと思うと、せずにはいられない。それが大切な人であればあるほど。繫がりを大事にする奏ちゃんにとって、全員が大切な人なんだろう。

　一人を大切にするだけでこんなに疲つかれてしまうんだ。奏ちゃんの疲ひ労ろうは相当だったと改めて思う。

「ふぁぁ～」

　それにしてもあくびが止まらない。

「ほら、寝なさいよ」

「……じゃあ少しだけ」

　僕の体は自然と横に倒たおれていく。

「……えっ!?　ちょ、ちょっとっ!?」

　頭に感じる柔やわらかくて温かく、それでいて適度な反発のあるものを枕まくらにして、すぐに浅い眠りについた。

「ちょっと話しに来ただけなのに、どうしてこんな事に。……ま、まぁ寝てるなら二人きりでも大だい丈じよう夫ぶかな。……おやすみ、ヒイロ」




　奏ちゃんの事を考えていたせいか、夢の中で『海あおと空あおの境界線』をダイジェストで観みていた。『海と空の境界線』でとても印象に残っているシーンがある。

　燃えさかる炎ほのおの中で、一人立ち尽くす少女。目の前には血だらけで倒れている家族。見ている物を理解せず、現実を受け止める事を否定した少女の姿。

　泣き止やまない少女の頭を撫なでる少女。それは、あの二人が出会った日の話だった。




　目が覚めると同時に、僕はとんでもない状じよう況きようになっている事を知る。僕のこめかみから頰ほおにかけて触ふれている柔らかい感かん触しよく。目線を少し動かすと適度に育っている二つの山。視線をさらにずらすと、眠っている梨香さんの顔。

　これってあれだよね？　膝ひざ枕まくらだよね？　…………なんで僕は梨香さんの膝を借りて寝ているんだっ!?　梨香さんはちゃぶ台に腕うでを載せて伏ふせて寝てるから、胸が近いんですけどっ!?　す、少し動けば当たるけど、この状況なら事故って事で……！　い、いや！　駄だ目めだ、真しん藤どうヒイロ！　咲さ姫き先せん輩ぱいみたいに欲望のままに動いたら負けだ！

　……お、思い出せ！　えっと確か梨香さんに「少し寝たら」って言われて……。そこからの記き憶おくがない。

　少し体を動かした瞬しゆん間かん、自分の手に違い和わ感かんがあることに気づいた。何かを摑つかんでいる。……なんか嫌いやな予感がするんですが……。

　梨香さんに当たらないよう、目の前に持ってくる。予想通り、摑んでいたのは手紙だった。片手で封ふうを開け、中身を取り出し黙もく読どくする。
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『真藤ヒイロさん。




　ここで一句。

　看病で　疲れた体に　膝枕』






　破り捨てたい！　何を川せん柳りゆうやっちゃってんのっ!?　しかも全然上手うまくないし！　何もかかってないよっ!?　ってかやっぱりこれ、神様の仕し業わざだったのか！　僕も梨香さんも、望んでこんな事をするはずないじゃないか！　本心ではしてほしいって思ってるけども！

　動いて梨香さんが起きてしまうと勘かん違ちがいされてしまう。なんとか指で封ふう筒とうの中身を確認すると、まだ入っていた。





『真藤ヒイロさん。




　冗談はここまでにして、真面目まじめな質問です！　人生初の膝枕の感触はいかがですか？　久檀さんの太ももは適度にムチムチで最高だと思うんですが』






　そりゃあ最高ですけど。ってこの一文だけっ!?　しかも冗談じゃなく真面目に聞く事かな、それっ!?

　若じやつ干かん、嫌いや気けがさしながらも封筒の中を再び指で確認する。まぁ、入ってるよね。これだけの要件なわけがないし。





『さて、こうして連れん絡らくをしたのは他ほかでもありません。海み凪なぎ奏さんの事です。彼女はとても大変な人生を歩んでこられたのですね。本当は三次元へ来るはずでは無かったので、確認しておりませんでした。知っていたら達成困難な消しよう滅めつ試練を与あたえ苦労する貴方の様を見て楽しんだものを。

　わたしが手をさしのべても良いのですが、せっかくですので貴方に頑がん張ばっていただこうと思います。ノーヒントはあれですので、ヒントをさし上げます。

　彼女は完治直後に、あるアクションを起こします。それを見て、貴方がどう行動するか。それを楽しませてもらいます。

　ちなみにこれは消滅試練とは関係ありませんので、ご了りよう承しようください』






　相変わらず色々とツッコミ所満まん載さいなんだけど。一番気になるのは、本当は三次元へ来るはずでは無かったって部分だ。

　奏ちゃんはこっちへ来る予定じゃなかったのなら、どうして来たんだろう？

　封筒に全部の手紙を戻もどそうとすると、何か引っかかって入らない。もしかして、まだ入ってる？　奏ちゃんの事より重要な事が書かれた紙でも入ってるのかな？





『まさか、美少女の膝枕を経験しておいて、何事も無く終わるとは思ってませんよね？』






　最後の一枚は脅きよう迫はく文だった。

　手紙を視界からどかした瞬間、ドアが開く音がする。冷たい汗あせが頰を流れた。

「さて、ヒイロ君。言い訳を聞く気はありませんわよ？」

　五十キログラムと刻こく印いんされた鉄アレイを両手に持った咲姫先輩がゆっくりと近づいてくる。思うんだけど、咲姫先輩って鉄アレイとか鈍どん器きになる物を召しよう喚かんできる能力あるよね？

　さて、どうしようか。咲姫先輩の目が獲え物ものを見つけた肉にく食しよく獣じゆうの目だ。なんとかして逃にげないと。

「おっと動くんじゃありませんわよ。動いたら梨香さんのおっぱいに貴方あなたの顔がぶつかりそうで。そうなった瞬間、貴方を撲ぼく殺さつしなければ気が済まなくなります」

「まだ殺す気はなかったんだ。よかったぁ」

　殴なぐられるだけならいいか。うん、いいか。……殴られることに抵てい抗こうがなくなりすぎじゃないかな、僕。

「うぅ～ん…………」

　目の前から艶つやのある色っぽい声が聞こえ、交わる僕と梨香さんの目線。

「お、おはようございます」

「う、うん。おはよう、ヒイロ」

　梨香さんが上半身を起こしたのに合わせて僕も体を起こす。うぅ、残念だ。まだ頰に余よ韻いんがある。できる事なら、もう少しあの柔らかい太ももを味わっていたか──

「今すぐ触れていた部分を舐なめさせなさい！」

　咲姫先輩が叫さけんだ直後、僕の隣に来て息を上げながら、僕の頰を一舐めした。

「……ちょ、ちょっと咲姫先輩っ!?　何をしているんですかっ!?」

　味わった事のない感触と同時に、心臓が大きく脈打ち出す。

「今、わたくしの舌は梨香さんの太ももを舐めたのと同義なのですわね。幸せですわ」

「なんであんな事を抵抗もなくできるんだろう。羨うらやましい」

　梨香さんがボソボソと何かを言っていた気がする。

　余韻に浸ひたっている咲姫先輩。これは逃げられるチャンスじゃないか？　僕が一歩踏ふみ出すと、咲姫先輩の目が再び猛もう獣じゆうの目に変わり、僕の手首を握にぎり潰つぶす勢いで摑んだ。

「まぁ、それはそれ。これはこれですわね。膝枕をしていた事実に違ちがいはありません！　ヒイロ君を撲ぼく滅めついたします！　ご覚かく悟ごなさい！」

「人の頰を舐めるような変態行動しておいて、今いま更さら思考を戻さないでくださいよ！」

　どうせならそのまま悦えつに入ったまま忘れていて欲しかった。

「協力しますよ、夜や華ばな先輩」

「た、田た丸まる君っ!?　いつの間に部屋にっ!?　ってどうして僕を羽は交がい締じめにするのっ!?」

　久しぶりにボロぞうきんになるまでボコボコにされた。




　ボロぞうきんから回復し、奏ちゃんの眠ねむる寝しん室しつへ向かった。ハルカ姫もずっと看病で疲れているだろうし、替わってあげないと疲れてしまう。

　極力、音を出さないようにノックをして寝室へ顔を出す。

「ヒイロか。何用じゃ？」

「奏ちゃんを看みてるの替わるよ」

「よいのか？　昨晩は徹夜だったと聞いたが」

「うん。奏ちゃんがこうなったのは僕のせいでもあるから」

「……ふむ。思ったより責任感はあるようじゃな」

　ゆっくりと席を立ち、ハルカ姫ひめは部屋を後にした。

　タオルに触さわってみるとまだ冷たい。ハルカ姫が看病をするってイメージないから、心配だったけど大丈夫みたいだ。奏ちゃんの呼吸も昨日に比べたら落ち着いている。

「クシュン」

　奏ちゃんが小さくクシャミをした。うん、当然だけど二次元の美少女はクシャミさえ萌もえられるね。いま、本気で奏ちゃんを愛めでたい。

　寝ねている奏ちゃんの顔を覗のぞいていると、手を動かして頭にあるタオルを手に取った。

「……ほえ～？　なんです、これ？」

　ぼ～っとした顔でタオルを見つめる奏ちゃん。目が覚めたみたいだ。

「気がついた？」

「ほえ？　ヒイロ様？　……あ、あれ？　奏、なんで寝てるですか？　昨日、確か晩ご飯のおかずを運んでいて、それから──」

　自分がどうなったかを思い出し、奏ちゃんが上半身を強ごう引いんに起こした時。

「ほわっ!?」

　上半身が前と後ろから引っ張られるように揺ゆらぐ。慌あわてて奏ちゃんの両りよう肩かたを抱だいて、受け止めた。

「お、おかしいです。目の前がぐるぐる回ってるです」

　かなり重体じゃないか。それでも起きようとするなんて、無茶するなぁ。

「まだ治ってないんだから寝てなきゃ駄目だよ」

　ベッドに奏ちゃんを戻し、落ちたタオルを取って水で絞しぼり額に載のせる。

「あ、あの！　ヒイロ様にやってもらわなくてもできるですから大だい丈じよう夫ぶです！」

「ほら、大声出さない。病人は病人らしく看病される」

「あぅ～」

「あっ、そうだ。奏ちゃん、お腹なか空すいてない？　お粥かゆでも作ろうか？」

「だ、大丈夫です！　お腹空いてませんです！」

　と言いながら体は正直だ。大きな腹の虫が寝室に響ひびく。僕は思わず笑ってしまい、奏ちゃんは恥はずかしそうに顔を布ふ団とんで隠かくした。

　羞しゆう恥ち心しんのない奏ちゃんが恥ずかしがるのは新しん鮮せんだなぁ。う～ん、今カメラが猛もう烈れつに欲しい！　この顔を収めておきたい！

「作ってくるからちょっと待ってて」

　奏ちゃんは何も言わなかったけど、僕は部屋を出てキッチンへ向かった。キッチンへ入ると、ハルカ姫と咲姫先輩と委員長が何かを作っている。

「何やってるんですか？」

「ん？　ああ、ゴミ屑くずヒイロ君」

　咲姫先輩はまだ膝ひざ枕まくらのことを怒おこっているらしい。人をあれだけ殴ってもまだ気分が晴れないのは、本当に理り不ふ尽じんとしか言いようがない。

「奏さんを一人にしてきて大丈夫ですの？」

「すぐに戻ります。奏ちゃん、目が覚めたんですけどお腹空かせているみたいで。だから、お粥を作りに来たんです」

「丁度良かった。こっちもできたところ」

　委員長が差し出したトレイには、水の入ったペットボトルと小さな土ど鍋なべが載っている。蓋ふたを開けると、卵とネギが入った定番のおじやが入っていた。

「美味おいしそう。誰だれが作ったの？」

　咲姫先輩と委員長がハルカ姫を指差す。あれ？　ハルカ姫って料理できたっけ？　確か『海あおと空あおの境界線』では、料理専門のキャラクターが一人いたはずだけど。

「料理など初めてするのでな。勝手が分からんかったのじゃ。いる者たちの中では、咲姫とお主のクラス代表が料理に長たけておりそうだったので、教わりながら作ったのじゃよ」

「ちょっと味見していい？」

「うむ、構わぬぞ」

　熱々のおじやをスプーンですくい、口へ運ぶ。出汁だしの香かおりが一気に広がり、ふわふわの卵とシャキシャキのネギが良い食感を出している。

「これ、初めて作ったの？　凄すごく美味しいよ」

「それはそうじゃ。なんせ妾わらわが作ったのじゃからな。妾にできぬ事などありはせん。面めん倒どうだからやらぬだけじゃ」

　褒ほめて褒めたこっちが嫌いやな気分になるのってなんだろうね。奏ちゃんも喜ぶだろうし、ここはぐっと堪たえておこう。

「じゃあ貰もらっていきますね」

　トレイを受け取って寝室へ戻り、トレイを棚たなの上に載せる。奏ちゃんはまだ布団に顔を隠したままだった。

「奏ちゃん。ハルカ姫がおじや作ってくれたんだって」

「姫様が作ったですかっ!?」

　驚おどろいた顔で布団から顔を出す。

「あぅ、ヒイロ様にもご迷めい惑わくをかけ、姫様にもお手間を取らせるなんて……」

「そんな事気にしなくていいって。美味しそうだから、熱いうちに食べた方がいいよ」

　奏ちゃんの体の下に腕うでを入れ、上半身を起こす。ふらつくようなので、少し体を後ろに引いて、寄りかかれるようにした。

　土鍋の蓋を開け、おじやをスプーンですくい奏ちゃんの前に持って行く。

「ほら、奏ちゃん。口開けて」

「じ、自分で食べられるですから、大丈夫です！」

「自分の体も支えられない人が何を言ってるの。ほら」

　半ば強引に口元へ持って行く。

「はぅ……あ、あーん」

　少し恥ずかしそうな顔をしている奏ちゃん。……僕も恥ずかしくなってきたけど、今更引けない。

　トロッとしたおじやを口の中に落とす。すると奏ちゃんがバタバタ暴れ出した。

「ハフッ！　ハフイヘフッ！」

　あっ、冷ますの忘れてた！

　ペットボトルの蓋を開けて奏ちゃんの口に添そえる。奏ちゃんは凄い勢いで水を飲んでいく。

「ご、ごめん、奏ちゃん。大丈夫？」

「だ、大丈夫です。急におじやを落とされたのと、あまりの熱さにちょっとびっくりしただけです」

　今度は冷まして、奏ちゃんが口を閉じるまで待った方がいいかな。こんな事をする経験がなかったから、やり方が分からないや。

　さっきと同じようにスプーンですくい、今度は息を数回吹ふきかけた。

「はい、奏ちゃん」

「あ、あーん」

　奏ちゃんが口を塞ふさいでからスプーンを抜ぬく。今度は大丈夫だったみたいだ。

「よかった。食しよく欲よくはあるみたいだね」

　体調が悪くて限度を超こえると、食欲すら湧わかなくなるからね。

「じゃ、この調子で食べちゃおうか」

「あぅ。仕える立場の奏がお世話をして貰っているなんて従者失格です」

　奏ちゃんが布団を握りながら悔くやしそうに呟つぶやく。表情もどこか暗く、辛つらそうにも見える。

「仕方がないよ。体調が悪くなる事なんて誰にでもあるんだから。ほら、口開けて」

　思考を逸そらすように食事の方へ意識を向けさせる。

「あ、あーん」

　それから数回、奏ちゃんの口におじやを運ぶ事を繰くり返していると、奏ちゃんが唐とう突とつに言ってきた。

「ヒイロ様。いつか久檀様にも同じような事をしてあげてほしいです」

「梨香さんに？　どうして？」

「久檀様がしてほしいと思っているからです。鈍どん感かんなヒイロ様にはこれぐらい言っておかないと駄だ目めですから」

　鈍感も何も。梨香さんには本当に好きな人がいるんだから、僕がする必要は無いんじゃないかな。

「分かったですか？　これは奏との約束です」

「う、う～ん」

「約束してくれないのなら、もう『あーん』しないです」

「……分かった、分かったよ。いつか梨香さんにするから、今は奏ちゃんね」

「はいです！」

　こっちがおじやを冷ます前に奏ちゃんは口を開けて待っている。

　いつか梨香さんに同じような事を、ねぇ。……考えるだけで恥ずかしくなってきた。奏ちゃんはどことなく妹や愛あい玩がん動物みたいな部分があるからまだ大丈夫だけど、梨香さんは恥ずかしさの方が強い。

　土鍋の中が綺き麗れいに無くなり、奏ちゃんは満腹と言いたげな顔で横になった。

「体の方はどう？」

「まだ目の前が少しグラグラするです……」

　本調子にはまだ時間がかかりそうだ。

「奏、体が治ったらヒイロ様にお世話するです」

　笑え顔がおを見せながら言う奏ちゃん。彼女の笑う顔は大好きで、いつも釣つられて僕も笑う。でも今日はそれを見ても笑うことが出来なかった。

「……それでまた倒たおれちゃったらどうするの？」

　いつもと違ちがうと感じたのか奏ちゃんは戸と惑まどっている。こんな表情をさせたのは他ほかでもない僕だ。でも、今ここで言っておかないと、奏ちゃんはまた倒れてしまうかもしれない。

「ごめんね。僕は委員長みたいに賢かしこくないし、どうしたらいいか分からない。頭で考えてもどうしたらいいか見当も付かない」

「どうして謝るですか？」

「……奏ちゃんに失礼な事を訊きくかもしれないから。どうしてそこまでして、僕たちとの繫つながりを保ちたいと思うの？」

「……」

　顔を布団で隠してしまった。言われるのが嫌なのかもしれないけど、僕は止めない。これが奏ちゃんの為ためになると信じて言葉を続ける。

「僕ってそんなに信用ないかな？　奏ちゃんが何かをしてくれなきゃ、保てないような繫がりなのかな？」

「……違うです」

「じゃあどうして？」

「……怖こわいんです」

　言葉の真意が分からず、奏ちゃんが話し出すのを待つ。一分にも一時間にも感じる沈ちん黙もく。

「……奏には家族がいないです」

　布団から顔を出し、奏ちゃんは語り出した。

「奏の一番古い記き憶おくは五歳ぐらいで、天てん井じようを見つめていたです。大きな部屋で、一人で寝ねかされて見ていた天井です」

　頷うなずくでもなく、返事をするわけでもなく、ただ奏ちゃんの声に耳を傾かたむける。

「その前の記憶が無くて、何があって今の状じよう況きようになっているのか分からなくて。それでも何故なぜか家族がいない事だけはなんとなく理解してたです。……一人だと気づいたら、奏は泣いたです。一人が怖くて不安で悲しかったです。そんな時、泣いていた奏の頭を優やさしく撫なでてくれた人がいたです」

　奏ちゃんは空っぽになった土鍋に視線を注いだ。僕は頭を撫でてくれた人が誰か知っている。でもあえて知らないフリをして、聞き返すように一人の名前を挙げた。

「ハルカ姫ひめ？」

「はいです。それからも時々、考えてしまうです。どうして奏には父とう様さまも母かあ様さまもいないのかって。でも、奏には姫様がいたです。奏にくノ一を勧すすめてくれて、挫くじけそうな時は励はげましてくれたです」

「そっか。ハルカ姫って優しいんだね」

「繫がりがあるって凄く大切な事です。だから奏は、人との繫がりを大切にしたいって思ってるです。そのためなら自分なんてどうでもいいです」

　奏ちゃんの言っていることは分かる。それは正しい事だって。でも、それで本人が倒れてしまったら本ほん末まつ転てん倒とうだ。自分なんてどうでもいいなんて間ま違ちがっている。

「……一人は嫌です」

「えっ？」

「ヒイロ様たちは優しくて、きっと奏がお世話しなくても一いつ緒しよにいてくれるって分かってるです。それでも、もし……もし縁えんが切れてしまったらって思うと……怖いんです」

　また沈黙が訪おとずれた。沈黙を破ったのは奏ちゃんの規則正しい寝ね息いき。

　……僕は知っている。奏ちゃんが知らない奏ちゃんの両親がいない理由を。

　絞しぼったタオルをオデコに載せながら、奏ちゃんの為に僕が何ができるか考えていた。




　月曜になり奏ちゃんの熱は少し下がったけど、大事を見て学校を休ませることにした。

「看病は妾に任せるとよい。決して外には出させぬ」

　ハルカ姫に奏ちゃんを任せて僕たちは学校へ向かった。

「ヒイロ君たちのクラスはどうするんですの？　特訓して作戦をスムーズにこなす予定でしたわよね」

　歩きながら咲姫先せん輩ぱいが問いかけてくる。

「昨日、皆みんなが帰る時に委員長と話をしたんですけど。『皆のレベルは把は握あくできた。後は口頭で伝わるような作戦を考える』って言ってました。だから、大だい丈じよう夫ぶだと思いますよ」

「そうですの。ならいいですわ。特訓ができなかったから負けたという事になってしまうと、奏さんが責任を感じてしまいますので。それを聞いて安心しましたわ」

　僕も咲姫先輩と同じ事を考えて委員長に訊いたんだよね。奏ちゃん、あの後に目が覚めてから「ごめんなさいです」って何度も言ってたからなぁ。

「まぁ、委員長の事だから安心してますけどね。教師すら陥おとしいれる作戦を考える人ですからね」

「へぇ、初耳ね。教えてよ」

　あれは半年ほど前の教師も参戦した対たい抗こうイベント。代表者十名による暗記対決。決められた文章をひたすら暗記し、より多くを暗記できたクラスの勝ちという地味な対決だったんだけど、委員長が田丸君を使って少し刺し激げきのある暗記対決となった。

「その暗記対決で、教師側に渡わたした暗記する文章が凄すごかったんですよ。体育教師の鯨くじら岡おか先生が浮うわ気き相手に送っていたメールの文章だったんです。しかも本命の彼女は、家庭科の磯いそ貝がい先生で。彼氏が浮気相手に送っていた文章を、眉まゆを吊つり上げながら暗記する姿はシュールでしたよ」

「うわぁ……」

　梨香さんのリアクションも分かる。もう、なんとも言えないんだよね。その後、鯨岡先生は磯貝先生に別れを告げられ、しばらく立ち直れなかったし。

「委員長は鯨岡先生に恨うらみでもあったの？」

「さぁ？　機き嫌げんが悪かっただけじゃないですか？　委員長って時々怖いですから」

　極ごく希まれに委員長が味方で本当に良かったと思う時があるからなぁ。

　最近は鬱うつ憤ぷん晴ばらしかどうか分からないけど、クラスメイトの牙きばを僕に向けさせようとする節がある。あれ、本当に止やめてほしい。

　雑談をしながら僕たちの学舎である福ふく音いん学園の校門に着くと、たくさんの生徒でごった返していた。

　僕たちも人ひと混ごみに入り、学校内が見える位置に来ると皆が入らない理由が分かる。

「はぁっ!?　な、何よこれっ!?」

　梨香さんが叫さけぶのもごもっともだと思う。学校がジャングルに変わっていたんだから。

　整えられていた校庭には草木が生おい茂しげり、木の隙すき間まから見える校舎の壁かべにはツタの葉が垂れ下がっている。どこからともなく水が流れる音も聞こえている。

　巨きよ木ぼくの根元には見た事のない食べたら死にそうなキノコが生えていたり、僕の背せ丈たけを超える草が青々と茂っていたり、大きな口を広げた食虫植物にも見える花が咲さいていたりして、自分が今どこにいるのか惑まどわせた。

　この学校はどこか別の次元へ飛んで帰ってきたんですか？　そうツッコミを入れたくなるような光景だ。

『可愛かわいい可愛い福音学園生徒の皆みなさん！　おはようございます！』

　校庭に備え付けられているスピーカーから校長の声が出力される。木々に反はん響きようしているんだけど、どれだけの木があるんだ？

『今回のイベントがサバイバルゲームという事で本格的にしようと思い、頑がん張ばって学校をジャングルにしてみました！』

　頑張りすぎだよ！　二日の休みでジャングルを作り上げるなんてどうかしてるよね！

　校舎へ入れば普ふ通つうだと思ってたけど甘かった。校内もジャングル化している。廊ろう下かの床ゆかには人じん工こう芝しばが敷しき詰つめられ、天井からは見たこともない植物が垂れ下がっている。

　教室内はもっとひどい。床一面に草が敷かれ、一歩進む度たびに足に絡からみつく。窓が全開になっていて、ツタが階下へ向けて垂れ下がっている。

「ヒイロがあの校長を嫌きらっている理由が少し分かった気がするわ……」

　そうでしょ？　やっと梨香さんも分かってくれたよ。いつもやり過ぎなんだよなぁ。限度を知ってほしい。

「おら、お前等。席に着け。ホームルームを始めるぞ」

　ご自じ慢まんの茶ちや髪ぱつを搔かき毟むしりながら森もり町まち担任が入ってくる。いつもと様子が違う気がするけど、何かあったのかな？

「面めん倒どうだから出席は取らねぇとして、まずは対抗イベントの日程だ。明々後日しあさつての木曜にやるからな」

　そういえば日程って決まってなかったんだっけ。

「それと明日あしたと明後日あさつては休みになるからな。間違っても学校へ来るんじゃねぇぞ」

「え？　どうして？」

「どうしたもこうしたもねぇよ！」

　クラスメイトの問いに、出席簿ぼを教きよう卓たくに叩たたきつけ、怒いかりを表現する森町担任。ど、どうしたんだ？

「前の休みは急ぎの解答合わせ！　今回は怪あやしい業者と一緒に意味の分からねぇジャングル作り！　こちとら、二週連続休み無しで働いているようなもんなんだよ！　二日ぐらい休ませろって教師側から苦情を言ったんだ！　しかも、ジャングル作ってる時に見せてた校長の楽しそうな顔！　あれを思い出す度に苛いら々いらしてくるぜ！」

　ご愁しゆう傷しよう様です、森町担任。あの校長の下で働いている宿命を呪のろうんだね。

　急きゆう遽きよ入った明日と明後日の休みは僕たちにとってはありがたいかも。昨日と一昨日おとといできなかった特訓をする事ができるかもしれない。後で委員長に提案してみよう。




　授業が始まっても集中できない。教師が歩く度にガサガサと鳴る草の音が集中力を削そいでいく。

「先生、草を踏ふむ音がうるさくて授業に集中できません」

　一人のクラスメイトが手を挙げて訴うつたえた。

「そういうことは授業中に音楽プレイヤーを聴ききながら言う事ではありません」

「先生、若草の匂においが気になって授業に集中できません」

　同調するように、他ほかのクラスメイトも手を挙げて訴えた。

「それは分かりますが、机の上いっぱいに芳ほう香こう剤ざいを置いていたら授業は受けられませんよ」

「先生が見にくいです」

　さらに同調するように、目の前にツタがぶら下がって見えにくくなっているクラスメイトが手を挙げて訴える。

「誰だれですか。ドサクサに紛まぎれてわたしが醜みにくいと言ったのは」

「先生が醜いのは事実だとは思いますが、そっちの『醜い』ではなく『見えにくい』と言ったんです」

「わたしが醜いとはっきり言うのはやめてください」

　勉強嫌ぎらいのクラスメイトたちは、こんな感じのやり取りを行い、授業を見事に潰つぶしてみせた。それも全部の授業で。なんて単純な教師陣じんなんだろう。




「もう田丸を一年一組に向かわせている」

　放課後になって委員長に再特訓を提案すると、すでに田丸君に行動させていた。

「真藤は同居人にまたお邪じや魔ますることを伝えてほしい」

「うん、分かった。それじゃあ僕は同好会に出てから帰るから」

「じゃあ明日は宜よろしくお願いする」

　さて、たまには会長らしい事をしようかな。学校から貰もらえる会費をどう使うか決めないと。タペストリーをメインに買うか、それともキャラソンを買うか。今月はフィギュアも結構出るんだよな。……よし、今月は徴ちよう収しゆう会費を多めにしよう。それがいい。会員が欲しい物より僕が欲しい物を優先して買うにはそれしかない。

　同好会室で処理を終え、帰ろうと校舎に戻もどる。四階に下りると、廊下の方から声が聞こえて来た。

『えっと……』

　この声は……梨香さん？

『な？　俺は絶対に君を幸せにするよ』

　男の声は聞いたことがないな。誰だろう？

『そ、そう言われても……』

　何を話してるんだろう。気になるけど、出て行っちゃいけない気がする。

『だから俺の彼女になってくれよ』

　……これって……告白？

　……べ、別に驚おどろく事じゃないか。梨香さんは可愛いし、告白する野や郎ろうがいてもおかしくない。う、うん。おかしくないよ！

　な、なんだろう。胸の辺りがモヤモヤするのは。

『で、でも私。好きな人がいて』

『好きな人ってあいつだろ？　君が散々アピールしても全然駄だ目めだって聞いてるけど。だったら諦あきらめて、次の恋こいを始めた方が賢けん明めいだって』

　なんか相手の奴やつ、むかつくな。梨香さんの気持ちを無視して言いたい事を言ってる。

『分かった。じゃあ三日後のサバゲーでそいつを俺が倒たおす。そしたら俺と付き合ってくれよ。そいつより俺が優ゆう秀しゆうな証しよう拠こだろ？　はい、約束』
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『えっ!?　ちょ、ちょっと！』

　まずい。男の方がこっちへ来た。五階へ続く階段へ身を隠かくす。一いつ瞬しゆんだけ見えた男の顔には見覚えがあった。

「はぁ……困ったなぁ。どうしよう」

　梨香さんがため息をつきながら、階段へ現れる。

「……あ、あれ？　梨香さん。ど、どうしたの？」

　偶ぐう然ぜんを装って梨香さんへ声をかけた。

「えっ？　きゃあっ!!　ヒ、ヒイロっ!?」

　叫び声を上げて固まってしまった。な、なんか気まずいな。そうだよね。告白された直後ってきっと落ち着かないよね。告白された事なんて無いから分かんないけど。

　よし、こういう時は世間話をしよう。

「な、なんだか素す敵てきな夕暮れですね」

「そ、そうね。窓から差し込む夕日が綺き麗れいよね」

「そ、そうですね。まるで告白されそうな素敵な放課後ですね」

「…………」

　な、なんで梨香さん黙だまってるんだ？

「も、もしかして告白されてたの聞いてた？」

　あっ、しまった。一連の流れで告白ってキーワードを使ってしまった。

「……ご、ごめんなさい。聞く気は無かったんですけど。……相手は佐さ倉くら君ですよね」

「……うん。今日、帰りに呼ばれて告白されたの」

　佐倉君は二年一組在ざい籍せきの成績優秀、運動神経抜ばつ群ぐん、イケメンという三さん拍びよう子し揃そろった同学年だ。先生からの評判も良い。

「あの、さ。……ヒイロは私が佐倉君と付き合うって言ったらどう思う？」

　付き合う付き合わないは本人が決める事だからなぁ。どうこう言っていい事じゃないのは分かってるんだけど。

「嫌です」

　僕は即そく答とうした。

　あれ？　どうしたんだろう？　梨香さんの様子がおかしい。

「……どうして？」

　少し俯うつむいて何か期待する様な瞳ひとみ。う～ん、そんな期待されるような答えは無いんだけど。

「僕、梨香さんが大切ですから、やっぱり好きな人と付き合ってほしいですよ」

　梨香さんたちが三次元へ来る原因を作った僕としては、三人に幸せになってほしい。だから好きな人と付き合ってほしいと思う。

「……」

　あれ？　また梨香さんが黙っちゃったぞ。

「バ、バカ！　ど、どうしてそんな恥はずかしい事を言えるのよっ!?　それに、本当に気づきなさいよ！」

「は、はい？」

　顔を真っ赤にしてすごい剣けん幕まくで怒ど鳴なられてるんだけど。僕、怒おこられるような事を言ったのかな？

「帰るんでしょっ!?　ほら、帰るわよっ!!」

　階段を軽快に下りていく梨香さん。

　怒鳴ってたんだし、怒ってるんじゃないの？　なんであんな嬉うれしそうな顔で軽快に下りていくんだ？

　下げ駄た箱ばこで梨香さんに追いついたけど、ここから二人で帰れるのは五分間だけか。早く僕と二人きりに慣れてくれるといいんだけどなぁ。

　咲姫先せん輩ぱいとも一いつ緒しよに帰りたかったんだけど（梨香さんと最後まで一緒に帰る為ため）同好会に用があるから遅おそくなるって言ってたんだよね。

　どんな同好会に入っているんだろう？　後で訊きいて……やっぱり止めよう。なんだか背筋が冷たくなった気がする。きっと訊いちゃ駄目だって危険信号が送られているんだ。

　奏ちゃんが元気になればまた一緒に帰れるし、早く元気になってほしいなぁ。

「？　ヒイロ、どうしたの？」

　靴くつを手にとって硬こう直ちよくしている僕を見て、梨香さんが声をかけた。僕は首を横に振ふり、なんでもないとアピールする。

「帰りましょうか、梨香さん」

　気づくと三人の事を考えてる。僕にとって、三人がいる世界はもう当たり前になっているんだと改めて気づく。

　そんな当たり前を守っていくには消しよう滅めつ試練を達成しないといけない。今回の消滅試練も絶対に攻こう略りやくしよう。奏ちゃんを失わない為に。

　梨香さんと雑談しながら奏ちゃんの消滅試練をどうするか考えていた。校門を出ると、いるはずのない人ひと影かげが目に入る。

「か、奏ちゃんっ!?」

　家で寝ねているはずの奏ちゃんが、いつもの目立つメイド服を着て校門に立っていた。ハルカ姫ひめは何をしているんだ？　しっかり監かん視ししてないと駄目じゃないか。

「ヒイロ様に久檀様！　学業お疲つかれ様です！　お迎むかえにあがりましたです！」

「奏。体は大だい丈じよう夫ぶなの？」

「ご覧の通りです！」

　奏ちゃんは手を大きく振り、僕たちの周りをぐるぐると走ってみせる。確かに病人じゃできない動きだと思うけど、念のために確かく認にん。

「奏ちゃん。ちょっとこっちへ来て」

「はいです！　なんですか？」

　奏ちゃんのオデコを出して、僕のオデコとくっつける。ん～、確かに熱は無いみたいだ。

「ヒ、ヒイロ！　アンタ、なんて熱の測り方してんのよっ!?」

「どうです？　すっかり熱は下がったですよ！」

「そうだけど、病やみ上がりなんだから少し自重しないと駄目だよ」

「治ったんで大丈夫です！」

　奏ちゃんは力強く言い放つ。目にも力が入っていていつもと違ちがう。もしかして、ハルカ姫が言っていた事を気にしているのかな？

『どんな些さ細さいな縁えにしでも繫つなぎ止めておきたいと思っておる。蜘蛛くもの糸のように細い縁を切らぬよう他人の為に尽つくす』

　僕たちとの繫がりを切らない為に必死になっているのなら、間ま違ちがっていると教えたい。でも……。

「さぁ、お二人とも！　帰りましょうです！」

　嬉しそうな奏ちゃんの顔を見るとそれができなかった。

　奏ちゃんにとって、人に尽くすというのは気持ちの拠より所どころなんだと思う。『一人になってしまうんじゃないか？』そんな不安を搔かき消けす為に必死で。それを見せないように、いつも笑え顔がおで僕たちに尽くしてくれる。

　昨日、ベッドで見せた悲しそうで辛つらそうな顔。他人との繫がりが切れる不安を口にしたときの顔。あんな顔になる不安を抱かかえているのに、いつも元気に笑顔で振ふる舞まって。

　奏ちゃんに僕たちとの繫がりが簡単に切れないという事に気づいてもらうしかない。嬉しそうな奏ちゃんの顔を見ながら、僕はあることを思いついた。

「──イロ様！」

「えっ？」

「む～、奏と久檀様で何度も呼んでいるのに気づかないなんて、どうしたですか？」

　思いついた事を纏まとめていたので、奏ちゃんが呼んでいたことに気づいてなかった。

「ごめんごめん。何？」

「アンタ、逃にげなくていいの？」

「へっ？」

　気づくと僕の後方には、殺気を放つ福ふく音いん学園の生徒が多数いた。え～っと、僕の目を疑わないのなら、この人たちを率いているのは田丸君だよね？　僕は君たちに殺意を向けられるような事をした覚えはないんだけど。

「会長。美少女とオデコを合わせて熱を測るという自殺行こう為いをよくやれるね」

　……しまった。完全に失念していた。つい、妹の熱を測る感覚でやってしまっていた。

　周囲の殺気は確実に僕に向けられている。このままだと確実に殺やられる。

　どうやってこの場を切り抜ぬけるか考えていると、田丸君が軽い笑みを浮うかべて、僕に語りかけてきた。

「会長に救いとなる選せん択たく肢しを選ばせてあげるよ。一つはこの場で苦しんで死ぬか。もう一つは」

「……もう一つは？」

「輪廻りんね転生してから死ぬかのどちらか」

「それ、どっちも死んでるよねっ!?」

「後者は今こん生じようで楽に死んでもらうからマシだよ」

「死に方の問題なのっ!?　それは選択肢にならないよ！　行くよ、二人とも！」

　二人の手を取り、全力でダッシュ。

「逃がすかぁ！　拷ごう問もん同好会の皆みなさん！　お願いします！」

「「「うおぉぉーっ!!」」」

　拷問同好会の人間、前より増えてないっ!?

　こうなったら率いている田丸君を制止するしかないか。あまり使いたくない手だけど！

「田丸君！」

　走りながら追いかけてくる田丸君に問いかける。返答は無いけど、僕は続けた。

「先週、一いつ瞬しゆんでソールドアウトになったフィギュア、買いそびれたって言ってたよねっ!?」

「……それが何？」

　おっ！　表情が少し変わったぞ。

「実は僕、鑑かん賞しよう用と保存用にネット二店てん舗ぽでゲットできたんだけど。一個譲ゆずってもいいよ！」

「拷問同好会の皆さん、ストップ！」

　田丸君の合図で全員が足を止める。それに合わせて僕たちも五メートルぐらい距きよ離りを置いて足を止めた。田丸君、君は安い男だね。これから田丸君にはこの手を使っていこう。

「そういうのは早く言うんだ、会長」

　会話さえする間も無く追いかけたのは誰だれ？　というツッコミは入れない。命が惜おしい。

「待てよ、田丸。それで得があるのはお前だけじゃねぇか。俺たちは美少女と仲良くしているオタク同好会会長を痛めつけたいんだが」

　ちょっとそこの拷問同好会会員さん？　モーニングスターを片手に何を言っているんですか？

「まぁ落ち着いてよ。会長には色々とお世話になってるからさ」

　フィギュアの魔ま力りよく、恐るべしだね。あの田丸君が拷問同好会を説得して僕を救おうとしてくれるなんて。

「会長を亡なき者にするのはフィギュアを貰もらってからにしようよ」

　どうやら田丸君の中で、僕の命はフィギュアを貰うまでみたいだ。普ふ段だんは発売延期をしないように祈いのるんだけど、今回は一年ぐらい販はん売ばい延期する事を祈ろう。

「俺たちには関係ないね！」

　田丸君を押しのけ、拷問同好会の人たちが迫せまってきた。結局は追われるんですね！

「それじゃあ会長！　明日あした、家に行くからよろしく！」

　遠くから聞こえる田丸君の声を背に、僕たちは全力疾しつ走そうで家に帰った。




「ぜぇ……ぜぇ……」

　な、なんとか逃げ切れた。今日は出かけるのは止めよう。今、外へ出て見つかりでもしたら、確実にボロぞうきんになる。

「奏、お風ふ呂ろの準備してくるです！　ヒイロ様！　今日こそお背中を流すですよ！」

　同じ距離を走ったのに、奏ちゃんは息一つ切らさず平然と玄げん関かんから家の中へ入った。

　さすがはくノ一。基き礎そ体力が違いすぎる。まぁ、普段から消えたように見える速度で動く子だから、常人の僕と比べるのは間違いなんだろうけど。

　ダイニングに入り、僕と梨香さんは荷物をテーブルの上に投げて、椅い子すにドサッと腰こし掛かけた。ちょっとだけ足を休ませたい。

「はぁ……はぁ……ふぅ。ヒイロのせいで私まで走る事になったじゃないの」

　息を整えながら、梨香さんが文句を言ってきた。追われるのは僕のせいじゃないんだけど。まぁ、僕は眼福だったから良かったけどね。二人とも、揺ゆれる揺れ──

「アンタは走りながらどこ見てんのよっ!?」

「あぁ、もう！　思考が読まれるって本当に困るっ!!」

『どうせ走っても妾わらわは揺れぬわっ!!』

　キッチンの方からハルカ姫の怒ど声せいが響ひびいてきた。あっちにまで思考が読まれてるのか……。神様は本当に余計な事をしてくれたな。

「ったく。奏はまだ攻略対象になってないのにあんな事して。そもそも──」

　まだブツクサと文句を言っている。ん？　梨香さんはテーブルの下を覗のぞいて何をしてるんだろう？

「さあ、ヒイロ。今すぐゴーグルのスイッチを点つけて装備しなさい。三十発ぐらい打ち込んであげるから」

「どうしてテーブルの下にスナイパーライフルを常備してるのっ!?　急にどうしたんですかっ!?」

　梨香さんの笑みが怖こわいんだけどっ!?　最近、梨香さんが咲姫先せん輩ぱいに感化されてるのか、すぐに攻こう撃げき色になる気がする。

「ヒイロはいい加減に気づきなさいよ！　あんなドキドキするような限定イベントは攻略対象キャラとすべきでしょ！」

　梨香さんが言うイベントってあれかな？　奏ちゃんの熱を測ったイベントかな？　確かにやり過ぎたとは思っているけど。そこは反省。でも、梨香さんが言う事で分からない事がある。

「梨香さん。攻略対象キャラって誰ですか？」

「本当にもう……どうして分からないの？　ちょ、ちょっと真面目まじめな話するわよ」

　梨香さんはスナイパーライフルを片付け、人差し指をツンツンしている。

「た、例えばの話よ。例えばっていうのを頭に入れて聞きなさいよね」

「はぁ」

「アンタに彼女がいたとして。他ほかの女の子とオデコをくっつけて熱を測ったと知って、嫉しつ妬とと妬ねたみでスナイパーライフルで攻撃しようとする彼女をどう思う？」

　例えばの話で考えればいいんだよね。ついさっきスナイパーライフルで梨香さんに狙ねらわれたけど、それは考えなくていいんだよね。う～ん、そうだなぁ。

「理解できません」

「なんでっ!?」

「なんでって聞き返すのおかしいですよねっ!?　スナイパーライフルで狙われる時点で怖いですよっ!?」

「二次元の女の子ってそういう事するでしょ？　二次元好きのアンタなら、嫉妬して可愛かわいいなって思わないの？」

「それは二次元でも滅めつ多たにないと思いますけどっ!!」

「そ、そうなの？　じゃ、じゃあ浮うわ気きした彼氏を凶きよう器きを片手に崖がけまで追い込んで『一人で死ぬか、一いつ緒しよに死んでずっと一緒にいるか選んで』とか言うようなイベントをしちゃう女の子は可愛いわよねっ!?」

「ヤンデレも嫌きらいじゃないですけど、三次元では嫌いやですっ!!」

「ヒイロの好みが分からない！　どういう子が好みなのよっ!?」

　僕には梨香さんが分からない。どうして僕の好みを探さぐろうとしてるんだろうか。好きな人の好みになろうと努力すればいいのに。僕の好みかぁ。

「う～ん。三次元の女の子に興味が無かったから考えたことも無いですね。あっ、でも梨香さんや奏ちゃんや咲姫先輩みたいな人たちは好きですよ。根本的な部分は優やさしいですし、一緒にいて楽しいですから」

　元二次元だっていうのも大きな要因だけど。ただ三人とも僕に対して好意がないので、諦あきらめてますけどね……。悲しいなぁ。二次元の彼女が欲しいという僕の願いで来たはずなのに、好かれてないなんて。

「……………………………………………………………………………………………………」

「梨香さん？」

　様子がおかしい。口をパクパクさせながら、視線が定まっていない。

「…………………………………………………………………………………………バ、バカ！」

　僕を罵ば倒とうしたと思ったら、梨香さんは自分の部屋に行ってしまった。なんだろう？

「なんじゃ？　梨香がヒイロをバカにした大声が聞こえてきたのじゃが、何かあったのか？」

　ハルカ姫ひめがキッチンの方からやってきた。白いエプロンをかけ、お玉を持っているところをみると調理をしていたみたいだ。

「ただいま、ハルカ姫。何を作ってたの？」

「うむ。奏が『おじや、美味おいしかったです！』と言っておったのでな。一人で作っておったのじゃ。そろそろ奏も起きる頃ころじゃろう」

　そういう事か。奏ちゃんが迎むかえに来られた理由が分かったよ。

　看病されているのを抜け出してまで、他人に尽つくす。神様の手紙に書いてあった完治直後に起こすアクションってこの事か。

「なんじゃ、その顔は？　奏が作る料理と違ちがって、味も見み栄ばえも自信はあるぞ」

「いや、それは昨日食べて分かってるけど。実は……」

　僕は奏ちゃんが迎えに来た経けい緯いを話した。

「……して奏は今、どこにおる？」

「お風呂の準備してくるって言ってたけど」

「ふぅ。奏にも困ったものじゃ」

　ハルカ姫が小さくため息をついた。

　そうだよね。今回は大だい丈じよう夫ぶだったけど、いつ危ない目に遭あうとも限らない。

「どうしたものか。奏に言っても聞かぬとなれば」

「それなんだけど、僕にちょっと考えがあるんだ。奏ちゃんは僕たちとの繫つながりを大事にしようとして、他人の為ために頑がん張ばってるんだよね？」

「妾はそう思っておるが？」

「だったら、僕たちとの縁えんは簡単に切れないって分かって貰えばいいんだよ」

　ハテナマークを頭上に浮うかべたハルカ姫。部屋に戻もどっていた梨香さんを呼び、丁度帰って来た咲姫先輩にも僕が思いついた作戦を告げる。

「それはいい作戦ですわね。わたくしは賛成ですわ」

「うむ。やってみる価値はありそうじゃ」

「奏に何かあってからじゃ遅おそいもんね。もちろん、私も協力するわ。爺じいに言って材料はすぐに用意させるわ」

「うん。皆みんな、ありがとうございます。じゃあ明日のサバゲーの特訓をお昼で切り上げるように委員長にメールしておきますね」

　話を終えると同時に、奏ちゃんが水みず浸びたしになってダイニングへやってきた。

「ちょっとどうしたの、奏っ!?　びしょ濡ぬれじゃないのっ!?」

「シャワーを使っている最中に転んでしまったです！　そしたらシャワーが暴れてしまったです！」

　シャワーが暴れたレベルの濡れ方じゃないんですけど。一回、湯船に落ちて出てきたとしか思えないんですが。

「濡れた美少女って最高ですわね！」

　咲姫先輩の言う事もよ～く分かるけど、僕は口にしな──

「やっぱりヒイロ君とは美少女の趣しゆ味みが近いですわね！」

「そこの変態二人！　少しは欲を抑おさえなさいよ！」

　思考がばれるのって本当に大変です。性せい癖へきが完全にばれてしまう……。

「お風呂掃そう除じが終わったです！　さぁ、ヒイロ様！　昨日、おじやを『あーん』してくれたお礼も含ふくめ、今日こそお背中をお流しするです！」

　奏ちゃんの発言を聞いた直後、とある二人の視線が変わる。僕に注ぐ視線からはっきりと殺気が伝わるんですが。

「ヒイロ君は死を覚かく悟ごしていたのですわね。でなければ、そんな行こう為いはできないはずですものね。貴方あなたにそんな度胸があるとは……貴方への考えを改めねばなりませんわね」

　咲姫先輩はメリケンサックを両手に嵌はめながら、僕を睨にらんでいる。……『あーん』したのって殺されるような事なのかな。

「へぇ。風邪かぜを引いた女の子を看病して、優しい一面を見せて好感度アップさせて攻こう略りやく対象に昇しよう格かくするような限定イベントをこなしてたわけね」

　先ほど片付けたスナイパーライフルにマガジンをはめ込む梨香さん。

「さぁ、ヒイロ様！　お風呂に入るですよ！」

　奏ちゃんは空気を読んで！　君の発言で二人のスイッチが入って僕に襲おそいかかろうとしてるじゃないか！

「梨香さん！　スナイパーライフルは人を殴なぐるための物じゃありませんよっ!?」

　バレル部分を摑つかみ、ストック部分を僕の頭目め掛がけ振ふりかぶっている。さっきマガジンを取り付けた意味無いよねっ!?

「アンタがやってたゾンビを銃じゆうで倒たおすゲームで、火器を鈍どん器き代わりにしてたでしょっ!!　使い方としては間ま違ちがってないわっ!!」

　それはあくまでゲームでの話だし！　それに、これだけは言いたい！

「相手にしていたのはゾンビですからねっ!!　生身の人間は一人としていなかったはずですよっ!!　で、咲姫先輩はテーブルを持ち上げて何をしようとしてるんですかっ!?」

　十メートルを超こえるテーブルを片手で軽々と持ち上げている。

「これでヒイロ君を潰つぶせば、少しは改心するのではありませんか？　ご覚悟はできておりますのよね？」

「できてないし、一生できません！」

　二人から逃のがれるように部屋に逃にげ込んだ。

　咲姫先輩は分かるけど、どうして梨香さんまで怒おこってるのっ!?　二人のほとぼりが冷めるまで、部屋でおとなしくしてよう。入り口にタンスを置いて、入れないようにしなきゃ！

　咲姫先輩はお風ふ呂ろに入って美少女三人の裸ら体たいを見れば落ち着くから大丈夫。梨香さんも眠ねむる前には必ずと言っていいほどほとぼりが冷めるから、それまで耐たえきれば僕の命は保証できる！

『奏！　あの爆ばく弾だんみたいなの使ってこのドア壊こわしなさい！』

　マジですかっ!?　そこまでするのっ!?

『了りよう解かいです！』

　爆ばく発はつ音が響ひびくとドアが綺き麗れいに無くなった。

「……どうして僕がこんな目に……理り不ふ尽じんだ……」

　殺気だった二人を目の前にして、明日あしたまで生きていられる事を祈いのった。







　第五章　繫がり方







　昨日は散々な目に遭ったけど、とりあえず今日を迎えられて良かった。最近、本気で明日の心配をする事が多いんだけど、僕の人生って大丈夫かな？　すっごく不安なんですが。

「昨日返したメール通り、お昼までの特訓でいい。残りは明日に持ち越こす」

「ごめんね、委員長」

　他ほかのクラスメイトより一時間早く来ていた委員長に謝罪をする。

「構わない。ここを使わせて貰もらっているのだから、家主たちの意見を優先する」

「そう言ってもらえると助かるよ」

「礼はいらない。明後日あさつてに惨ざん敗ぱいなんて事になったら、オタク同好会を解散へ追い込むだけだから」

「頑張って勝とう、委員長！」

　委員長に向けて拳こぶしを作り、勝利を誓ちかう。筒つつ本もとさんに同じ事を言われても怖こわくはないけど、委員長の場合は実行できそうで怖い！　明日は本気でやろう！

　午前中の特訓を終え、久く檀だん家けお抱かかえのシェフが作ってくれたおにぎりやサンドウィッチを皆で食べていた。

　咲さ姫き先せん輩ぱいやハルカ姫も加わり、皆が和わ気き藹あい々あいと昼食を取る中で、奏かなでちゃんは飲み物を配ったり、空っぽになったお皿を片付けたりしている。時々、転んだりしてコップを割ったりしてるけど、常に働いている。

　改めて見ていると、奏ちゃんは止まっている時間が無い。落ち着きがない子供が、親の手伝いを一いつ生しよう懸けん命めいやっているように見える。

　だいたいの人がお昼を食べ終えたのを確かく認にんし、僕はわざとらしく声を上げた。

「そ、そうだ！」

　作戦を知っている三人が瞬しゆん時じに視線を僕に送った。ちょっと、その視線止めて！　プレッシャーで台詞せりふが飛んじゃう！

「よ、夜は料理が得意な人が作って、パ、パーティなんてどうかな？」

　ほんの少し間が空き周囲から「いいな、それ」の声が聞こえて来た。

「会長にしてはいい案だと思うけど、急にどうしたの？」

「え、えっと……」

　まずい。質問されるパターンは考えてなかったよ。次の言葉が出ずに口くち籠ごもっていると、梨り香かさんが僕の隣となりにやってきた。

「私がヒイロに頼たのんだのよ。こういう機会だし、皆で料理を作るっていうのも楽しいと思って。私が素す直なおに提案したら、シェフに作ってって言う人も出てきちゃうと思ったの。だからヒイロに頼んだのよ。ね、ヒイロ」

　皆に見えない様に、肘ひじで突ついてくる。話を合わせなさいって合図だと気づき、

「う、うん！　そうそう！」

　相づちを打ちながら梨香さんへ視線を送った。

「だから、料理が得意な人は欲しい材料をこのメモに書いて。楽しいパーティにしましょ」

　梨香さんがポケットからメモ帳を取り出し、テーブルの上に置く。僕と梨香さんが記入すると、皆次々と記入していく。梨香さんの機転のおかげで助かったぁ。

　皆が乗り気になってくれたようで、次々とメモに記入していく。料理ができる人はあらかたメモを書き終えたようで、作戦の第一段階はなんの問題も──

「何を作ろうか迷うですね！」

　問題が起きました。奏ちゃんがメモに記入しようとしている。僕は慌あわててメモを取り上げた。

「奏ちゃんはいいからね！」

「また料理を作らせてもらえないですかっ!?」

　危ない危ない。奏ちゃんは壊かい滅めつ的に料理ができない上に、ドジっ子のせいで『海あおと空あおの境界線』ではキッチンを破は壊かいしたりしてたからね。調理中に誰だれかを怪け我がさせるような事になったら大変だ。

「『奏特製・何が入っているか分からない闇やみクリームシチュー』を作りたかったです」

「その危険デンジヤーな名前の料理はいったい何っ!?」

「クリームシチューの中に『辛からい』『目まい』『甘い』『痛い』『しょっぱい』『寒い』『酸すっぱい』『煩うるさい』『臭くさい』『苦い』の味がする材料を入れるです」

「ちょっと待った！　味覚じゃ使わない表現が交じってなかったっ!?」

「あ、忘れていたです。『打だ撃げき』『斬ざん撃げき』『爆ばく撃げき』の味も──」

「その三つは味以前の問題だよねっ!?」

「これらをお皿に盛って蓋ふたをして隠かくし、ランダムに回して食べるです！　美味おいしくて面おも白しろいという一度で二度美味しい料理です！」

「それは『闇クリームシチュー』というより『ロシアンルーレット・クリームシチュー』と命名すべきだと思うよっ!?」

　奏ちゃんはその料理を生しよう涯がい作らないでほしい。やっぱりこの子に料理は作らせちゃ駄だ目めだ。梨香さんと咲姫先輩も身の危険を感じたようで、肩かたを抱だいて震ふるえていた。

「ヒイロ君の提案はいいとして、その材料はどうするんですの？　あの冷蔵庫でもそれだけの食材は無いと思いますわよ？」

　咲姫先輩がスムーズな流れで僕に疑問を投げかけてきた。

「そうですね。えっと……」

　わざとらしく間を作り、料理が作れない事にガッカリしている奏ちゃんに視線を送る。

「奏ちゃん。頼みがあるんだけど。ここに書いてある物を商店街で買ってきてくれないかな？」

「……え？　い、今、ヒイロ様なんて言ったです？　……頼みがあるって言ったですか？」

「うん。そう言ったよ」

　奏ちゃんの目がキラキラと光り、疑いのない目で僕を見つめていた。光の粒つぶが見えるのは気のせいじゃないと思う。

「ついに奏との主従関係を結んでくれるですね！　ヒイロ様直々の初のお仕事！　不ふ肖しよう、海み凪なぎ奏！　完かん璧ぺきにこなしてみせるです！」

　改まって挨あい拶さつをした後、僕からメモを受け取り奏ちゃんは走って門を飛び出す。

「上手うまくいったのう」

　様子を見ていたハルカ姫ひめが僕に歩み寄り、小声で声をかけてきた。

「ここまではね。ねぇ、皆みんな！　ちょっと聞いてほしいんだ！」

　この場にいる全員の視線を僕に集める。

「真しん藤どうがお昼で特訓を切り上げると言ったのはそういう理由」

「一年一組は海凪さんにお世話になっているから、もちろんＯＫです」

　三人に話した作戦を伝えると、反対する人はいなかった。よかった、全員の了りよう承しようを得る事ができて。……ちょっと泣きそうかも。

「ほら、ヒイロ。感傷に浸ひたっている暇ひまは無いわよ。指示を出して」

「う、うん。そうだよね」

　顔を二度叩たたき、気持ちを切り替かえる。

「じゃあ、料理が作れる人は梨香さんの指示に従って調理場へ向かってほしい。他の人は飾かざり付けとかかな」

「了解。二年三組はわたしが委員長としてこき使う。文句は言わせない。文句を言った奴やつには、握にぎっている弱みを福ふく音いん学園のスピーカーを使ってばらす」

「「「っしゃー！　頑がん張ばって飾り付けするぞ！」」」

　なるほど。今、士気を上げた青あお木きさんに大おお石いしさんに木き村むら君に鷹たか原はら君が弱みを握られているのか。脅おどしに使えそうだから、覚えておこう。

「ありがとう、委員長。それじゃあ、皆。宜よろしくお願いします！」

　こうして子供が考えたような作戦が決行された。




　奏ちゃんが買い物に行って三時間が経過。ダイニングに置いてあるインカムが、元気のいい奏ちゃんの声を拾う。

『ただいまです！　ってあれ？』

　誰もいないダイニングを見て驚おどろいているのがインカム越ごしに伝わってくる。

『皆みなさん？　どこです？』

　ビニール袋ぶくろをテーブルに置いたような音が聞こえた後、

『ほえ？　これ、書き置きです？　地下室へ来てください？』

　置いてきた紙に奏ちゃんが気づく。

　インカムが拾う足音が遠のいていき、直接聞こえる足音が近づいてくる。

「おかえり、奏ちゃん」

　階段の下にいた僕を見つけて、いつもの明るい表情で駆かけ寄ってくる。

「ヒイロ様！　頼まれた物買ってきましたぁあっ!?」

　残り数段で足を踏ふみ外し、僕目め掛がけて転んできた。奏ちゃんの柔やわらかい部分がまた顔に……。さすがに四回目になると狙ねらっている気がするよ。

「痛たっ……ってヒイロ様っ!?　だ、大だい丈じよう夫ぶですっ!?」

　僕の心配はいいから早くどいて！　鼻から血が出てくる前に！

「ごめんなさいです、ヒイロ様。怪我とかないです？」

　奏ちゃんと一いつ緒しよに立ち上がる。心配そうに僕を見ているから、大丈夫だという事をアピールしておこう。

「怪我とかしてないから大丈夫だよ。円周率をなんて言うか今は忘れたいだけだから」

「ヒイロ様！　そんな簡単な事を忘れたいなんて頭を打ったですかっ!?　すぐ病院へ行く事を勧すすめるですっ!!　それと円周率はπパイですってヒイロ様っ!?　両方の鼻から血がっ!?」

　せっかく忘れかけてたのに奏ちゃんが言うから、自分の顔に何がぶつかっていたか思い出しちゃったじゃないか！

「……だ、大丈夫。関係ない事を考えてればすぐに止まるよ」

　指を鼻に詰つめてしばらく待とう。その間、気を逸そらすために別の話でもしてようかな。

「買い物は大丈夫だった？　結構な大荷物になっちゃってるけど」

「大丈夫でしたです！　あっ、そういえば洋よう菓が子し店でおまけをくれたです！　美味しそうなアップルパイをってヒイロ様っ!?　目から血が出てきてますよっ!?」

　鼻血が逆流して目から血が出てきた。

　駄目だ。奏ちゃんの場合、天然で連想させてくる。これ以上、会話していたら出血多量で死んでしまう。

「ヒイロ様？　本当に大丈夫です？　頭とか打ってないです？」

　まずい。奏ちゃんが本気で心配している。男として大丈夫だとアピールして、安心させてあげなきゃ！

「大丈夫。僕はいつも通りだよ。ここで死んだらダイイングメッセージに『おっぱい』って書いて死ねるぐらい余よ裕ゆうがあるぐらい大丈夫だよ」

「全然、大丈夫には見えないですよっ!?　おっぱいに殺されるって何があったですかっ!?」

　奏ちゃんはいい加減、破壊兵器を装備している事を自覚してほしい。

「それにしても地下室で何をしているですか？」

　そうだった。奏ちゃんのおっぱいに埋うもれて死ぬなら本ほん望もうとか考えてる場合じゃなかった。

「奏ちゃん、ちょっといい？」

　ポケットからアイマスクを取り出して奏ちゃんに装着。

「ほえっ!?　な、なんですっ!?」

　まぁ、いきなりアイマスクを着けてと言われたら誰でも驚くか。

「いいから。ほら」

　多少強ごう引いんに取り付けて奏ちゃんの視界を奪うばった。よし、後は奏ちゃんの手を取って行くだけだ。

「じゃあ転ばないように注意してね」

「……は、はいです」

　周囲の状態が伝わらないようにゆっくりと歩いて行く。

「奏ちゃん。ここに座って」

　主役を席に座らせ、準備が整った。ちょっとドキドキしてきたよ。

「もうアイマスクを取っていいよ」

　視界を取り戻もどした奏ちゃんは周囲の状じよう況きように目を丸くしていた。奏ちゃんが驚くのは無理もない。すでにパーティの準備が出来ているんだから。

　目の前のテーブルには唐から揚あげやフライドポテト。ホットドッグの材料やチャーハン。焼きそばにパスタ。たくさんの料理がテーブルの上に並んでいる。決して豪ごう華かな料理じゃない。料理の知識が多少あれば誰でも作れる料理ばかりだ。

　二年三組と一年一組全員が奏ちゃんを見つめている。見られている本人は、現状に戸と惑まどいの表情を見せていた。

「え、えっと……」

「ほら、ヒイロ。アンタが考えたサプライズなんだから纏まとめなさいよ」

「うん。奏ちゃん、ちょっと待っててね」

　テーブルを挟はさんで反対側にあるステージに向かい、マイクを手に取る。僕を見ている皆の目は、合図を待っている目だ。ここはきちんと決めよう。

『さて！　皆さんお待ちかねの主役が到とう着ちやくです！』

　僕に集まっていた視線が再び奏ちゃんに集まっていく。

「……ふえっ!?　しゅ、主役って奏ですかっ!?」

　皆が自分を見ている理由を理解して驚く奏ちゃん。

『そう。なんたって今日のパーティは奏ちゃんの快気祝いだからね』

　ステージ後部にかかっていた幕を引っ張り落とす。露あらわになった看板には大きく『海凪奏・快気祝いパーティ』の文字が書かれている。

『せ～の！』

「「「奏ちゃん！　いつも色々とやってくれてありがとうっ!!」」」

　僕の合図に合わせて全員で感謝の気持ちを叫さけんだ。

「ほえっ!?　ふえっ!?」

　想像だにしていなかったのか、奏ちゃんはただ慌あわてている。そこに一年一組の生徒が集まっていく。

「海凪さん、先週代わりに掃そう除じ当番してくれてありがとう！　この唐揚げ、俺が切ったんですよ！　美味おいしいから食べてみてください！」

「味付けしてねぇやつが威い張ばってんじゃねぇよ。海凪、こっちのシーザーサラダ、俺がドレッシングかけたんだぜ。絶ぜつ妙みような量だから食ってみてくれよ」

「アンタだって自じ慢まんにならないわよ。ねぇ、奏ちゃん」

　一年一組の生徒が次々と話しかけるが、未いまだに頭が追いついていない奏ちゃんは空返事を繰くり返すだけ。目の前に積まれていく料理に手を付けずどうしたらいいか分からないって感じだ。

『皆、奏ちゃんのために作ったんだよ』

「奏のために……です？」

　料理に視線を落とす奏ちゃん。

「ヒイロが言いだしたのじゃぞ。奏のために皆でパーティをしようとな」

　奏ちゃんの肩かたに手を置いて話しかけるハルカ姫。

「ヒイロ様が？　どうしてです？　どうして奏なんかのために？」

『奏ちゃんに喜んで欲しいから、かな』

　不思議そうに僕を見つめた後、ステージ前で微笑ほほえんでいる梨香さんや咲姫先せん輩ぱい、そして隣となりにいるハルカ姫を見ていく。

「で、でも奏は従者で主人に尽つくしてもらうなんて──」

「奏」

　ハルカ姫が奏ちゃんの言葉を遮さえぎった。

「ヒイロは奏をそんな風に思っておらん。ただ一人の女として見ているんじゃ。妾わらわもヒイロが望む奏になってほしいと思うておる。せっかく平和な世界に来たのに、奏自身が変わらぬのでは意味が無いであろう？」

　奏ちゃんだけではなく、他ほかの人たちもハルカ姫の言葉に耳を傾かたむけている。

「せっかく妾が権利を譲ゆずったのじゃ。もう自分のために人生を使って良いぞ？　……奏。もうお主は一人ではない。見て分かるであろう？」

　ハルカ姫が目の前の料理に視線を送る。釣つられて奏ちゃんは料理を見つめ、その先にいる僕たちを見つめた。

「で、でも奏は他の生き方を……」

　奏ちゃんが瞳ひとみの奥を潤うるませながら言い淀よどんだ。続きを口にしなかったのは、ハルカ姫ひめが言ったことを否定しようとしたからだと思う。でもそうしなかった。もし続けてしまえば、目の前にある料理を作ってくれたクラスメイトや、一緒にいる僕たちのことも否定する事になってしまう。

　奏ちゃんはもう気づいているはずだ。自分が正しくて、間ま違ちがっている事に。だから伝えたい。

『奏ちゃん。これからもずっと一緒にいるよ。約束するから』

　僕には笑ってこんな事を言う事しかできない。でも、この言葉に噓うそはない。

　ステージの前にいる二人に同意を求める。もちろんという様な顔で頷うなずいたのを見ると、奏ちゃんは泣き出してしまった。声を出さないように、唇くちびるを嚙かみしめながら涙なみだを流し続けている。

「奏が頑がん張ばっていた事を皆みなは分かっておる。今までよう頑張ったのう、奏。これからは甘えて良いのじゃ。甘えさせてくれる男がいるであろう？」

　ハルカ姫が頭を撫なでると、奏ちゃんは抱だきついて声を出して泣き出した。
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「……ひっく……えっく……」

「本当に長い間、よく頑張った」

　泣き止やまない奏ちゃんを何度も慰なぐさめ、いつものあの笑え顔がおが見れたのは、しばらく経たってからだった。




　学生の食欲はすさまじく、山ほどあった料理は開始からわずか一時間程度でほとんど無くなってしまった。

　う～ん、これは予想外だ。学生百人の胃い袋ぶくろを完全に舐なめてたよ。

　特に二年三組の女子は少し自重して食べてほしい。フライドポテトを豪ごう快かいに手て摑づかみで口に放り込む様は、鬼き気き迫せまるものを感じるよ。

「そんな顔しなくて大丈夫よ」

　心配そうにテーブルを見つめる僕に声をかける梨香さん。

「始まる前から爺じいに新しい食材を用意するよう言っておいたのよ。今、到着したって。また作りましょう」

　さすが梨香さんだ。僕と違ちがって先の事までしっかりと考えている。僕の至らない所にまで気を配ってくれている梨香さんには感謝の気持ちしかないよ。

「梨香さん、ありがとう」

　素す直なおに僕が言うと、梨香さんは顔を真っ赤にして否定しだした。

「べ、別にアンタの為ためじゃないわよ！　奏の為にやってるのよ！」

「分かってますって。ほら、作りに行きましょう」

　パーティ会場の隣に用意されたキッチンスペースへ行くと、すでに数人の生徒が料理を作り出していた。その中に咲姫先輩の姿がある。

　咲姫先輩は凄すごい豪快な料理をしているなぁ。脚きや立たつを使わないと中を覗のぞけない大おお鍋なべを使っている。

「あら、ヒイロ君。良い所に来ましたわね。ちょっと手伝ってくださる？」

　手招きして僕を呼ぶ咲姫先輩。何を作るかまだ決まってないし、咲姫先輩を手伝おう。

「じゃあ私はミートソースのスパゲティでも作ってくるわね」

「分かりました。それじゃあまた後で」

　梨香さんと別れ、完成図のスパゲティを想像する。よし、後で絶対に食べよう！　梨香さんという美少女が作った料理だし。普ふ段だんも食べてるけど、こういう場で食べるとまた違うはずだ。

　水色のワンピースにエプロンというとても魅み力りよく的な格好の咲姫先輩の元へ向かう。

「お待たせしました。何を手伝えばいいですか？」

「まな板の上にある野菜を取ってくださいます？」

「鍋なべに入れるだけですよね？　だったら僕が入れますよ」

　綺き麗れいに切ってある数種類の野菜をまな板ごと運び、咲姫先輩が乗っている脚立を上って鍋の中に投入。

「ありがとうですわ。一ひと煮に立たちさせて最後にとっておきの食材を入れれば、わたくし特製のスープが完成ですわね」

　鍋の中を覗くとお湯が沸ふつ騰とうし、野菜が泳いでいるだけ。まだ味付けなんかはされていないみたいだ。咲姫先輩は何を作る予定なんだろう？　僕がよく作る日本食なら、けんちん汁じるとか豚とん汁じるが思い浮うかぶけど。

「わたくしが何を作っているか気になりまして？」

　そんな僕の思考を読み取ったのか、咲姫先輩が問いかけてくる。

「はい。何を作ってるんですか？」

「フフフッ」

　不敵に、そして不気味に笑う咲姫先輩。な、なんだろう。背筋に冷たい汗あせが一ひと滴しずく流れたんだけど。

「聞いて驚おどろくといいですわ！　『夜や華ばな咲姫特製・ゴミ屑くず汁じる』ですわ！」

　恐きよう怖ふを感じた理由が判明しました！

「どこへ行きますの、ヒイロ君？」

　咲姫先輩は逃にげようとした僕の腕うでを、握にぎり潰つぶさないギリギリの力で摑つかんでいた。ほ、骨がっ！　骨が軋きしんで痛いっ！

「まだ『夜華咲姫特製・ゴミ屑汁』の説明が終わってませんわよ」

「想像できるんで結構です！」

「まぁそう言わずに。奏さんが笑顔になったのは良しとしましょう。ですが少しやり過ぎかなぁと思いまして」

　長くて綺麗な髪かみを耳に掛かけながら近きん距きよ離りで僕を見つめる咲姫先輩。その純じゆん粋すいな目は、確実に僕の死を願っている目だ。本当に逃げないと殺される！

「美少女の好感度を上げすぎたゴミ屑を、隠かくし味あじに丸ごと入れるという斬ざん新しんかつ単純な料理ですわ」

「隠し味にならないですよねっ!?　多分、一番目立つ具材だと思いますけどっ!?」

「名前から想像しても、決して美味しくはないでしょうね」

「それなら作るのを止やめましょうよっ!!」

「ヒイロ君は何を言っておりますの？　一度しか作れない料理を作らないなんて勿もつ体たいないですわ」

「一度しか作れないのは、僕が死ぬからですよねっ!?」

「わたくしは是ぜ非ひ作りたいので協力をお願い致いたしますわ！」

「絶対に協力しませんっ!!」

　なんとか咲姫先輩の腕を振ふり払はらい、僕は九死に一生を得た。

　咲姫先輩には困ったもんだ。美少女の為になら全力を尽くすのに、それに男子が関かかわると一変するんだから。梨香さんが男子に告白されたなんて知ったら、どうなるんだろう。




　料理が次々に完成していき、パーティ会場へ運ばれていく。

「あれ？　ヒイロ、それどうしたの？」

　僕が作った料理を見て梨香さんが問いかけてきた。

「アンタが洋食なんて珍めずらしいじゃない」

「和食が好きだから自然と和食を作る機会が多いだけで、洋食も作りますよ。ちょっと手の込んだ物が作りたくて作ってみました」

　僕たちの前には、赤茶色のデミグラスソースがかかった半熟トロトロのオムライスがある。それもかなり巨きよ大だいなオムライスだ。普段は洋食なんて作らないから頑張ってみたけど、思った以上に上手うまくできた。

「この前、梨香さんが作ってくれたのを真似まねして作ったんです。あれ、本当に美味おいしかったんですよ」

「そ、そんな大した物じゃないわよ。ま、全く。ヒ、ヒイロはお、大げさなんだから」

　なんて言いつつも梨香さんの顔は嬉うれしそうだ。でも本当にお世辞なしで、絶品だった。

「でも、それなら言いなさいよ。ヒイロが作らないで私が作れば良かったじゃない」

　その選せん択たく肢しも考えたんだけど、止めたのにも理由がある。

「いや～、あのオムライスを僕以外の男に食べさせたくないです。あ、でも梨香さんが好きな人には是非、食べさせてあげてくださいよ？　きっと好感度上がりますから」

　我ながらナイスアイデアだと思う。梨香さんの消しよう滅めつ試練を達成する為のステップとして、必ず食べさせてあげてほしい。

「──ってあげる」

「ん？　何か言いました？」

「こ、今度また作ってあげるって言ったの！」

　あれ？　なんで顔を真っ赤にして言うの？　別に普ふ通つうに言えばいいのに。

「じゃ、じゃあ私は戻もどってるわよ！」

　そう言って梨香さんはパーティ会場へ向かった。僕もオムライスを持って戻ろう。少し小腹が空すいてきた。

「あっ、ヒイロ様！　それ奏が運ぶです！」

　泣き止んで明るい笑顔になった奏ちゃんが、オムライスを持っている僕を見つけ、慌あわてて前にやってくる。

「いいよ。もう持っちゃってるし、渡わたす手間を考えれば僕が運んだ方がいいからね」

　渡すぐらい手間にはならないけど、こんな重い物を女の子に持たせるのは男としてどうかと思う。それに今日は奏ちゃんが主役なんだから、雑用をやらせるわけにはいかない。

「なるほど、分かったです！　じゃあオムライスを持っているヒイロ様を奏が持つです！」

　僕の前から後ろに回り、抱きつくように僕を抱かかえようとする奏ちゃん。

　咲姫先せん輩ぱいならともかく、奏ちゃんに僕を持ち上げるのは無理だと思う。けど、言わないでしばらく放っておこうかな。当たっている柔やわらかい感かん触しよくがヤバイ！

「む～っ！」

　決して軽いとは言えない僕を持ち上げようと必死になっている。それに比例して、柔らかい感触が更さらに強くなる。なんだかんだ言って、やっぱりおっぱいは大きい方が……。

　……お、落ち着け、僕！　もし大きい方だけを好きだなんて言ったら、長年愛してきた貧ひん乳にゆうキャラの嫁よめたちはどうなるっ!?　長年を費ついやして愛めでてきたのが無意味になるじゃないかっ!!

　そんな事を考えていると、オムライスにかかったデミグラスソースが文字を象かたどっていく。ちょっとホラー映画を思わせて怖こわいんだけど。





『真しん藤どうヒイロさん。




　もうおっぱいは大きい方がいいって認めていいと思いますよ』






　急になんだよ、神様！　僕は大きいのも好きだけど、貧乳も好きだって言っているじゃないか！　……確かに最近は奏ちゃんや梨香さんの胸に触ふれる機会が多くて、大きい方が良いかなって気もしてるけど……それでもまだどっちも好きだよ！

　文字が一度、ぐちゃぐちゃになってまた文字を形成していく。だから、ホラー映画みたいで怖いって！





『ちなみにわたしは巨きよ乳にゆうな方だと思いますよ！』






　神様の体型なんて知るかっ!!

　項うな垂だれていると奏ちゃんが横から顔を出してきた。

「どうしたですか、ヒイロ様？」

　抱だきつかれているこの状じよう況きようだと、自然に奏ちゃんが上うわ目め遣づかいになる。……ヤバイ。めちゃくちゃ可愛かわいい。

「ヒイロ様？」

「えっ？　あっ、うん。な、なんでもないよ」

　一いつ瞬しゆん、オムライスを投げ捨てて奏ちゃんを抱だきしめたいと思った事は黙だまって──

「はい！　奏は別に抱きしめられてもいいです！」

「エロい事を考えたわけじゃないのに、思考が漏もれるのやめてほしいんだけどっ!!」

「美少女の奏さんを抱きたいと不純な考えを持つゴミ屑はどこですの？」

　今までいなかったはずの咲姫先輩が何故なぜここにっ!?

「まったく貴方あなたという人は暇ひまさえあれば欲望丸出しの事を考えてますのね」

「咲姫先輩にそれ言われたらお終しまいな気がしますけどっ!?」

「何を言っておりますの？　暇さえあれば外を歩く幼女を見て『あぁ、わたくし好みの女性に育成したいですわね』と無意識に考えてしまうわたくしは普通ですわよ」

「ここに誘ゆう拐かい犯予備軍がいるっ!!」

「冗じよう談だんですわ」

　僕にはとても冗談には聞こえないんだけど。咲姫先輩ならやりかねない気がする。いつでも警察に電話できるように準備していたほうがいいのかもしれない。

「む～っ！」

　咲姫先輩とやり取りをしている間も、奏ちゃんはずっと僕を持ち上げようと頑がん張ばっていた。

「ほら、奏ちゃん。無理だから早く外へ行こう」

　二人を連れてパーティ会場に戻り、空いているスペースを探す。さすがにこれだけ大きいと簡単には置けない。

「ヒイロ！　ここ空けておいたわよ！」

　梨香さんが大きく手を振り、僕を呼ぶ。梨香さんの前には大きな空きスペースが出来ており、僕が持つオムライスは余よ裕ゆうで置けそうだ。

　歩いて梨香さんの元へ向かうと同時、梨香さんの表情が変わる。何か気に障さわるような物でも見たかのような顔だ。

「……ヒイロって意外に器用よね」

「はい？」

「やっぱりヒイロは、おっぱいは大きい方がいいのねっ!!　私のおっぱいより奏のおっぱいの方がいいんでしょっ!!　どうせおっぱいに顔が当たるとか、抱きついて柔らかいのが気持ちいいとか、そんなイベント私には無理よっ!!」

「きゅ、急になんですかっ!?」

　梨香さんは僕が持っているオムライスを顔を真っ赤にしながら指差している。なんだろう……って！





『僕、真藤ヒイロは大きいおっぱいが大好きです！』






　ちょっと神様っ!!　なんて文を書き残しておくんだっ!!

「り、梨香さん！　これは違ちがうんですよっ!!」

「器用にこんな一文をデミグラスソースで堂々と書いた人が何を言っても信用できないわよっ!!」

　梨香さんが凄すごい剣けん幕まくで言ってくる。……た、確かに……。『私は格好良くて背の高くて心の優やさしいオタクじゃない男子が好きです！』って書かれたオムライスを見たら、どう理由を付けられても信じない。

「違いますですよ、久檀様。ヒイロ様は大きいおっぱいが好きなんじゃなくて、おっぱいが好きなんです！」

　奏ちゃんは弁解をしてくれているつもりなんだろうけど。ここで頷うなずいてしまったら、梨香さんの不満に油を注ぐようなものだ。もちろん嫌きらいではないけども、熱弁するほど好きなわけじゃない！　……ほ、本当だよ？　絶対領域と同じレベルで好きなだけだよ？

「ヒイロがおっぱい好きだって事は知ってるわよ！」

「あ、あれっ!?　いつの間にか梨香さんの中でおっぱい好きキャラが確立されてたっ!?　そんなキャラ立ちになるような行動を取った覚えないんですけどっ!?」

「よく言うわよ！　奏のおっぱいが腕うでとかに当たっていっつも喜んでるじゃないのっ!!」

「それは違いませんけどっ!!」

「認めるのっ!?　せめて否定は続けた方がいいんじゃないっ!?」

「ええい！　お主等は妾わらわの耳に届く範はん囲いでおっぱいの話をするでないわっ!!　当てつけにしか聞こえぬぞっ!!」

　ハルカ姫ひめの仲ちゆう裁さいが入り、不満な顔をしながらも梨香さんは引き下がってくれた。よし、前もしたけど後でもう一度しっかりと弁解しよう！　僕は絶対領域と同じレベルでおっぱいが好きだと！




　いつになっても終わらないパーティ。時計の針は九時を回ろうとしている。いくら作っても料理が間に合わなくなってしまい、結局は効率良く調理の出来る久檀家専属のシェフが料理を作ってくれることになった。

　和わ気き藹あい々あいとしている皆みんなを見て胸をなで下ろした。奏ちゃんのことがあったから思いついたけど、皆が楽しんでいるようで、発案者としては嬉しい。

　会場の隅すみっこでジュースの入った瓶びんを片手に見み渡わたしていると、二つの影かげがない事に気づく。ジュースを二つ持って地下室から上がり、外へ向かうとテラスの下にいなかった影がいた。奏ちゃんとハルカ姫だ。奏ちゃんはハルカ姫の膝ひざを借りて眠ねむっていた。

「泣き疲つかれたようじゃ」

　ハルカ姫が僕の存在に気づき、話しかけてきた。持ってきたジュースを手て渡わたし、二人の隣となりに腰こし掛かける。

「すーっ……すーっ……」

　あんなに泣いていたのに、途と中ちゆうからいつも通りの。ううん。いつも以上の笑え顔がおで皆と話していた奏ちゃん。僕の所にも「これ、美味おいしいですよ！」と言いながら駆かけ寄ってきて、思う存分パーティを楽しんでいた感じだった。あんなにはしゃげば、眠くもなるか。

「奏ちゃん、分かってくれたかな？」

「分かっておらぬのなら、あのまま妾の言う事を否定しておったはずじゃ」

「だよね。今までみたいに頑張らなくても大だい丈じよう夫ぶって分かってくれたよね」

　そうじゃないと頑張った意味が無い。あの奉ほう仕し癖ぐせはすぐに治らないかもしれない。それでも、分かっているのといないのでは、意味が違う。

「お主には感謝してもしきれぬな」

「なんか気持ち悪いな。ハルカ姫が素す直なおにそんな事を言うなんて」

「失礼な奴やつじゃ。奏に関しては、妾は素直になるぞ？」

　まぁ、そうだろうね。『海あおと空あおの境界線』でも姉妹同然だったし。

「両親を奪うばった妾としては、奏には幸せになってほしいのじゃ」

「……やっぱり気にしてるの？」

「お主はやはり知っているのじゃな」

　頷くとハルカ姫は微び妙みような笑みを返す。苦笑いとも、作り笑いとも取れない曖あい昧まいな笑み。

「戦いくさだったという言い訳はしとうない。父上が奏の家族と国を奪った事に変わりない」

「でもハルカ姫が気にするのは違うと思う」

　僕の言い分に首を横に振ふる。

「あの戦には今後のためと称しようして妾も出向いておってのう。残ざん虐ぎやくという言葉しか思い浮うかばぬ戦いくさ場ばじゃった。五歳ながらに鮮せん明めいに覚えておるよ。焼かれる町に黒焦こげた死体の山。正気の沙さ汰たとは思えぬ」

『国こく喰しよく』という言葉が生まれた戦争。抵てい抗こうのない国を他国が無慈じ悲ひに喰くらう様から、その名が付いた。

　最初の国喰で唯ゆい一いつ、生き残ったのが奏ちゃんだった。焼かれた城しろ跡あとから発見された五歳の子供。生き残れたのは、奇き跡せきとしか言いようがない。

「奏ちゃんが昔の記き憶おくがないのは、その光景を見たからなのかな？」

　僕は『海あおと空あおの境界線』を観みて知っている。目の前で両親が斬きられ、家族が焼かれる光景を殺される恐きよう怖ふに怯おびえながら見ていた事を。

「おそらくな。奏が負った心の傷は想像もできぬよ。だから妾は奏を引き取った」

　奏ちゃんの頭を撫なでるハルカ姫。その姿は妹を気き遣づかう姉のように見える。

「奏には幸せになってほしい。罪つみ滅ほろぼしにもならぬが、そのぐらいは願わせてほしい」

「……だから、三次元へ来る権利を譲ゆずった？」

「はて？　なんの事かな？」

　先ほどとは違う笑み。人を小こ馬ば鹿かにするような顔。

　パーティが始まった時、ハルカ姫は奏ちゃんに言っていた。「せっかく妾が権利を譲ったのじゃ。もう自分のために人生を使って良いぞ？」って。この発言から、神様の手紙で疑問だったことが解消される。

　奏ちゃんを指して『本当は三次元へ来るはずでは無かった』と書いてあった。可能性として別の誰だれかが来る予定だったのを譲り受けた事も考えられる。そしてそれはハルカ姫だったんだと僕は思う。

　そうなると一つの疑問が浮かぶ。

「どうしてハルカ姫は三次元へ来たの？　他ほかの三人は僕の願いで来たけど、ハルカ姫は違うよね？」

　ずっと気にはなっていた。もし願いで来たのなら、三人と同時に来てくれてもいいはず。

「先ほども言ったであろう？　奏には幸せになってほしいと。奏の傍そばに居る人物は奏を幸せにできるかどうか見たかったのじゃ」

　ハルカ姫のまっすぐな目が僕の目を捉とらえる。

「ヒイロよ。お主は奏に『ずっと一いつ緒しよにいる』と言ったな。あれは友としてか？　共に暮らす家族としてか？　それとも後々の妻としてか？」

　ハルカ姫が言いたい事は分かるんだけど……う～ん、参ったなぁ。

「ごめん。まだ答えられないよ」

「ふむ。何故なぜじゃ？」

「……僕は奏ちゃんが大切だし、失いたくないって思ってる」

　だからこそ、消しよう滅めつ試練を達成したい。この気持ちに偽いつわりはない。でも、

「これがどんな感情から来てるのか、僕も分からないんだ」

　梨香さんにだって同じ感情を抱いだいているし、咲姫先せん輩ぱいにだってそうだ。よく分からない事で怒おこられたり、とんでもない目に遭あったりするけど、今までじゃ味わえなかった幸福を感じている。皆と一緒にいると楽しい。

「そうか。ならば、今しばらく様子を見るとしよう。ヒイロが妾の眼鏡に適かなうようであれば良し。適わぬのであっても良しじゃ。見み極きわめたら妾は元の世界へ帰るとしよう。帰りたいと思えば帰れるらしいのでな。それまで世話になるぞ」

　またハルカ姫の言葉で一つの疑問が解消される。奏ちゃんの消滅試練だ。





『海凪奏の消滅試練：自分の為ために何かを成す事。

　試練達成までの期間：大切な人がいなくなるまで』






　大切な人がいなくなる部分が分からなかったけど、これはハルカ姫を指している気がする。ようやく期間が見えてきた。後は奏ちゃんが自分の為に行動してくれるようにするだけだ。




　翌日、全員が目覚めたのはお昼を回った頃ころだった。まぁ、そうだよね。朝の五時まで騒さわいでいたら、起きるに起きられない。僕たちは週末のサラリーマンですか？

「皆。朝食という名の昼食を食べながら聞いて欲しい。支給されたノートパソコンに新しいルールなどが送られてきた。皆はまず登校と同時にクラスと名前を提示する。すると、教師が武器の選せん択たくを迫せまってくる。武器を受け取ったら本ほん拠きよ地ちへ向かう」

　クロワッサンを頰ほお張ばりながら、二クラス全員が委員長に視線を注ぐ。明日あしたは朝一からイベント決行か。休きゆう憩けいも無しにずっと続けるのかな？　七百人以上が入り乱れるのに、あっという間に終わる気がしない。そんな僕の思考を読んでか、委員長が付け加えた。

「一応、十時と十五時に十五分。お昼に一時間の休憩はある」

　どっちにしてもハードな一日になりそうだ。

「次に明日の具体的な作戦と、現状得ている田た丸まるが集めてくれた情報を開示する」

　田丸君には別口で他のミッションがあるって言ってたけど、情報収集の事だったのか。

「わたしたちのように、共きよう闘とうをしているクラスが幾いくつかある。まずは一年三組と一年五組。お互たがい突とつ出しゆつした実力者がいないらしく、それを補うために協力したらしい」

　協力し合う理由にも色々とあるんだね。

「次に三年二組と三年五組」

　ん？　三年五組？　確か咲姫先輩って三年五組じゃなかったっけ？

「これについては咲姫先輩に話をしてもらう」

「大した情報ではないのですが。わたくしたちのクラスはどうしても山が欲しいらしく、各部活の部長が多く在ざい籍せきしている三年二組と手を組んだらしいのですわ」

　僕と同じ発想か。咲姫先輩には悪いけど、以前聞いた委員長の説明を考こう慮りよすると三年五組は組む相手を間ま違ちがった気がする。

「他に共闘してるクラスはあるけど、一いつ旦たん話を変える。二年三組はまず武器の収集に励はげんでもらう。一ヶ所に集まるであろう一年三組と一年五組をターゲットにしようと思う」

　あぁ、なるほど。人が多いほど倒たおしたときに得られる武器は多いし、こっちからも狙ねらいやすい。攻こう撃げきと収集が行えるいい案だ。

「模も擬ぎ戦での動きが良かった人間を前方に置き、武器収集用に平均点が高い人は後方に回ってもらう。できる限り被ひ害がいは出したくないけど、これなら前方に配置しているのがやられても、武器収集にはさほど影えい響きようが出ない。編成は後でわたしが考えておく」

　いつもながら委員長の考えは的確だと感心するなぁ。僕がバカなだけかもしれないけど、ツッコミを入れる隙すきがない。

「で問題は次。他に共闘しているクラスが三クラスある」

「は？　三クラスってなんだよ？」

　クラスメイトの一人が疑問を投げかけた。その疑問は当然だ。

　景品である山は二つで一位と二位に贈おくられることになっている。それなのに、協力しているクラスが奇き数すうというのはおかしい。一クラス溢あふれる事になってしまう。

「理由は簡単。二年四組が二クラスに共闘を申し込んだ。もちろん、これは片方を裏切るか、もしくは両方裏切る事が予想される。その二クラスは一年四組と二年一組」

「「に、二年一組っ!?」」

「久檀さんに真藤。どうしたの？」

　僕たちは揃そろって声を上げてしまった。

「い、いやなんでもないよ！」

「そ、そう！　なんでもないのよ！」

　佐さ倉くら君の事を思い出してしまった。梨香さんもきっとそうだろう。もし、佐倉君が梨香さんの好きな人を倒したら付き合うのかな？

「二人の反応が気になるけど話を続ける。一年四組には筒本さんの古い知人がいて、協力を頼たのんだらしい。二年一組が共闘を申し入れたのは、二年四組と利害が一いつ致ちしているかららしい」

「なんにしても、許せないです！　協力を申し出てくれた人を裏切るような真似まねをするなんて！」

　奏ちゃんが大きな声で不満を叫さけぶ。他人との繫つながりを大切にしてきた奏ちゃんには、許せない行動なんだろう。

　奏ちゃんの怒っている姿が可愛かわいいなって思うけど、他の事が気になる。二年一組と二年四組の利害が一致しているという事だ。

　二年四組は筒本さんが指揮している。つまりターゲットはオタク同好会の会長と副会長がいる僕たちのクラスになる。

　そして二年一組を率いているのは佐倉君だ。その二年一組が倒したい相手というのは、おそらく梨香さんが好きな人だろう。

　ここから導き出される答えは、梨香さんの好きな人は二年三組にいるって事。一体、誰だ？　梨香さんとそこまで仲良く話している男子なんていない気がするんだけど。

「次は本拠地について。本拠地は指定されたエリアの外にフラッグが出ると負けになる。わたしたち二年三組は、ありがたい事に自分たちの教室全体になった」

「ありがたい？　どうして？」

「教室は四方が囲まれているから狙そ撃げきの心配はない。窓と入り口に注意を払はらっておけば大だい丈じよう夫ぶ。守る事に関してはこれ以上ない条件」

「そういう事か。窓には教室内にある草とかを上手うまく使えば、防げるしね」

「真藤、正解。だから二年三組はフラッグと守備の十人だけ残して、攻せめに回らせる」

「あれ？　奏たち、一年一組の本拠地はどこになるです？」

　共闘するからには一年一組の本拠地の場所も重要になる。それは委員長も分かっているはずなのに、どうして説明しないんだろう。

「一年一組は新設された屋内プールになった。ただし問題がある。プールに浮うき島しまを作り、そこが本拠地になる」

「おいおい。なんだよ、それ。狙ってくれって言ってるようなもんじゃねぇか」

　一年一組の生徒が愚ぐ痴ちをこぼす。

「確かに新設プールに入られたらまず狙い撃うちにされる」

「でも待ってくださいます？　新設プールへ入るには、入り口と裏口の二つしかありませんわよね？」

「咲姫先輩の言う通り。二つの出入り口さえ守れば、守りきれる。窓から侵しん入にゆうするバカな行動をする人間さえいなければ大丈夫。一年一組はクラスの数が減るまで守備に徹てつ底ていしてほしい。二年三組は拾った武器を持って一年一組に合流し、守備に徹てつする事にする」

　そっか。悪条件の揃っている一年一組は守備に徹しなければならない。だから武器回収は二年三組だけなのか。

「他に質問がある人はいる？」

　委員長の問いかけに手を挙げる人はいない。全員が食事を済ませており、すぐにでも特訓に入る事ができそうだ。

「ないのなら、衣装を全員に配る」

「衣装？　委員長、衣装って何よ？」

「サバゲーをする際の服は自由でいいと書かれている。制服で参加するのも良し。ジャージで参加するのも良し。気持ちを合わせるために衣装を揃えるのも良し。どうせなら皆みんなで合わせた衣装を着たいと思う」

　委員長が奥から大きな箱を持ってきた。中には人数分の黒いＴシャツと、迷めい彩さい柄がらのトップスとボトムスが入っていた。この間のミスコンもそうだけど、委員長って服をどこで仕入れてるんだろう。ミスコン時の衣装を考えると、すごいコネクションがあるんじゃないかな？

「皆にこれを配──」

「ちょっと待っていただけますか！」

　委員長の言葉を遮さえぎる咲姫先輩。その目は普ふ段だんの行いからは想像できないほど、純じゆん粋すいにキラキラとしていた。

「衣装を合わせるというのは素す晴ばらしいですわね！　迷彩柄なら統一された衣装と考えてよろしくてっ!?」

「う、うん。そう捉えてもらって構わない」

　あの委員長が気け圧おされている。

「わたくし、とっておきの可愛い衣装があるのですわ！　是ぜ非ひとも、梨香さんと奏さんに着ていただきたいと思っております！」

「わ、私っ!?」

「奏は別になんでもいいですよっ!!」

　段々と咲姫先せん輩ぱいが何をしようとしているか読めてきたぞ。これはこのまま放置するのが正解だね。きっと素晴らしく興奮できる衣装に違ちがいない！

「咲姫先輩。可愛いとか言って、奏のメイド服みたいな衣装じゃないでしょうね？」

　梨香さんが疑いのまなざしで問いかける。さすがに梨香さんも気づいたか。

「んもう、心配性しょうですわね、梨香さんは。あのメイド服に負けず劣おとらずで露ろ出しゆつが多くて可愛いですわよ」

「やっぱりそっち系なのね！　絶対に着ないわよ！」

　咲姫先輩のアホ！　せっかくのチャンスを逃のがさないでくださいよ！

「梨香さん。ちょっと耳を貸してくださる？」

「な、何よ」

（可愛くて露出の多い服を着ればヒイロ君も喜びますわよ？）

（そ、それは……！　わ、分かってるけど恥はずかしいのよ！）

　小声で何かを話しながらこっち見てるけど、なんだろう？

（着るは一時の恥はじ、着ないは一生の恥ですわ）

（それ絶対に間違ってるわよねっ!?　着て写真にでも収められたら一生の恥よっ!!）
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（ヒイロ様が喜ぶなら、奏は喜んで着るですよっ!!）

（くっ……奏はいいわよね！　一部分にすっごい自信があるんだから！　私なんて中ちゆう途と半はん端ぱだから露出の多い服を着ても……このおっぱいが羨うらやましいったらありゃしないわ！）

「ふえぇっ!?」

　梨香さん、急に奏ちゃんのおっぱいを鷲わしづかみにしてどうしたのっ!?　その鬼気き迫せまる顔は何っ!?

「もう、分かったわよ！　着ればいいんでしょ、着れば！　頑がん張ばって着てやるわよ！」

　なんだかやけ気味だけど、梨香さんは咲姫先輩の用意する服を着るみたいだ。

「ではお二人は此方こちらへ！」

　背中を押され、二人は奥へ引っ込んでいく。ドアを閉める直前、咲姫先輩は振ふり返り僕に向けて親指を立てた。僕も親指を立て返す。咲姫先輩、グッジョブです！

　僕たちも試ためしに衣装を着ることになり、女子はお風ふ呂ろの脱だつ衣い所や空いている部屋を使い、男子はダイニングで着き替がえる事になった。

　フリーサイズという事もあり、ジャケットもカーゴパンツもかなり余よ裕ゆうがある。動きやすさも考えたんだろう。

「おまたせ」

　女子も着替え終わり、ダイニングへ帰ってきた。

「真藤」

「ん？　何？」

「こういういつもと違う服を着た女子を見たら、一言可愛いとか言うべき」

　委員長の言い分はもっともだ。制服姿を見慣れている委員長やクラス女子が、こんな迷彩柄の服を着るなんて新しん鮮せんそのもの。だけど、僕は外見で人を判断しないからね。

「ここにいる全員がいつもと変わらないから、何も言わないんじゃないか」

　三次元の女の子なんて、いつ如何いかなる時も理解不能なんだから。

「真藤は月明かりの無い夜に死ぬと思う」

「その未来予言は何っ!?」

「予言は外れることがある。だからこれは予言ではなく、予告」

「委員長の迷彩服とても似合ってるよ！」

「お世辞ならいらない」

「なら殺人予告までして言わせないでっ!!」

　あまり委員長は敵に回したくないのに、回ろうとするから困る。

「フフフッ」

　委員長とそんなやり取りをしていると、奥から咲姫先輩が戻もどってきた。例のごとく、鼻を押さえ上を向いたまま。これは期待せざるを得ないね！

「梨香さんに奏さんっ!!　貴女あなたたちの素晴らしい美しさを見せつけてやるのですわっ!!」

　咲姫先輩の合図に二人がゆっくりとドアから出てきた。

「さ、さすがに恥ずかしすぎるわよ、これ……」

「この服、すっごく動きやすいです！」

　二人が出てきた瞬しゆん間かん、後方で（鼻から血を出して）倒たおれるクラスメイトが十人以上。一年一組にも被ひ害がい者しやがいるみたいだ。

　僕も二人と接点が少なければそうなっていたかもしれない。それだけ二人の衣装は破は壊かい力抜ばつ群ぐんなものになっている。

　梨香さんは迷彩柄のホットパンツを装備し、普段は白のニーソは黒に変わっている。あの素晴らしい絶対領域がいつもより白く輝かがやきを放っているのは勘かん違ちがいじゃない！

　トップスの着方も破壊力がある。黒いＴシャツの上に着た迷彩ジャケットのファスナーを半分ほど上げ、ほどよく育った胸をアピールするかのように着ている。

　そしてこれだけは言いたい。胴どう回まわり全開になる短いＴシャツは本当に素晴らしいとしか言いようがない！　健康的すぎて眩まぶしいです！

「ちょ……そ、そんなに見ないでよ」

　どこを隠かくしたらいいのか分からず、モジモジと体を動かす梨香さん。う～ん。いつにも増して可愛かわいいんですけど！

「ヒイロ様っ！」

　僕に抱だきついてきた生物兵器その二。

「奏の衣装はどうです？　可愛いですか？」

「いやもうね！　言葉では表せないよ！」

　下半身に関しては梨香さんとほぼ同じ。やはりこの二人にはニーソが似合う。咲姫先輩もそれは分かっているんだろう。本当にあの人とは美少女の趣しゆ味みが合うなぁ。

　奏ちゃんが着ている衣装で凄すごいのはなんと言っても上半身。はっきり言うと、Ｔシャツを着ていない。胸のトップを布で捲まいているだけ。北半球と南半球が露出しまくっている。上着のジャケットも丈たけが短く、これで外を歩いたら間ま違ちがいなく補導されるレベルの服だ。

「ええい、腹立たしい！　妾わらわなど……妾などっ！」

　奏ちゃんの格好を見て、フルフルと震ふるえるハルカ姫ひめ。分かっていないよ、ハルカ姫は。貧ひん乳にゆうには貧乳の良さがあるんだ！

「またこうして素晴らしい眼福を味わえるなんて最高ですわ～」

　悦えつに入った咲姫先輩が頰ほおを押さえながら紅こう潮ちようしている。気持ちは分かるけど、当の貴女もかなり魅み力りよく的ですよ？

　ロングのボトムスなんだけど、ピタッとしていて体のラインがはっきりと浮うかんでいる。上着もファスナーを上まで閉め、戦場にいる一輪の花って雰ふん囲い気きで咲姫先輩にとても似合ってる。

「どうですか、ヒイロ君！　お二人の姿は満足しましてっ!?」

「これ以上ない満足度ですよ！」

「ですわよね！」

　僕と咲姫先輩は熱い握あく手しゆを交かわす。

「ちょっとヒイロ！　いつまで奏を抱きつかせてるのよ！　そんなにおっぱいの感かん触しよくを味わうイベントしたいのなら私も抱きつくからねっ！」

　是非お願いしたい所ですが、止やめておこう。周囲の殺気が増しているのを感じないほどバカじゃない。

「真藤がおっぱいの感触を存分に味わったら模も擬ぎ戦を開始しようと思う」

　委員長は余計な一言を言わないように！




　日付が変わり木曜日。昨日は本当に暗くなるまで特訓をしていたせいで真新しい服が真っ黒になってしまった。

「ん～っ、いい天気だなぁ」

　まさにサバゲー日和びよりと言える天気。四人で歩く登校が凄く気持ちが良い。青空が広がり、太陽から降り注ぐ陽光は適度な温ぬくもりを与あたえている。街路樹からこぼれる光に思わず手を伸のばしてしまう。

「……」

　こんなに気持ちの良い朝なのに、梨香さんの表情は暗い。

「梨香さん？　何かありました？」

「……ううん。なんでもない」

　なんかありそうなんだけど。本人が否定しているから、深入りしない方がいいのかな。あまり突つっ込んで訊きいても失礼かもしれないし、話してくれるまで待とう。

「あっ、そういえば」

「何よ？」

　お礼をしようと思ってたのにずっと忘れてた。

「梨香さん、おにぎり美味おいしかったですよ」

「……あっ」

「また今度、作ってくれます？」

「……そ、そうね！　今度の土日に買い物へ行く約束だからその時に作ってあげる！」

「はい！　楽しみにしてます！」

　少しだけ梨香さんの表情が明るくなった気がする。話しかけて良かった。

　その後も雑談しながら皆みんなで歩き、学校へ着いた。校門では先生たちがテーブルを並べ、生徒一人一人に話しかけている。委員長が言っていた武器の支給関係だろう。

　僕たち四人も並び、順番を待つ。僕の番になり、クラスと名前を告げる。

「二年三組、真藤ヒイロです」

　タブレットを操作し、僕の情報を確かく認にんする先生。

「はい、真藤君ですね。武器はどうします？」

　武器？　僕の平均点は三十点だから選べる武器はハンドガンのみなんだけど。事務的に訊いていたので間違ったのかな？

「ハンドガンでお願いします」

「はい、では此方とゴーグルですね。今日のイベント頑張ってください」

　渡わたされた二つを受け取り、梨香さんたちを待った。梨香さんはスナイパーライフルで奏ちゃんはマシンガンか。

「赤外線ゴーグルを使えば服が透すけるという噂うわさがありましたが、透けませんのね……」

　咲姫先せん輩ぱいは一人、赤外線ゴーグルを着け梨香さんと奏ちゃんを見て落らく胆たんしていた。服が透けるどうのこうのも気になるけど、あれを持っているということは平均点九十一点以上なのか。咲姫先輩って頭がいいんだね。

「ではヒイロ様に久檀様！　特訓の成果を見せて、一位と二位を取りましょうですっ!!」

「二クラスの作戦はわたくしも理解しておりますし、協力致いたしますわ。景品に興味ありませんし。後ほど新設プールでお会いしましょう」

　二人と校門で別れ、僕と梨香さんも教室へ向かった。

　簡単にホームルームを済ませ、僕たちは着替えてイベント開始を待つ。ちょっとだけドキドキしてきた。上手うまく立ち回れるかなぁ。

「皆に読んでほしい物がある」

　緊きん張ちようをほぐそうとアニメの萌もえシーンを想像していると、委員長がプリントを配りだした。そこには『想定内事案』の題名と、起きうる事態が起きたときの対処法などが簡略的に書かれている。

「ヒイロ」

　プリントを読んでいると梨香さんが声をかけてきた。彼女が指差す方を見ると、入り口で委員長が僕たちを手招きしている。梨香さんと顔を見合わせ、委員長の元へ向かった。

「何？」

「ちょっと二人に話がある。わたしが仕入れた情報で二年四組が卑ひ怯きような真似まねをする事が分かった」

　そういうと委員長は梨香さんの顔をじっと見つめる。

「久檀さんを攫さらって、ヒイロを脅おどすつもりらしい」

「そ、それ本当？」

　問いかけに委員長は頷うなずく。確かに非道な筒本さんならやりかねないとは思うけど、そこまでしてオタク同好会を解散させたいのか。本当にしつこいな。

「じゃあ話っていうのは、僕が梨香さんを護まもるとかそんな話？」

「違ちがう。久檀さんにはわざと攫われて欲しい」

「……は？」

　耳を疑って呆あきれた声を出してしまった。委員長は僕を置いて梨香さんに説明をしていく。

「おそらく久檀さんが捕つかまった後、真藤をおびき寄せると思う。つまりその間は、二年四組および共きよう闘とうしているクラスは行動しないはず。そうすればこっちのリスクは軽減される」

「ちょ、ちょっと待った！　そんなの納なつ得とく出来ない！」

　ようやく頭が追いつき、委員長に反論をした。

「真藤の心配も分かる。でも、人ひと質じちは無事だからこそ意味がある」

「そ、そうじゃなくて！」

「真藤の意見は聞いてない。当人の久檀さんはどうする？」

「……やる」

「ちょ、梨香さんっ!!　酷い目に遭あわない保証は無いんですよ!?」

　思わず声のボリュームが上がる。

「ヒイロが心配してくれるのは嬉うれしいけど、どうせなら勝ちたいじゃない。少しぐらいなら危ない目に遭ったって平気よ」

「で、でも！」

「大だい丈じよう夫ぶよ。ヒイロが助けてくれるって信じてるから。私の期待を裏切ったら承知しないからね」

　真しん剣けんな瞳ひとみで僕の目を直視した後、梨香さんは微笑ほほえんだ。……もう！

「分かった、分かりましたよ！　ただし、委員長！　委員長の案をのむ代わりに、僕からも案を一つ出す！　代表者って僕だよね？」

　委員長に僕が思いつきで閃ひらめいた案を伝える。

「……なるほど。それなら離はなれていても久檀さんがヒットされていない事は分かるし、他ほかのクラスを錯さく乱らんさせる手にもなる。それじゃあ早さつ速そく、学校側に連れん絡らくする」

　委員長が教室に戻もどり、ノートパソコンを開き連絡を取っている。

　本当はその案を出しても納得出来てない。でも梨香さんが僕を見ている顔。本気で僕を信しん頼らいしている気がする。こうなったら梨香さんの為ために、僕も本気でやるしかない。

「真藤」

　教室に戻ると委員長が僕に向けてＯＫサインを出していた。どうやら学校側から直前の変へん更こうが許可されたらしい。

「皆、注目。今から円えん陣じんを組んで士気を上げたい。かけ声は真藤に任せる」

「な、なんで僕？」

　正直、今はそんな気分じゃ無いんだけど。

「一昨日おとといのパーティを仕切っていたし、真藤にはリーダー気き質しつもあると見た」

　僕が文句を言う前に委員長は皆に集まるように指示を出す。

「う～ん、困ったなぁ」

　そんな事を急に言われても……。かけ声ってあれだよね？　スポ根アニメや漫まん画がで「行くぞっ！」「オォーッ！」的なノリのあれでしょ？　僕の柄がらじゃないと思うんだけど。

　いつの間にか円陣が出来上がり、僕もその中に入る。

　僕の隣となりには梨香さんがいて顔が凄すごく近い。近きん距きよ離りで何度も見ているのに、未いまだに慣れないよ。いっつも心臓が高鳴ってしまう。

「ヒイロがかけ声を言うんでしょ？　ほら、頑がん張ばりなさいよ」

　ど、どうしよう。皆がやる気になる様なかけ声をした方がいいのかな？　えっと……う～ん。そうだなぁ。……よし！　皆がやる気になるといったらあれしかない！

「皆！　沖縄旅行で梨香さんの水着姿を堪たん能のうするために頑張るぞ！」

「ちょ、ちょっとヒイロっ!?　どんなかけ声よ、それっ!?」

「「「おっしゃぁっ!!　行くぜぇっ!!」」」

「皆もやる気にならないでよっ!!」

　予想通り、皆の士気は上がった。

　同時にチャイムが鳴り響ひびき、サバイバルゲームが開始された。







　第六章　自分が今やりたい事







『そっちへ追い込んだぞ！』

『くそっ！　嵌はめられたっ!!』

『左から回り込め！』

　開始わずか五分。校舎内や校庭から色んな声が響いてくる。そんな中、僕たちのクラスは委員長の指示で動かずにいた。

「そろそろ来るはず」

『こちら《オタク２ツー》。調査報告を行う』

　偵てい察さつに回っている田た丸まる君の声が装備しているインカムから響く。しかし、コールサインなんていつ決めたんだ？

『一年三組と一年五組の集合場所は中央棟とうの屋上と判明。狙そ撃げき部隊を展開し、他クラスの戦力を削そぐ作戦みたい。集合時間は九時』

「了りよう解かい。今から向かう」

　中央棟の屋上なら近いし、出入り口を固めれば、あっという間に武器回収ができる。

「じゃあ本ほん拠きよ地ち防衛を十名残し、他は進軍する。部隊を十四人チームと二十人チームに分ける。二十人チームを《オタク１ワン》が先導」

「委員長。そのコールサインは多分、僕だと思うんだけどいつ決まったのかな？」

「ごめん。《変態１ワン》に戻す」

「戻すも何も聞いてないんだけどっ!?　《変態１》ってひどい！　ならオタク１でいいよ！」

「委員長。ヒイロが《変態１》ってちょっと……」

　梨り香かさんが可哀かわい想そうな物を見る目で見てくる。うぅ。梨香さんの優やさしさが心に染しみるよ。

「《ド変態１》ぐらいがちょうどいいと思うけど」

「ねぇ、梨香さん？　最近、貴女あなたの中で僕ってどういう存在ですか？」

　おっぱい好きと認にん識しきされていたりと不当な扱あつかいを受けている気がする。

「喋しやべってないで《変態１》は部隊を引き連れて東階段から屋上へ」

　もう放っておこう。それがいい。飽あきたら名前で呼ぶようになるでしょ。

「ヒイロも可哀想ね。あっ、ヒイロじゃなかった。《変態１》さん」

　くぅ……。梨香さんの悪戯いたずらな笑えみが可愛かわいくて文句が言えない。

「《ムッチリ１》は《変態１》の部隊に編成しておくから、しっかりとサポートをお願い」

「そのコールサインって私じゃないわよねっ!?　奏かなでなら分かるけど、なんで私が《ムッチリ１》なのよっ!?」

　いや、その絶対領域だけで《ムッチリ１》と呼ばれる資格は十分にある。

　委員長が素す早ばやく部隊を分け、教室の出入り口へ向かう。

「では作戦開始。インカムのスイッチは常にオンにしておく事」

　ハンドサインを合図に、二年三組の二部隊は進軍を開始した。

　武器を持つ十人を前に配置し進軍していく。作戦通り、他の十人は丸まる腰ごしで来ている。やられたら元も子もないのでしっかりと守らないと。

「いたぞ！　二年三組……じゃない！　美少女を誑たぶらかしてハーレムを築いている全人類の敵、真しん藤どうヒイロだ！　情報によれば二年三組の代表者らしいぞ！」

　階段に差し掛かかるなり、他クラスと遭そう遇ぐう。インカムで連絡をしているのを見ると偵察隊のようだ。ただ、二年三組で合ってるからね？　僕は全人類の敵なんかじゃないからね？

「まずい！　皆みんな、逃にげて！」

　叫さけぶ演劇同好会所属のクラスメイト。慌あわてる素そ振ぶりを見せて僕たちは上階へ逃げる。けど、あくまで素振り。見つかったのはむしろ好都合と言えるからだ。

「逃がすかぁ！　真藤ヒイロを必ず仕留めるぞ！」

　作戦通りに屋上へと飛び出し二枚扉とびらを閉める。まだ一年三組とかは来ていないようだ。ハンドガンに指をかけると同時に、委員長からの連絡がインカムに入る。

『《ロリコン１》は今どこ？』

「初耳のコールサインだけど、それって僕っ!?」

『小学生のアニメキャラを待ち受けにしていた真藤にはお似合いのコールサインだと思ったんだけど、違うの？』

「こちら《ロリコン１》。屋上に到とう着ちやく」

「ロリコンって認めるのっ!?　否定した方がいい気もするけどっ!?」

　否定してしまったら、あのキャラを好きではないと認めるも同義なんだっ！

『まさか本当にロリコンだったなんて……これからは付き合い方を考えさせてもらう』

「ちょっと、委員長っ!?　自分で呼んでおいて、その反応は冷たくないかなっ!?」

『もうコールサインで遊ぶの飽きた』

「もう少し前に飽きてほしかったよ！　僕の心は凄く傷ついてるよっ!?」

『真藤の心がボロボロになって屋上から飛び降りないことを祈いのる』

「傷つけてるのは誰だれっ!?」

『そんな事より、屋上の出入り口で一いつ斉せい射しや撃げきの準備。一年三組と一年五組がもうすぐ向かう。他にもう一クラスも向かっている』

　追加のクラスは先ほど僕たちを見つけたクラスだろう。発見された場合、まずは正面から撃うち合わない。追いかけられて追いつかれてから戦う。これは『想定内事案』に書かれていた事の一つだ。

『慌てるように追い込むから宜よろしく』

「了解」

　こうすることで待ち伏ぶせをする事が出来るからだ。しかも今の状じよう況きようは、僕たちにとって良い状況になってくれたと言える。

『うぎゃあぁああぁっ!!』

　校舎内へ続くドアの向こうから叫び声が聞こえて来た。

『な、何事っ!?』

『二年三組かっ!?』

『いや、違ちが──痛えぇえぇぇっ!!』

　この叫び声は、おそらく僕たちを追いかけてきたクラスだ。けれどタイミングが悪かったね。屋上を目指していたのは君たちだけじゃなく、一年三組と一年五組もだ。追い込んだつもりが、両方から挟はさまれるという袋ふくろのネズミ状態になってしまった。

『先せん輩ぱいたち、なんで屋上に逃げなかったんだろう？』

　その疑問の答えは扉を開けた先にあるよ。だから早くおいで。

　ゆっくりと扉が開いた瞬しゆん間かん。

「いらっしゃい」

　現れた生徒を皆で一斉射撃。

「うぎゃあぁああぁっ!!」

　数人に当たると各おの々おのが断だん末まつ魔まの叫びを上げながら、次々と昇しよう天てんしていく。なんとも悲ひ惨さんな光景に見えるけど、ここ学校ですよね？

　僕のゴーグルに『一年三組　赤あか坂さか翔しよう太た　ＤＥＡＴＨ』の文字が表示され、続けて『一年三組　ＬＯＳＴ』の文字が続けて表示された。

「赤坂！　油断して先頭を歩いてるんじゃねぇよ！」

　どうやら僕が撃った彼が代表者だったらしい。なんという幸運だろう。

「だ、だってよ！　屋上に敵がいるなんて思わなかったんだよ！」

「あっ！　もしかしてさっきの先輩たちが屋上に逃げなかったのって……」

　その通りです。僕たちがいたからなんだよね。

『ちょ、ちょっと一年三組！　なに簡単に負けてんのよっ!?』

　早々の敗北に呆ぼう然ぜんと立ち尽つくす彼らの奥から声が響く。

『と、とにかくそこをどきなさい！　二年三組に追われてるのよ！』

　そういえば、委員長から追い込むって連れん絡らくがあったんだっけ。僕たちは再び銃じゆうを構えて、生者が現れるのを待つ。目の前にいる生徒を搔かき分け、一人の女の子が顔を出した。

「ごめんね。これも勝負だから」

　戸と惑まどっている女の子に梨香さんが一発撃ち込む。

「痛あぁああぁっ!!」

　梨香さんのゴーグルに文字が表示された直後、僕たちのゴーグルにも『一年五組　ＬＯＳＴ』の文字が浮うかび上がる。

「そ、そんなぁ……始まってまだ一時間も経たっていないのに……」

　あっという間に終わった勝負に、落らく胆たんする女の子。その場にいた全員が持っていた武器を置いて『ＤＥＡＴＨエリア』に指定されている旧体育館へ向かった。

「思った以上の戦果が得られた」

　委員長が引き連れた部隊を見ると、全員が武器を複数装備している。どうやら作戦の第一段階は上手うまくいったみたいだ。

「まだ大量に落ちているから、一年一組のいるプールへ向かいながら拾っていく。持てるだけ持つように」

　拾えるだけ武器を拾い、僕たちはプールへ向かう。今、分かった事だけど、ヒットされたりクラスが負けたりすると、端たん子しを替えるまでエアガンは撃てなくなるみたい。凄すごいハイテクだよね、これ。

　ちなみに僕はハンドガンを捨てて、代わりにマシンガンを手に入れた。こっちの方が使い勝手が良さそうだ。

「なぁ、さっきの奴やつが言ってたけど。どうして俺等の代表者が真藤ってバレてんだ？」

　クラスメイトの疑問に皆が首を傾かしげる中、僕と梨香さんはぎこちなく首を傾かしげた。




　共同棟とう一階から新設プールへ続く連れん絡らく橋きよう。そこで僕たちは様子を窺うかがっていた。これだけのオープンスペースだと遠くからの狙撃も想定される。簡単には前進できない。

『こちら狙撃部隊。人ひと影かげを十三確認。二時、三時、十時、十一時の方向。此方こちらから確認できる武器はハンドガンとマシンガン。スナイパーライフルはいないと思われる』

　共同棟屋上に向かわせた狙そ撃げき部隊からの連絡を受け、委員長が思案顔になる。

　おそらく隠かくれているのは、一年一組を攻せめる為ためじゃなく、一年一組を攻めてくるクラスを攻こう撃げきする為だろう。今、此方から動けば確実にやられてしまう。ここは委員長の発案に期待するしかない。

「……了解。これは犠ぎ牲せいを払はらって進むしかない」

「「「なら真藤だな！」」」

　この人たちは僕が代表者になっている事を理解していないのか？

「その案は却きやつ下か」

「「「何ぃっ!?」」」

　落ち着け、僕。ツッコミを入れたら負けだ！

「ねぇ、委員長。新設プールの窓を見て。何か光ってない？」

　梨香さんが指差す窓がキラキラと光っている。なんだろう？　規則正しくも見えるけど。

「あれはモールス信号だね」

　偵てい察さつから戻もどってきていた田丸君が光を見ながら呟つぶやく。もしかして、一年一組が何かメッセージを送っているのかな？　内容が分からないと理解しようがない。

「ちなみに田丸君はモールス信号が分かる？」

「『会長を殺やれ』だったら嬉うれしいな」

　訊きいた僕がバカだったよ。しかし、困ったな。進軍ができないとなると、一年一組と合流できないぞ。

「ヒイロ様っ！」

「うわっ！　か、奏ちゃんっ!?」

　いきなり声をかけられてビックリした。

「到着が遅おそいので見に来たです。それで奏のクラスから言こと伝づてです。『窓を見ててほしい。モールス信号で作戦を伝える』だそうです！」

「うん。モールス信号は分かってるんだ……ってあれ？」

「奏なら消えたわよ」

　……もしかして今のだけ伝えに来たのかな？　っていうかあれ？　奏ちゃんってもしかしてプールから来てるんじゃ……。

「ヒイロ様っ！」

「うわっ！」

　再び奏ちゃんが現れる。

「返答はモールス信号でお願いしたいそうです！」

「え、っとね……ってまた消えた……」

　周囲の目が痛い。言いたい事はよ～く分かるよ、うん。僕も今現在、皆みんなと同じ事を思っているはずだから。

「ヒイロ様っ！」

「はい、奏ちゃんストップ！」

　三度目にもなるとさすがにもう驚おどろかないよ。腕うでを摑つかんで、消えないように制止する。

「はい？　なんです？　あっ、言伝ですが『モールス信号が分からないなら別の通信手段を考える』だそうですよ！」

「あのね。奏ちゃんが行き来できるなら、奏ちゃんが連絡係になればいいと思うんだ」

「……おぉ、なるほどです！　その手があったですね！」

　それは気づくべきだと思う。一年一組の全員含ふくめて。

「じゃあ何を伝えようとしてるか訊いてきてもらっていいかな？」

「はいです！　訊いてくるです！」

　奏ちゃんが消えて十数秒後。

「「「ぎゃあぁああぁっ!!」」」

　周囲から十三回、ほぼ同時に断末魔の叫さけびが轟とどろいた。な、何があったの？

「狙撃部隊。連絡を」

　委員長が狙撃部隊に状況を確かく認にんしている。

『俺は疲つかれてるんだ。そうに決まってる。じゃなかったら同じ人間が十三人に見えるはずがない』

　屋上にいるクラスメイトは何を見たんだ？　言っている意味が分からないんだけど。

「ヒイロ様っ！」

「あっ、奏ちゃん。それで向こうは何を伝えようとしてたの？」

「えっとですね。奏が露つゆ払はらいをしますのでその後、プールへ来てほしいみたいです」

　もしやさっきの断末魔と狙撃部隊が理解不能な発言をしているのって……。

「ねぇ、奏ちゃん。訊きたいんだけど、もう露払い済み？」

「はいです！　久しぶりに分身の術なんて使ったから楽しかったです！」

　やっぱり奏ちゃんが原因か。たった一人で十三人を片付けるとは……恐おそろしい子だ。

　室内へ入ると、プール特有の塩素の匂においが鼻についた。プールの真ん中にはロープで支えられた浮うき島しまがあり、五人がスナイパーライフルとマシンガンを構えている。

「襲しゆう撃げきは無かったの？」

「二度ほどありましたが、防衛したです。その時に六人ほどやられてしまったです」

　僕たちのクラスが未いまだに被ひ害がいがゼロなのは、本ほん拠きよ地ちに恵めぐまれていたりするからだろう。

「二年三組はしばらくここで一年一組の防衛にあたる」

「ではわたくしも参加致いたしますわ」

　いつの間にか咲さ姫き先せん輩ぱいがプールへやってきていた。本当に奏ちゃんといい、咲姫先輩といい神しん出しゆつ鬼き没ぼつだなぁ。唯ゆい一いつ、普ふ通つうに発見できるのは梨香さんぐらいだ。

　その梨香さんへ視線を送ると、不安そうにこっちを見ている。やっぱり何かあったのかな。朝もあんな顔をしていた気がするんだけど。

「真藤。話がある」

　梨香さんへ送る視線を遮さえぎって、委員長が登場。委員長の後に付いて、トレーニング機器が置かれた部屋にやってきた。

「田丸に二年四組へ共きよう闘とうしようと提案させたのを覚えてる？」

「うん。覚えてるけど」

「あの作戦の目的は、クラスにいる裏切り者を炙あぶり出すためだった」

「あぁ、そうだったね。それで？　誰だれだか分かったの？」

　問いかけると委員長は首を横に振ふる。

「誰も何もアクションを起こさなかった」

　言えないけど、僕は犯人に心当たりがある。たぶん、犯人はクラスメイトじゃない。あくまで可能性だけど、犯人はあれだと思う。

　僕が犯人の事を考えていると委員長が口を開く。

「久く檀だんさんが攫さらわれるって話。二年四組はお昼後に決行するらしい。あとで久檀さんに自ら捕つかまりに行くように話しておく」

　未だに乗り気になれない作戦。やっぱり攫われるって分かっているなら止めたい。けど梨香さんがやる気になってしまっているからなぁ……。やるしかない、か。

「何度でも言うけど、人ひと質じちは無事だから意味がある。こっちのクラスにもメリットがある分、この作戦には意味がある」

　それは分かってるよ。何度も頭の中で反復して確認した事だから。

「とにかく、今は一年一組の本拠地防衛に専念」

　そう言って皆のいるプールへと戻ってきた。

「皆。お昼まで、踏ふん張ってほしい。拾えるだけ武器を拾ってきたから一年一組も使って」

　委員長の声に皆が頷うなずき、僕たちは防衛に回り続けた。




　お昼休きゆう憩けいになって僕は久しぶりに食堂へ来ていた。お弁当を作り忘れたのもあるけど、委員長から敵情視察をしてくるようにと言われたのも理由だ。

　敗北ルールを満たすと、全員のゴーグルに情報が表示されるけど、誰がやられたかという個人の情報までは流れてこない。ヒットされていない人は、ゴーグルを着けたままというルールがあるので、人が集まる場に来れば生死が一いち目もく瞭りよう然ぜんってわけだ。

　午前中に敗北になったクラスは全部で五クラス。まだ十クラスもある。こうやって見てみると、まだまだ生き残っている人も多い。午後も油断できなそうだ。

　油断できない理由に、二年四組が生き残っている事が挙げられる。共闘している一年四組も二年一組も当たり前のように残っているのが悔くやしい。せめてどちらかが負けていてくれたら、あの作戦は成功しやすいのに。

「なぁ、佐さ倉くら。強ごう引いんに付き合う約束をさせたって話、本当かよ？」

　僕の背後から、聞き覚えのある名が呼ばれる。

「あぁ、本当だよ」

　そして聞き覚えのある声が続く。つい三日前、梨香さんに告白していたあの声だ。

「お前もよくやるねぇ。ってか久檀梨香だっけ？　俺だったら高たか嶺ねの花すぎて手出す前に諦あきらめるわ」

　……もしかしてって思ってたけど、この会話ってやっぱり梨香さんの事だよね？

「お前らは分かってないな。高嶺の花だからこそ狙ねらうんだよ。それに、ああいう一いち途ずな女を手に入れた瞬しゆん間かんの快感ったら無いぜ？　俺は欲しい物を手に入れるなら、どんな努力だって惜おしまないからな。少しは俺を見習えよ」

　立ち上がり、食堂から出て行く人ひと影かげに視線を送る。やっぱりあれは佐倉君だ。

　……どういう事だ？　佐倉君は梨香さんが好きじゃないのか？　それだったらなんで告白なんて。……いや、上辺だけの会話で人を見ちゃいけない。人前で格好を付けたかっただけかもしれない。

　頭ではそう思っているのに、胸の辺りがざわざわするのはなんだ？

　……トレイに載のった食べ物を半分以上残して、僕はプールへ向かった。

「あっ……」

　入り口で梨香さんとすれ違ちがう。……なんて声をかけよう。「頑がん張ばって」はおかしいし「気をつけて」も変だし……。

　お互たがいに口を開かず、見つめ合うこと数秒。

「じゃ、じゃあ行ってくるね」

　沈ちん黙もくを破り梨香さんが一歩踏み出し、校舎へ向かう。

「……梨香さん」

　本当は今すぐに手を取って止めたい。でも、梨香さんが自分で望んでしている事だから、僕は背中を押すしかない。

　屋内プールへ入ると同時、委員長が僕の傍そばへ寄ってきた。

「真藤。どういう人が残って──」

「ちょっとよろしくて？」

　僕に声をかけた委員長の言葉を咲姫先輩が切る。

「少しヒイロ君をお借りしますわ」

「……構わないけど、開始まで五分を切ってる。早めに返してほしい」

「それはヒイロ君次し第だいですわね」

　咲姫先輩の目は真しん剣けんそのもの。ただ真剣なその顔の中に、怒いかりの感情がはっきりと出ているのが分かった。

　トレーニング機器がある部屋に着くなり、咲姫先輩が僕のＴシャツに手を伸のばす。Ｔシャツに貼はり付けられていたのは、盗とう聴ちよう器きだった。一体、いつの間に付けていたんだろうか。

「佐倉という名前のゴミ屑くずに覚えはなくて？」

　そうか。咲姫先輩はあの会話を聞いていたのか。

「……知ってます」

「では先ほどの会話も聞いておりましたわよね？」

「…………聞いてました」

「会話の流れから梨香さんは佐倉というゴミ屑にアプローチされているようですが？」

「………………それどころか告白されてますよ」

　僕が付け加え、告白された時の事を簡単に説明すると、怒りの感情が更さらに強くなる。

「それを知っていながら、貴方あなたは何をしておりますの？　梨香さんを自分が努力した成果としてしか見ないような男に託たくせますの？」

　咲姫先輩の発した言葉の意味は分かっている。その問いかけの意味は十分に理解している。……でも！

「付き合う、付き合わないを決めるのは僕じゃなくて当人ですから。僕が嫌いやだと思ってもしょうがない事です」

「………………………………………………先に謝っておきますわ。……ごめんなさい」

　直後、乾かわいた音が室内に響ひびく。僕の視線は横にずれ、振り切った咲姫先輩の手が見える。

「もう一度だけ訊ききます」

　僕の頰ほおを叩たたいた手を震ふるわせながら、咲姫先輩が問いかける。

「あの会話を聞いていながらっ！　梨香さんが想おもいを寄せる人がいることを知っていながらっ!!　真藤ヒイロっ!!　貴方は何をしておりますのっ!?」

　チャイムの音が響く。普ふ段だんなら気にとめない音がやたらと耳に残る。

「そう……ですよね。……咲姫先輩。ごめんなさい」

　咲姫先輩の言う通りだ。僕は何をしているんだ？　梨香さんがどうとか、佐倉君がどうとか……そんな言い訳して。大事なのは僕がどうしたいかって事じゃないか。

「まったく。手間のかかるゴミ屑ですわね。わたくしは以前言ったはずですわよ？　美少女を悲しませるのは許しません、と」

　少し嬉うれしそうに腕うでを組んで僕を見ている。

「それともう一つ。使う言葉が違うのではなくて？」

「……そうですね！　ありがとうございます、咲姫先輩！」

「よろしいですわ」

　そうと決まればやることは決まっている。佐倉君が梨香さんの好きな人を倒たおす前に、僕が佐倉君を倒す！　二年三組はまだ誰もやられてない。佐倉君が提示してきた条件は達成されていない事になる。

　今ならまだ梨香さんに追いつけるはずだ。咲姫先輩に一礼して部屋を飛び出した。

「ごめん、委員長！　あの作戦は無かった事にして！」

　プールサイドに立つ委員長に声をかけた。けれど委員長は黙だまって僕を見ているだけ。

「委員長が言ってた事も分かる。僕の我が儘ままで委員長の頭の中にある作戦が崩くずれるのも十分に分かってる。……それでも僕は梨香さんが攫われて嫌な思いをするかもしれないって思ったら……黙ってるなんてできない！」

　見つめ合ったまま、僕は委員長の言葉を待つ。

「止めたら真藤は止まる？」

　普段、ほとんど表情を変えない委員長が笑って口を開いた。思わず僕も顔が緩ゆるむ。

「ありがとう！　行ってくる！」

「真藤、慌あわてない」

　その場を去ろうとする僕を止める委員長。

「これを持って行くといい」

「えっ？　だってこれは……」

　委員長が差し出した物を見て、僕は目を丸くした。これって、どういう……。

「敵を欺あざむくならまず、ってやつ」

「……ははっ。やってくれたね、委員長。すっかり騙だまされてたよ。それじゃあ！」

「真藤。二年四組は自分たちのクラスで梨香さんを匿かくまうつもりらしい」

　僕は頷きプールを飛び出す。目指すは中央棟とうの四階。今ならまだ間に合うはずだ！




『皆みんな、聞いてほしい。作戦の内容が大きく変わった。これから一年一組と二年三組は攻せめに転ずる。仲間の為ために死んでほしい』







　第七章　不釣り合い







　委員長が言っていた事は、作戦だって分かってる。そうすれば、僕たちが勝てる確率は格段に上がる。でも、そんな事はどうでもいい。

　中央棟四階へ上がり廊ろう下かへ出ると、背の高い男に挟はさまれているあの後ろ姿が視界にはいる。間ま違ちがいない！　あの後ろ姿は……！

「梨り香かさんっ!!」

　僕の声に反応して梨香さんが振ふり返る。驚おどろきや戸と惑まどい。他ほかにも色んな感情が、梨香さんの表情からくみ取れる。

「なっ!?　もうバレたのかよっ!?」

「おい！　お前はこいつを教室に──」

「させるかぁ！　梨香さんは返してもらうっ!!」

　持っていたマシンガンで二人へ向けて数発ずつ撃うち込む。

「ぎゃあぁあぁっ!!　いってぇっ!!」

　一気に距きよ離りを詰つめ、梨香さんの手を取った。

「ちょ、ちょっとヒイロっ!!　なんでここにっ!?　作戦と違うじゃないのっ!!」

「僕は梨香さんが人ひと質じちに取られると分かっていて放置なんてやっぱりできない！」

　このまま梨香さんを連れてどこかに身を潜ひそめれば……。

「ちぃ、作戦は失敗か！　二人を追え！　ただし、撃つなよ！」

　どうやらそう簡単にはいかないらしい。二年四組の教室から遊ゆう撃げき部隊が出てきた。

「とにかく逃にげよう！　行こう、梨香さん！」

「えっ？　………………………………………………………………………………うんっ！」

　きっと委員長が何か案を考えてくれるはず。僕は梨香さんを連れて時間を稼かせげばいい。どこか時間を稼げそうな場所。どこだ？　どこがいい？

『会長』

　インカムから田た丸まる君の声が聞こえてきた。

『新体育館の集会部屋へ向かうといいよ』

「無茶言わないで、田丸君！　新体育館には本ほん拠きよ地ちがまだいくつか残ってるんだよっ!?」

　午後になっても生き残っているクラス。それは守備に回っていたという部分が大きい。新体育館には三クラス分の本拠地があり、集会部屋まではその三クラスの本拠地を突つっ切る事になる。そんな所へ行ったら一人で梨香さんを守る自信が無い。

『大だい丈じよう夫ぶ。そろそろ終わるから』

　田丸君がそう言った数秒後、インカムに『三年四組　ＬＯＳＴ』『一年二組　ＬＯＳＴ』『二年二組　ＬＯＳＴ』と次々と表示されていく。

「ど、どうなってるのっ!?」

『今、一年一組と二年三組で新体育館に置かれている本拠地を制圧してる。会長は久く檀だんさんを連れて新体育館の一階へ向かってほしい。もう本拠地はないから安心していいよ。あと伏ふく兵へいも仕し掛かけとくから。一階は遮しや蔽へい物も多いし、ステルスゲームが得意な会長には適したフィールドだよ』

「……ありがとう、田丸君！」

『それは委員長に言いなよ。一つの本拠地を落とすのに数人、被ひ害がいを出しているんだからね』

「うん、本当に感謝してる。必ず勝とう！」

『何を言ってるの、会長。当たり前じゃないか』

　友達が切り開いてくれた活路だ。絶対に無む駄だにはしない。

　物静かになっている新体育館の集会部屋。まさにサバゲー用といった遮蔽物が、ジャングルと化した空間の至る所に設置されている。ステージ前の遮蔽物に身を隠かくして、呼吸を整える。隣となりでは梨香さんも同じように息を整えていた。

「……改めて訊くけど、どうして作戦を無視して来たの？　作戦と違ちがうわよね？」

「元々、あの作戦には反対でしたし。そもそもです。筒つつ本もとさんが梨香さんを人質にしたって僕はオタク同好会を解散させる気はありませんから」

「あぁ、そう！　そうよね！　ヒイロにとってオタク同好会ってすっごく大事だもんね！」

　痛いっ！　どうして梨香さんは僕の手を抓つねっているのっ!?

「だ、大体、二年四組が梨香さんを連れ去るっていう情報を得たのなら、連れ去られないようにするのが普ふ通つうじゃないですか。って梨香さん、もう抓るの止やめてくださいっ！　マジで痛いですっ!!」

「でもヒイロ。アンタ、朝は納なつ得とくしてたじゃない」

　委員長の言った事も理解できる。人質は無事だから意味があるって。だから、僕が交こう渉しようの場に訪おとずれるまで、梨香さんに危害が与あたえられないという事も納得できる。だからさっき、委員長の作戦通りに梨香さんはわざと捕つかまった。

「あの時は渋しぶ々しぶ納得しました。でもやっぱり嫌です。嫌なものは嫌なんです」

　僕の言葉を真しん剣けんな顔で梨香さんが聞いている。抓っている指の力が弱まっていく。

「えっと……梨香さん？」

　僕から目を離はなそうとしない。ずっと僕の目を見たまま。……そういえば、今は二人きりだったんだ。な、なんだか緊きん張ちようしてきた。

　落ち着け。露ろ出しゆつされている生脚あしや腹部に目や意識が行ってしまうが、落ち着くんだ！

　入り口の二枚扉とびらが開いた音で、意識がそちらへ向かう。ある意味助かった気がする。あのまま考え続けて思考が伝わったら、また抓られそうだし。

「やってくれたじゃないの真しん藤どうっ！」

　大声で叫さけぶこの声は筒本さんか。ここにいるのがばれてるって事は、情報が漏もれている証しよう拠こと言えるな。

「まさか攫さらう前に連れて行かれるなんて予想外よ！」

「まぁまぁ、筒本さん。少し落ち着いてくれよ」

　筒本さんをなだめる声はまだ耳に残っているあの声だ。好きでもないのに、梨香さんに告白した佐さ倉くら君だ。正直、この一件で嫌きらいになったよ。梨香さんをバカにしすぎてる。

　遮蔽物から少しだけ顔を出して二人の姿を確かく認にんする。……うん、見るんじゃなかった。

　二人だけじゃなかったんだね。後ろに引き連れている部隊は何かな？　目算で十人ぐらいはいるんだけど。

『真藤。返事はしなくていい』

　インカムから委員長の声が出力される。

『今から狙そ撃げき兵へいに佐倉を狙撃させる。おそらく佐倉が二年一組の代表者。ここで倒たおしておけば一気に戦力を削けずれる』

　通信が切れると同時にどこからか発射音が聞こえた。よし、これなら当たったはず！

「隠れてコソコソなんて男らしくねぇよな」

　佐倉君がハンドガンを発射。飛んできたＢＢ弾だんと佐倉君が撃ったＢＢ弾が空中でぶつかる。……何ですか、その無駄に高い技術は？

「仕掛けたのはそっちだ。覚かく悟ごしてもらうぜ。ま、俺は都合の良い展開になって助かってるけどな、っと！」

　佐倉君がゲームキャラのような動きをしてハンドガンを一発だけ発射。

「痛えぇぇえぇっ!!」

　適当に撃ったように見えた一発は見事に伏兵に当たったらしい。

「おびき寄せたつもりだろうけど、無駄だね。俺、こういうの得意だから、さ！」

　再び、格好付けた動きをしてハンドガンを一発だけ撃ち、弾たまが再び伏兵に当たる。佐倉君、強すぎ……勝てる気がしないんだけど……。

「佐倉。好きに暴れるのはいいけど、真藤と久檀さんだけは倒したら駄だ目めよ。ちゃんとオタク同好会を解散させることを約束させてからじゃないと」

「はいはいっと。俺は結果的にあいつを倒せればいいから問題ないよ」

　あいつ？　あいつって梨香さんが好きな人の事か？　くっ……僕にはそれが誰だれだか分からないから守りようがない。

　待てよ？　いま、梨香さんに訊きけばいいんじゃないか。悩なやむ必要なんて無いじゃないか。

（梨香さん！）

　両りよう肩かたを摑つかんで小声で問いかける。

（な、何？）

（大事な話なんで訊きます。梨香さんの好きな人って誰ですか？）

（……な、なんで今のタイミングで訊くのよっ！）

（やられる前に訊きたいんです！　梨香さんの気持ちが！）

（わ、私の気持ち？　え、えっと……わ、私は……ヒ……）

　ヒ？　ヒって何？　口くち籠ごもってなかなか答えてくれない。

「なぁ、そろそろ出てきてくれないかな？　俺、こういうじれったいの嫌いなんだ。どうせなら一いつ騎き打うちとか面おも白しろい事やろうぜ。なぁ、二年三組の代表者、真藤ヒイロ」

　佐倉君が僕の名を呼ぶ。

「後ろの連中が気になってるなら安心しなよ。こいつ等には手出しさせないからさ」

「君が卑ひ怯きような奴やつじゃないって保証がないからね。出て行けないよ」

　僕はわざと嗾けしかけるように返答する。

「道理だね。お互たがいがお互いのことを知らないんだから。ならこれが証拠だ」

　ハンドガンのマガジンを取り替かえると同時、佐倉君は振り返り引き連れていたメンバーを次々と撃ち抜ぬいていく。

「ちょっと佐倉！　あんた二年四組の仲間を撃つってどういう事よっ!?」

「黙だまってろ、ブス女」

　佐倉君が筒本さんの頭に銃じゆう口こうを押し付け、牽けん制せいしている。

「さぁ、真藤ヒイロ。俺は証拠を見せたぜ？　今度はそっちが男たる証拠を見せる番だ。俺はお前が出てくるまでここから動かねぇ。正々堂々と出てこいよ」

　……仕方がない。そこまで言われて出て行かないなんて男じゃないね。

「……」

「なるほど。出てくる気ゼロってわけか」

（今、凄すごい格好付け所だったわよねっ!?　行くべきだったんじゃないのっ!?）

　無茶言わないでよ、梨香さん！　出て行ったら確実に瞬しゆん殺さつされるよ！

「あ～、聞こえるか？　残った全戦力を新体育館へ派は遣けんしろ。ごちゃごちゃ言ってんじゃねぇよ！　守りなんかもういらねぇから。さっさと生き残りを寄こせっ!!」

　佐倉君のキャラがさっきまでと随ずい分ぶん違ちがう。相当苛いらついているみたいだ。どうしよう。佐倉君とまともにやり合って勝てる気がしない。何か考えないと……。

「ったく。言わせてもらうぜ、真藤ヒイロ？　俺は久檀梨香が欲しい」

　隣にいる梨香さんが一いつ瞬しゆんビクつく。

「けどな。俺は別にその女が好きなわけじゃねぇ。ただ、欲しい。それだけだ。欲しい物は手に入れたいもんだろ？」

　聞くに堪たえない演説に、僕の中にあった思考が黒い感情で埋うまっていく。

「別に箔はくが付くとか、女を景品とか思ってるわけじゃねぇ。ただの証拠だよ、証拠。俺は頑がん張ばって手に入れましたっていうな」

「そんなの……景品となんら変わらないじゃないか」

「違うぜ、真藤ヒイロ？　俺は証拠が欲しいだけだ。自分が努力したっていう証拠がな。ただ認めてやるよ。久檀梨香は証拠としては上玉すぎ──」

「もう喋しやべるな、クソ野や郎ろう！」

　怒いかりが爆ばく発はつして、気がついたら佐倉君の言葉を遮さえぎって飛び出していた。

「ハッ！　こんな軽い挑ちよう発はつに乗って出てくるなよな！」

　そんな事は分かってる。けど、我が慢まんできない！

　細かい動きには自信がある。彼の持つハンドガンの動きに注意すれば、避さけることだって不可能じゃないはず。

　佐倉君の持つハンドガンを見ると、銃口は僕に向かず地面に向いていた。

　不敵に笑う佐倉君は、戸と惑まどった僕との距きよ離りを一気に詰つめ、脇わき腹ばらに回し蹴げりを一発打ち込んで来た。僕の体は吹ふき飛び、遮蔽物の砂山に激げき突とつする。

「残念。俺は別にゲームでお前を倒そうなんちゃ思ってないんだよ」

「ぐっ……！」

　マシンガンを持っている右手を思い切り踏ふみつけられ、武器を手放してしまった。

「ヒイロっ！」

「おっと、動くなよ久檀梨香」

　梨香さんに銃口を向けて呟つぶやく。

「お前にはこいつがやられる所をしっかりと見ててもらわねぇと面白くないからな！」

　腹部を何度も蹴られ、呼吸が上手うまくできない。

「話の続きだ。俺は努力家なんだよ。欲しい物を手に入れる為ためには頑張るし、文ぶん武ぶ両りよう道どうでいるために相当努力してるぜ？　勉強なんか一日、数時間なんて当たり前だ」

「だから……なんだ……っ!?　そんな事……僕と梨香さんに……関係ない……っ!!」

　口を開く度たびに腹部を蹴られ、言葉が途と切ぎれ途切れになってしまう。それでも僕は止めない。梨香さんをバカにされた事で、今も怒りが収まらない。

「僕に……梨香さんに……恨うらみでもあるのか……っ!?」

「恨みか。恨みじゃねぇな。どっちかっていうと妬ねたみだ」

　呆あきれてしまう言い訳に思わず言葉を失う。

「お前さ。オタク同好会の会長なんだろ？　お前等、オタクって自分の趣しゆ味みに生きてるんだよな？　なんでそんな奴があんな上玉と一いつ緒しよにいるんだよ？　嫌いな事までして頑張ってる俺に対して不公平だと思わねぇか？」

　……こいつも筒本さんと一緒だ。ただ自分の経験を否定され、それが気に入らないだけ。

「なんだ、その目。言いたい事があるなら、はっきり言ってみろよ！」

　僕の顔を踏みつけ、睨にらみつけている。だけど、僕も負けない！

「……ふざけるな！」

　目の前にある脚を摑み、押し返す。バランスを崩くずした隙すきを突ついて、マシンガンを手にとって佐倉君目め掛がけて乱射する。
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「ハッ！　やるじゃねぇか！」

　佐倉君は余よ裕ゆうで遮しや蔽へい物に身を隠かくす。それどころかハンドガンでこっちを撃うってきた。僕も自分が倒れていた砂の遮蔽物に身を隠した。

「喋るなって言ったろ、クソ野郎！　そんな自分勝手な意味不明な理由で、梨香さんを傷つけようとしたのか！　好きでもないのに付き合って、梨香さんがどう思うかっ！　どれだけ悲しむか考えなかったのかっ!!」

「ヒーローみたいな台詞せりふ吐はいちゃって恥はずかしいねぇ！　小学生でも言わないぜ？」

「なんとでも言え！　僕の名前は『ヒーローみたいになれ』って父さんが付けた名だ！　ヒーローみたいな事を言って何が悪いっ!?」

　遮蔽物から顔を出しては撃ち合い、お互いに相手を罵ば倒とうし合う。

「「「佐倉！　援えん軍ぐんに来たぞ！」」」

　入り口から二年一組と思われる人たちが流れ込んできた。三十人ぐらいはいるだろうか。全員がエアガンを連射しながらこっちへ向けて突とつ進しんしている。

「「「ぎゃあぁぁあぁっ!!」」」

「えっ？」

　このままだとやられると思案していると、突進していた数人が断だん末まつ魔まの叫さけびを上げた。僕は撃っていないし、誰かが撃ったようには見えなかった。いったい何が起きたんだ？

「ヒイロ様っ！　先ほどまでのやり取り、聞かせてもらったです！　凄く格好良かったですよっ！　こっちの雑魚ざこは任せるですっ！」

「奏ちゃんっ!?」

　近くの遮蔽物に身を隠す奏ちゃんの姿が見える。と思ったら一瞬で姿が消えた。……ああ、なるほど。

「「「いぎゃあぁぁあぁっ!!」」」

　今の断末魔も、さっきの断末魔も奏ちゃんの仕し業わざか。相変わらず凄い。姿が全く見えないよ。味方で良かったと心から思う。

「ありがとう、奏ちゃん！　僕は佐倉君を倒すから雑魚をよろしくねっ！」

「はいですっ！」

「ヒイロ君、わたくしもいますわよ！　さっさと格好良く決めてしまいなさい！」

「さ、咲さ姫き先せん輩ぱいもっ!?」

　ステージの袖そでから顔を出したのは、スナイパーライフルを抱かかえている咲姫先輩だった。

「なんですの、その意外そうな声はっ!?」

　事実、意外に思っているので。普ふ段だんの咲姫先輩なら、僕の味方になってくれませんし。

　二人の登場に、二年一組の人たちが遮蔽物に身を隠す。さすがの奏ちゃんでも一気に倒たおすには数が多すぎるようだ。

「奏さん！」

「了りよう解かいですっ！」

　咲姫先輩が名を呼ぶと、奏ちゃんが元気よく返事をし、あの爆発物で遮蔽物を吹き飛ばしていく。爆発の影えい響きようで周囲が粉ふん塵じんで見えなくなったが、赤外線ゴーグルを着けた咲姫先輩には丸見えのようで、空いた射線上にいる敵をステージ上から次々と撃ち落としていく。

　確かルールに『爆発物は使用してはいけない』なんて無かったから、ルール内だろう。きっと大だい丈じよう夫ぶだよ、うん。

『二年三組と一年一組も全員揃そろった』

　インカムから委員長の声が聞こえてくる。

『もう守備はいらない。外から攻せめ込む』

「お、おい！　中にばかり気に掛けるな！　外からも来てるぞ！」

『青あお木きさんに大おお石いしさんに木き村むらに鷹たか原はら。あの事をばらされたくなかったら……』

『『『『突とつ撃げきぃ──っ!!』』』』

　委員長の脅きよう迫はくで四人が体育館へ突撃したようだ。四人は一体、どんな弱みを握にぎられてるんだろうか？　今度、訊いてみようかな？

「……ヒイロ！」

　向こうに見える遮蔽物に隠れている梨香さんが声を上げた。

「私もここで頑張るから！　だからヒイロも頑張って！」

　これ以上ない声せい援えん。梨香さんに見えるよう親指を立てる。これはもう負けられない！

「やっぱりてめぇは気に入らねぇな」

　対面の遮蔽物から怒りに満ちた声がする。

「はっきり言ってやる。久檀梨香はお前みたいな奴とは不釣つり合いなんだよ。それだけじゃねぇな。お前が一緒に住んでるとかいう海み凪なぎ奏も夜や華ばな咲姫も、お前みたいな努力もしない駄だ目めな奴とは不釣り合いだ」

「僕が駄目な奴って事は分かってるけどね！　不釣り合いなのはそっちも同じだよ！」

　僕が違ちがう遮蔽物へ移動すると同時に、佐倉君が撃ってきた。怒りに手が震ふるえているのか、精度が確実に落ちている。僕も負けじと遮蔽物を盾たてに撃ち返すが、佐倉君は隠れるタイミングも上手くてなかなか当たらない。

「今挙げた三人と俺が不釣り合いだと？　笑わせんじゃねぇよ！」

　佐倉君の発言を無視して僕は口を開く。

「梨香さんは、僕が奏ちゃんの看病をしてお腹なかが空すいているのを知って、おにぎりを作ってくれる優やさしい人なんだ。奏ちゃんは、自分が倒れるまで他人の為に尽つくせる優しい心を持った子なんだよ。咲姫先輩もだ。他人の為に、本気で人に怒おこる事のできる芯しんが一本入った他人を想おもう心を持った人なんだ」

「だからなんだっ!?」

　佐倉君の持つハンドガンからカチッという弾たまが出なかった音が耳に届く。遮蔽物から飛び出し、一気に駆かけ出す。

「僕はそんな皆みんなが大好きだ！　そんな人たちが、お前みたいに他人を物みたいに思ってる奴やつと釣り合うわけないだろっ!!」

　佐倉君が隠れている遮蔽物を飛び越こえ、彼の首元に銃じゆう口こうを押し付け引き金を引く。見つめ合う僕と佐倉君。引き金を何度引いても僕のマシンガンから、弾が出る事はなかった。

「……ハ、ハハッハッ！　格好のつかない奴だな、おい！　爆ばく笑しようモンだぜ！」

　マシンガンを奪うばい、新しいマガジンが嵌はめられたハンドガンを僕の頭に押し付けてきた。

「残念だが、ゲームオーバーだ。何か言い残すことはあるか？　二年三組の代表さんよ？」

「──バーじゃない」

　小さな声で呟く。

「はぁ？　聞こえねぇよ。もう一回言って──」

「まだゲームオーバーじゃないよ！」

　押し付けられている銃じゆうを左手でずらし、腰こしに右手を回す。ハンドガンをズボンとベルトの間から取りだし、佐倉君の胸へ一発撃ち込んだ。

「ってぇえぇっ!!」

　目の前で転がり苦しむ佐倉君。僕のゴーグルには彼を撃ち倒した証しよう拠こが表示された。

　……はぁ。なんとか勝てた。ベニヤ板を立て掛けて作った遮蔽物に背中を預け、胸むねを撫なで下ろしていると『二年一組　ＬＯＳＴ』の文字がゴーグルに表示される。やっぱり、佐倉君が代表者だったみたいだね。

「て、てめぇ！　ルール違い反はんしやがったな！」

　佐倉君は僕が持つハンドガンを持って声を荒あららげた。

「残念だけど、僕はルールを破ってなんかいないよ」

「はぁっ!?　だったらなんで平均点が三十点のお前が武器を二つ持てるっ!?」

　僕の平均点の情報まで知っているとはね。けど、本当にルールを破ってはいない。

「答えは単純。僕の平均点は三十一点だから」

　プールから出る際に、委員長がクラスの平均点が書かれた紙とハンドガンを手て渡わたしてくれた。そこには『真藤ヒイロ　三十一点』と書かれていた。つまり、委員長は最初から僕たち全員を騙だましていたって事だ。

　体育館に入ってきた二年三組の面々の中にいる委員長を見て、佐倉君が呟つぶやく。

「……てめぇんとこの参さん謀ぼうは、味方まで騙してたのかよ」

「ま、そういう事だね。……佐倉君、二つだけ言わせてもらう」

　腰を落としている佐倉君の前で片かた膝ひざを突いて彼を見下ろす。

「……なんだよ」

「梨香さんも奏ちゃんも咲姫先輩も、今の君だったら絶対に渡わたさない。それと」

　近づいてきた梨香さんに視線を送り、

「彼女に謝れ。好きでもないのに告白してごめんって」

「えっ？」

　梨香さんが間の抜ぬけた声を出す。このぐらい言ってもらわないと僕の気が晴れない。

「い、いいわよ別に！　結局、佐倉君は私の好きな人を倒せなかったんだから！」

　あっ、そうだよ、忘れてた。結局、梨香さんの好きな人って誰だれなんだ？　せっかくだし、訊きいてみよう。……なんだろう。なんか胸の辺りが変な感じする。

「あ、あの、梨り──」

「真藤っ！」

「へっ？」

　後ろの遮蔽物から声がしたと思った直後、頭に何かを突つきつけられた僕。次の瞬しゆん間かん、心地ここちの良い音が背後から鳴った。コンマ数秒後、

「痛あぁああぁっ!!」

　ゴーグルが赤く染まり『ＨＩＴ』が表示され、電気ショックの痛みでその場に倒れてしまった。話では電流っていい塩あん梅ばいに調整されてるんじゃ無かったかな？　尋じん常じようじゃないぐらい痛いんですけどっ!?

『あっ、ごめん会長。会長の電力を皆と同じにするの忘れてた。規定の三倍まで上げられるように改造してたんだよね、テヘッ』

　インカムから聞こえる女装好きの悪あく魔ま（田丸君）の声。一瞬でも友達と思った僕がバカだった！　この恨うらみ、忘れない！　同好会室にある田丸君お気に入りタペストリーを持ち帰ってやる！

　しかし、誰だっ!?　僕を撃ったのはっ!?

「もうオタク同好会の解散とかどうでもいいわ！　優勝して山をもらって遊んでやる！」

　すっかり忘れていた。筒本さんの存在を。

「あんたが代表ってのは分かってるのよ！　これで残るクラスは五クラスね！」

　意い気き揚よう々ようと大声を出し、僕を見下ろす筒本さん。残念だけど、その計算は間ま違ちがっている。

「えっと……ごめんね、筒本さん」

　こんな相手にでも謝る梨香さんって本当に優しいなぁ。

「ごめんって何がよ？」

　梨香さんに問いかけると同時、筒本さん目め掛がけスナイパーライフルを構えて撃うち込む梨香さん。制服にＢＢ弾だんが当たり、弾が地面へ転がった。

「何をしてるのよ？　二年三組は負けぇええぇえぇぃっ!!」

　筒本さんが面おも白しろい断だん末まつ魔まの叫さけびを上げた直後、全員のゴーグルに『二年四組　ＬＯＳＴ』と表示され、二年四組の負けも決まった。

「は、はぁっ!?　な、なんで久檀さんがまだ撃てるのよっ!?」

　頰ほおを人差し指で搔かきながら、梨香さんが筒本さんの疑問に答える。

「実は本当の代表者って私なの。ヒイロは代表者じゃなかったのよ」

「「「なん……だとっ!?」」」

　筒本さんが『ふざけるな！』っていう目で見てるのは納なつ得とくしよう。でも、二年三組の皆が同様の目で僕を見ているのは納得しない！

「情報が漏もれている可能性があるのに、堂々と代表者を発表するほど抜けていない」

　委員長がぼそりと呟く。自信満々な顔をしてますけど、この案を出したのは僕ですからね？　しかも今朝出したんですけどね。

　委員長の案をのむ代わりに出した提案。それは代表者を梨香さんにするという事。

　僕が行くまで安全が保証されているなら、代表者としてこれ以上ない人選になる。それに無事かどうかが簡単に確認できるのも大きな理由だった。ヒットされれば、クラスは負けになるからね。

「じゃあ、お前が代表者だっていう情報はわざと流したのか？　なんでそんな面めん倒どうな事をしたんだよ？」

　隣となりで座り込んでいる佐倉君が問いかけてきた。

「僕が狙ねらわれている間、本当の代表者である梨香さんに銃口は向かないからね。電気ショックなんて痛い思いは、できる限りして欲しくないし。それ以外に理由はないよ」

「……ハハッ。参ったぜ。相手が悪かったわ」

　佐倉君が僕を見ながら呟く。

「そうだよ。色んな作戦を立てる委員長を敵に回した時点で、そっちの負けだよ」

「いや、俺が言った相手ってのは……まぁ、いいや。分からねぇならそれで」

　佐倉君が呆あきれたように項うな垂だれて呟く。そんな言い回しされたら気になるんだけど。

　佐倉君に問いかけようとした時、インカムから田丸君の声がした。

『あ～、クラスメイトに朗報です。会長だけ、負けた後もヒットすれば電流が流れるようにサーバーへハッキングして設定しておきました』

「「「っしゃあぁっ!!」」」

「それじゃあ、梨香さん！　僕は撃たれたんで『ＤＥＡＴＨエリア』へ向かいますね！」

　このままここにいたら、ずっと電気ショックを味わう事になりそうだ。

「うん！　じゃあ頑がん張ばるから、応おう援えんしててね！」

　梨香さんの視線を背中に感じながら、猛もうダッシュで旧体育館へ向かった。




『ねぇ、佐倉君。さっきヒイロに色々と言ってたけど、あれは間違ってないと思う。でも』

『……言わなくても分かってるよ、久檀梨香。あいつは他人に対して努力する奴だ』

『うん。分かってくれてるならそれでいい』

『……それと……悪かった。こ、これはあれだ！　あいつが謝れって言ったから、言っただけだ！　じゃ、じゃあな！』




「……ずるいわよ、咲姫先せん輩ぱい」

　サバゲーが終わった帰り道。僕たちは四人で歩いて帰っていた。

　あの後、代表者が梨香さんであると分かった三年五組はすぐに梨香さんを撃ち取り、残りのクラスの殲せん滅めつを開始した。結局、最後まで残っていたのは一年一組と三年五組の二クラス。共に帰っている二人が所属するクラスだ。

「奥の手は見せるな！　ですわね」

「景品に興味ないって言ってたくせに」

　梨香さんはかなりご立腹のようだ。それはそうだろうね。なんせ、梨香さんを撃ち取ったのは咲姫先輩らしいし。

　最初から咲姫先輩は、二年三組と一年一組の情報を得るために話を聞いていたスパイだった。道理で協力的だと思ってたよ。最後の方なんて、共きよう闘とうしていた三年二組を後ろから撃ったらしいし。次から三年五組は要注意だね。

「久檀様も怒っちゃ駄だ目めです！　楽しかったんですからそれで良しですよ！」

　なんだか奏ちゃん、楽しそうだな。今まで見せていた笑え顔がおとは違ちがう気がする。この間の事でどこかに変化が訪おとずれたのならいいんだけど。

「あっ、そうです！　ヒイロ様！」

「ん？　何、奏ちゃん？」

「奏、商店街へ行ってヒイロ様と一いつ緒しよに食べたいお茶菓が子し買ってくるです！　ですから、皆みなさんは先に帰っててくださいです！」

　そう言って、奏ちゃんは僕たちの前から姿を消す。う～ん。やっぱりすぐには変わらないか。相変わらず人の為ために動くんだね。

「じゃあ帰りましょうか」

　残った二人に声をかけても反応が無く、奏ちゃんがいた所を見て小さく呟く。

「奏さん、変わりましたわね」

「そう……ね。変わったのはいいんだけど……うぅ……強敵出現だなぁ」

　？？　二人は何を言っているんだ？　前と同じだと思うんだけど。どうせ変わるなら自分の為に何かをするぐらい……あっ！　奏ちゃんの消しよう滅めつ試練……忘れてた。

　……いや、違う。このきっかけで思い出す感じは、二次元から来た三人を思い出した時に似ている。という事は、神様に忘れさせられていたみたいだ。どうしてそんな事を……。

　ど、どうしようっ!?　家に戻もどったらハルカ姫ひめが帰るなんて言い出したら。

「ヒイロ？　脂あぶら汗あせかいてないで帰るわよ」

　梨香さんに腕うで組ぐみされ、僕は奏ちゃんの消滅試練をどうしようか考えつつも何も思いつかず帰路へついた。







　エピローグ







　三人で家に着くと、奏かなではもう帰って来ていた。ハルカ姫の隣に座り、嬉うれしそうにお茶菓子をテーブルの上に置いて待っていた。

「ヒイロ様！　早く食べましょうです！　奏、小腹が空すいて仕方がないですよ！」

　呼ばれたヒイロは顔を真っ青にしながら、奏の隣に座る。何があったのかは知らないけど、奏が自分に好意を持ち始めていることに気づいてないのかな？　っていうか、奏自身も気づいてなさそう。今までの奏なら、ヒイロとお茶菓子を食べたいなんて言わなかった。ヒイロに訊いて、相手が食べたいと言えば用意して、そして一緒に食べていた。

　今の奏は、奏自身がヒイロと一緒に食べたいという気持ちから行動している。

　自分の為に、率先して行動しているように見える。これはつまり……そういう事なんだと思う。奏もヒイロの事を意識しだしている。

　うぅ、今までは私の独どく擅せん場じようだったのに。これからは奏も積極的にイベントに参加してきそうだ。負けていられない。

「わ、私も一緒に食べるわよ！」

「はいです！　久く檀だん様も夜や華ばな様も一緒に食べるです！」

　ヒイロの隣をゲットして、奏が買ってきた大福を一つ頰ほお張ばる。ほどよい餅もちの弾だん力りよくと、中に入っている粒つぶ餡あんの甘味とイチゴの酸味が口いっぱいに広がっていく。

「では妾わらわも一ついただこう」

「どうぞです！　いっぱい食べて姫様も大きくなるです！」

　大きくなるというキーワードに反応して、ヒイロの思考が動く。それが伝わる理由は分からないけど、どうしてヒイロはそっちへ思考が回るんだろうか？

「ヒイロよ。今、大福を食べても胸は大きくならないと思ったじゃろう？」

「この思考が漏れるの、本当に困るよ……」

「まぁ、良いわ。……お主になら奏を任せても良さそうじゃ」

　そう言ってハルカ姫が席を立つ。

「ちょ、ちょっと待って！」

　ヒイロが急に慌あわてだした。

「そうやって止めようとしてくれるのは嬉しいが、妾は奏の本当に幸せそうな顔が見られたら帰るというのが条件じゃったからな。妾は安心して帰る事ができるぞ」

　そう言って奏を見た後、私たち一人一人の顔を見ていく。その意味を私と咲姫先輩はすぐに理解した。ヒイロは知っていたみたいだけど、ハルカ姫は元の世界へ帰るんだ。

「えっ!?　ひ、姫様っ!?　帰るですかっ!?」

　座ったままの奏がハルカ姫を見上げながら驚おどろく。気づいてなかったのか、この子は。

「うむ。奏のその顔を見る事が出来て妾は満足じゃ。……すまぬ、奏。今は言えぬが、いつかお主に告げねばならぬ事がある。もしまた逢あえる事があるのなら……」

　奏が一度下を向いて、椅子から元気よく立ち上がった。

「いいですよ、姫様。たとえ本当の家族がいなくても、奏には姫様がいてくれたです。それに……」

　奏はそう言って、周りを見み渡わたす。

「今はずっと一緒と約束してくれたヒイロ様たちがいるです！　だから大だい丈じよう夫ぶです！　それに姫様と次元を隔へだてて逢えなくても、繫つながりは切れたりしないです！」

「……そうか。礼を言うぞ、奏。背負っていた荷が少しだけ軽くなった」

　嬉しそうにハルカ姫と話す奏だが、私はずっと不満に思っていた事があった。

「ねぇ、奏。どうしてヒイロだけ名前で私と咲さ姫き先せん輩ぱいは苗みよう字じなの？　私も奏の事はすっごく大切で大好きなんだけどなぁ」

「梨り香かさん。その言い方ですと、わたくしは奏さんを大切にしてないように聞こえますわね。わたくしも梨香さんにもヒイロ君にも負けないぐらい、奏さんが好きですわよ」

　咲姫先輩と二人で奏を問い詰つめる。一いつ瞬しゆんきょとんとした後、奏の顔は明るくなり、

「はい！　奏も梨香様と咲姫様が大好きです！　もちろんヒイロ様も大好きです！」

　なんて言い放った。こんな流れ、作るんじゃなかった。ヒイロが顔を真っ赤にして、奏の事を見ている。……羨うらやましい。私もそんな風にストレートに言えたらどれだけいいか。

「ふむ。時間のようじゃ」

　ハルカ姫の手足が半はん透とう明めいになって徐じよ々じよに消えていく。

「梨香よ。約束の買い物へ行くことがかなわなかったのう。すまぬな」

「いいわよ、そんな事。一緒に暮らせて楽しかったわ。また遠えん慮りよ無く来てね。私たち、全員歓かん迎げいするから」

「うむ。では皆の者、さらばじゃ。また逢おうぞ」

「姫様！　元気で！　必ずまた逢いましょうです！」

　元気よく手を振ふる奏に合わせて、私たちも手を振った。それに応こたえるように満面の笑みでハルカ姫はこの世界から姿を消した。

　ハルカ姫が消えた場所からヒイロへ視線を移すと、奏を見て妙みような顔をしている。そういえば帰って来てからずっとおかしいけど、奏が関係しているのかな？

「奏ちゃん？　体に変化はない？　寒いとか痛いとか？」

「大丈夫ですよ？　姫様がいなくなって少し寂さびしいぐらいです。もう体は絶好調ですよ！」

「そ、そっか。うん、それならいいんだ。……はぁ～っ!!　良かったぁ～っ!!」

　なんだろう？　無む性しように腹が立つのは。

　サバイバルゲームの最中に大声であんな事を言っていたくせに、奏にだけ夢中に……。

「甘い物食べてたらしょっぱい物食べたくなりましたね。ちょっと何か買ってきます」

　そう言い残し、ヒイロは普ふ段だん着ぎへ着き替がえに部屋に向かう。私はヒイロが叫さけんでいた事を思い出していた。

「梨香さんっ!?　どういたしましたのっ!?　顔から湯気が出るぐらい真っ赤ですわよっ!?」

　だ、駄目だ。ヒイロが言った事は忘れよう。……でも勿もつ体たいない。忘れたくないなぁ。




　一体、いつの間に攻こう略りやくしてたんだ？　この前といい、今回といい僕自身に達成感が皆かい無むなんだけど……。とりあえずは良しとしよう。奏ちゃんは消えてないし、深くは考えないようにしよう。奏ちゃんの消滅試練が書かれた手紙を棚たなから取り出す。梨香さんの時は内容が変わっただけだったけど、奏ちゃんはどうだろう？





『海み凪なぎ奏の消滅試練：達成』






　おぉ！　分かりやすく変わってる！　これで奏ちゃんは消滅しないって事だね！

　喜んでいると、持っている封ふう筒とうがわずかに膨ふくらんだのが分かった。……嫌いやな予感が。





『海凪奏の追加消滅試練：自分の気持ちに気づく事

　試練達成までの期間：未定』






　紙が追加されたっ!?　……まぁいいか。とりあえずは、お煎せん餅べいでも買ってこよう。

　ダイニングへ戻ると、梨香さんがものすごい事になっていた。年末に大きな袋ふくろを持って煙えん突とつから入る老人が着ている服並みに顔が真っ赤だ。

「梨香さん、どうしたんですかっ!?」

「え、えっと……その……な、なんでもなくなくて……」

　僕がいないわずか数分で、言語障害まで起こすほどの何かがあったらしい。

「あ、あのね、ヒイロ！　佐さ倉くら君と撃うち合ってる時に言ってた事なんだけ……ど……」

「あぁ、そういえばドサクサに紛まぎれてとんでもない事を叫んでおりましたわね」

「奏も聞いてたですよ！　すっごく嬉しかったですよね！」

　梨香さんを筆頭に三人が思い思いの事を口にしている。梨香さんは恥はずかしそうに、咲姫先輩は憤ふん激げきし、奏ちゃんは嬉しそうな顔をしている。

「えっと……僕、何を言ったんですか？　無我夢中だったんであまり覚えて無くて」

　そんな僕を見て、三人は目を点にしていた。ほんの一瞬、間を空けて、

「……この……」

　梨香さんが拳こぶしを前で握にぎり、怒いかりを露あらわにしている。

「さっさと買い物行ってきなさい、このバカヒイロっ！」

「は、はいっ！」

　梨香さんに気け圧おされ、僕は急いで家を飛び出した。梨香さんは何を怒おこってるんだろう。ってか僕、サバゲーの時に何を言ったんだ？　全く覚えてない。

「皆みんながいる前で『皆が大好きだ！』って私たちのことを言ったの覚えてないってどういう事っ!?　喜んだ私、バカみたいじゃないのっ!!　いつまで奏の攻略ルートにいるのよ！　いい加減に私の攻略ルートに戻もどってきなさいよねっ!!」

「奏も嬉うれしかったのに残念です。でも、必ずいつかまた言ってもらいますですっ！」

「わたくしは結構ですわ。美少女なら喜んで受け入れますが」

「なんでこっち見るのよっ!?」「なんでこっち見るですかっ!?」

　なんか家の中で喋しやべってる声が聞こえるけど、何を話してるんだろう。

　まぁ、いいや。とりあえずコンビニでお煎餅を買ってこようっと。

「ヒイロ様」

　門の所へ着くと、爺じいが僕を呼び止めた。

「ヒイロ様にお手紙が届いております」

　手紙？　神様からの手紙かな？

　爺から受け取るとそれは普ふ通つうの手紙だった。僕の名が書かれている宛あて先さきの字。それを見て、僕の背筋は一瞬で凍こおり付く。この字は……あの人だ。震ふるえる手で、恐おそる恐る封を切る。





『家賃の引き落としがされてなかった。帰って来て詳くわしく話せ。　父より』









　あとがき




　前巻でお会いした方々、お久しぶりです。前巻に引き続き、本作を手に取っていただきまして、ありがとうございます。

　本巻でお初にお目にかかる方々、初めまして。本作を手に取っていただきまして、ありがとうございます。できる事なら前巻と次巻も読んでいただけたら嬉うれしいです。




　前巻で散々苦しんだあとがきですが、今回は二ページです。助かりました。これならサクッと書けそうです。次巻予告で行数を稼かせぐとかしなくても大だい丈じよう夫ぶ。このぐらいの分量で苦しむなんてそんな事。




　……………………………………………………………………………………な、何を書こう。




　……そ、そうですね。今作の始まりであった願いを叶かなえる手紙。もし自分にこんな手紙が来たらどんな願いを書くか真しん剣けんに考えてみましょう。

『生しよう涯がい遊んで暮らせる犯罪の絡からんでないお金が欲しい』

　……夢がありませんね。純真な心を取とり戻もどしたいものです。

『死ぬまでゲームができるように、衰おとろえない脳と指が欲しい』

　動機は子供っぽいんですが、やはりこれも夢がない気がします。「ずっと健康でいたい！」とがっついている気がします。

　仮にヒイロ君のような願いを書くかと訊きかれたら、答えはＮＯです。いや、本作を読んでいただければ分かると思いますが、明日も心臓が動いている自信がありません。ヒイロ君並の回復力があれば喜んで書きますけどね！　そしてハーレムルートへ突とつ入にゆうです！




　さて、バカな妄もう想そうもここまでにして、本巻完成までにお世話になった方へ感謝を。

　色々なアドバイスをくれた担当Ｕさん。一巻同様、可愛かわいいイラストを描えがいてくださった〆しめ鯖さばコハダさん。他ほかにも本巻発売までに携たずさわってくださった方々に深く感謝しております。

　そして、本作を手に取っていただいた皆みな様さまに、多大なる御お礼れいを申し上げます。『僕の欲ヒロ望インは手に負えない』の二巻を出す事ができたのは、買ってくださる皆様がいるおかげです。本当にありがとうございました。


天あま音ね　マサキ　


















カバー・口絵・本文イラスト／〆鯖コハダ

カバー・口絵・本文デザイン／福田功（ｉｍａｇｅｊａｃｋ）










僕ぼくの欲望ヒロインは手てに負おえない２








天あま音ねマサキ
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